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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic Integration を使用して、 バイナ リ  フォーマッ ト
と  XML との間でデータを相互に変換する方法について説明します。 具体的に
は、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� 付録 1 「データ変換の概要」

� 付録 3 「フォーマッ ト定義のビルド」

� 付録 2 「フォーマッ ト定義のテス ト 」

� 付録 4 「メ タデータのインポート 」

� 付録 5 「 リ ポジ ト リ  ドキュ メ ン ト の検索と保存」

� 付録 6 「実行時コンポーネン ト の使用法」

� 付録 A 「サポー ト されるデータ型」

� 付録 B 「カスタム データ型の作成」

� 付録 C 「Purchase Order サンプルの実行」

対象読者

このマニュアルは、 バイナ リから  XML へ、 また  XML からバイナ リへのデータ
変換を実行するアプリケーシ ョ ン プログラマと技術アナリ ス ト を主な対象と し
ています。
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e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。
BEA のホーム  ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ （ 
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示してください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ フ ァ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 フ ァ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ トで入手できます。 WebLogic 
IntegrationPDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一

部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic 
Integration ドキュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク し
て、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

関連情報

以下の BEA マニュアルも用意されています。

� Data Integration プラグイン ユーザーズ ガイ ド

� Data Integration プラグイン オンライン ヘルプ
x WebLogic Integration データ変換



サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 WebLogic Integration リ リース  7.0 のドキュ メ ン
ト をご使用の旨をお書き添えください。

本リ リースの WebLogic Integration について不明な点がある場合、 または 
WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSupport (http://websupport.bea.com/custsupp) を通じて  BEA カスタマ サポー
ト までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製
品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。
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表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅テ

キスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。
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[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
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1 データ変換の概要

ほとんどの EAI (Enterprise Application Integration : エンタープライズ  アプリ ケー
シ ョ ン統合 ) の問題領域で、 データ変換は EAI ソ リ ューシ ョ ンの固有の課題で
す。 XML は急速にアプリ ケーシ ョ ン間の情報交換に関する標準とな りつつあ
り、 異なるアプ リ ケーシ ョ ンを統合する上でかけがえのない手段となっていま

す。 しかし、 ほとんどのデータ変換エンジンではバイナリ  データ  フォーマッ ト
と  XML との間の変換がサポート されません。 WebLogic Integration では従来の
システムで使用されるバイナ リ  フォーマッ ト と  XML との間のデータ変換がサ
ポート されるので、 各アプ リ ケーシ ョ ンによる情報交換が可能になり ます。

この章の内容は以下のとおりです。

� XML 変換について

� データ統合について

� 変換後のオプシ ョ ン と考慮事項

XML 変換について

従来のアプリ ケーシ ョ ン との間で送受信するデータは、 多くの場合、 情報作成元

のマシンに固有のバイナリ  フォーマッ ト で構成されたプラ ッ ト フォーム固有の
情報です。 バイナ リ  データは自己記述型ではあ り ません。 このため従来のアプ
リ ケーシ ョ ンのバイナリ  データを使用する各アプリ ケーシ ョ ンの中にデータの
フォーマッ トに関する情報 （メ タデータ） を埋め込んで、 各アプリ ケーシ ョ ンが

理解できるよ うにする必要があ り ます。

XML は、 アプ リ ケーシ ョ ン間で情報を交換するための標準にな りつつあ り ま
す。 その理由と して、 XML ではデータの記述がデータ  ス ト リームの中に埋め込
まれ、 アプ リ ケーシ ョ ン間でデータを簡単に交換できるよ うにしているこ とが挙

げられます。 XML の表現するデータ構造は複雑ですが、 解析は容易です。 この
ため、 アプ リ ケーシ ョ ンを結合する場合に、 各アプリ ケーシ ョ ンの中にメ タデー

タを埋め込む必要があ り ません。
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1 データ変換の概要
バイナリ  データの XML への変換では、構造化されたバイナリ  データを XML ド
キュ メ ン トに変換するので、 標準の XML 解析方法によってデータにアクセスで
きます。 変換を行う と きに使用する メ タデータを作成する必要があ り ます。 変換

プロセスの実行中、 バイナ リ  データの各フ ィールドは、 そのフ ィールドについ
て定義されたメ タデータに従って、 XML に変換されます。 指定する メ タデータ
には、 フ ィールドの名前、 データ型、 サイズ、 およびフ ィールドが省略可能かど

うかの指定を記述しなければな り ません。 バイナ リ  データは、 このバイナ リ  
データの記述を使用して XML に変換されます。 図 1-1 では、 サンプルのバイナ
リ  データを使用して XML への変換方法を示しています。

図 1-1   XML データ変換 (Tom;Jones;1345;19;)

WebLogic Server プラ ッ ト フォームで開発されたアプリ ケーシ ョ ンの多くは、 標

準のデータ形式と して  XML を使用します。 WebLogic Server プラ ッ ト フォーム
上の他のアプ リ ケーシ ョ ンから従来のシステムのデータにアクセスする場合、

WebLogic Integration を使用するこ とで、 システムのデータを、 バイナ リ  フォー
マッ ト と  XML フォーマッ ト との間で相互に変換できます。 最終的な用途と して
特定の XML 固有言語に変換されたデータが必要な場合は、 XML データ  マッピ
ング ツールを使用してデータを変換する必要があ り ます。

データ統合について

WebLogic Integration では、 従来のシステムのバイナリ  データ と  XML を相互に
変換できるよ うにするこ とによ り、 さまざまなエンタープライズ アプ リ ケー

シ ョ ンのデータ統合を容易なものにします。 従来のデータが XML と して使用で
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データ統合について
きるよ うになる と、 XML アプ リ ケーシ ョ ンによる直接使用、 特定の XML 文法
への変換、 あるいは WebLogic Integration Studio でのワークフローの開始のため
の直接使用が可能にな り ます。 WebLogic Integration は、 次の 3 つのデータ統合
ツールを使用するこ とによ り、非 XML と  XML との相互変換をサポート します。

� 設計時 コンポーネン ト

� 実行時コンポーネン ト

� Business Process Management へのプラグイン

変換は、 2 段階で行われます。 まず、 設計時ツールの Format Builder を使用して
バイナリ  データが記述されます。 こ こでは、 Format Builder で作成する メ タデー
タにバイナリ  ファ イルのレコード  レイアウ トが正確に反映されるよ うにバイナ
リ  データを分析します。

次に、 Format Builder でメ タ  データ （入力データの記述） を作成し、 このメ タ

データを  MFL (Message Format Language : メ ッセージ フォーマッ ト言語 ) ドキュ
メ ン ト と して保存します。WebLogic Integration に付属のインポータは、COBOL 
コピーブッ クなどバイナ リ  メ タデータの共通ソースから メ ッセージ  フォーマッ
ト定義を自動的に作成するユーティ リ テ ィです。

次に、 WebLogic Integration の実行時コンポーネン ト を使用してバイナリ  データ
のインスタンスを XML に変換できます。 図 1-2 は、 非 XML から  XML への
データ変換に関するイベン ト  フローを示しています。 BPM 機能のプラグインを
使用する と、 変換のコンフ ィ グレーシ ョ ンを容易に行う こ とができます。
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1 データ変換の概要
図 1-2   非 XML から  XML フォーマッ トへのデータ変換のイベント  フロー

設計時 コンポーネント

WebLogic Integration の設計時データ統合コンポーネン トは、Format Builder と呼
ばれる  Java アプリ ケーシ ョ ンです。 Format Builder はバイナリ  データ  レコード
の記述を作成する と きに使用します。 Format Builder を使用する と、 XML デー
タ とバイナ リ  データを相互に変換できるよ うにバイナリ  データのレイアウ ト と
階層を記述できます。

バイ ト  シーケンスをフ ィールド と して記述し、 各フ ィールドについて、 データ
型 （浮動小数点、 文字列など）、 データのサイズ、 フ ィールド名を指定できます。

さ らに、 フ ィールドの集ま り （グループ）、 フ ィールド とグループの複数のイン

スタンス、 および集約を定義できます。

作成する記述は、 MFL と呼ばれる  XML 文法で保存されます。 MFL ドキュ メ ン
トは、 Data Integration の実行時コンポーネン ト と  Business Process Management 
のプラグインが、 バイナリ  データ  レコードのインスタンス と  XML ドキュ メ ン
ト のインスタンスを相互に変換するのに使用する メ タデータを含みます。

さ らに、 Format Builder は、 変換によって作成される  XML ドキュ メ ン ト を記述
する  DTD または XML スキーマも作成します。
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データ統合について
図 1-4 に、 設計時フェーズでの、 Format Builder を介したバイナ リ  データ と  
XML データのプロセス  フローを示します。

図 1-3   Format Builder を介した設計時プロセス フロー

Format Builder は格納された MFL メ ッセージの検索、 検証および編集や、 ユー
ザ自身のデータを使用したメ ッセージ  フォーマッ ト定義のテス トに使用するこ
と もできます。 MFL ドキュ メ ン トはファ イル システムを使用して格納するこ と
も、 リポジ ト リにアーカイブするこ と もできます。

テス ト機能を使用する と、 サンプル XML ファ イルをバイナ リ  フォーマッ トに、
サンプル バイナリ  ファ イルを  XML フォーマッ ト にそれぞれ変換する こ とで、
Format Builder で作成された XML ドキュ メ ン ト を検証できます。 変換された
データをファ イルに保存すれば、 あとでテス トできます。

実行時コンポーネント

WebLogic Integration の実行時 Data Integration コンポーネン トは Java ク ラスであ
り、 このク ラスには、 バイナリ  フォーマッ ト と  XML フォーマッ トの間でデータ
を変換するためのさ まざまなメ ソ ッ ドが用意されています。 この Java ク ラスは、
さまざま方法で使用できます。 具体的には、 次のよ うに使用されます。
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1 データ変換の概要
� WebLogic Server を使用して EJB にデプロイ される。

� Studio のワークフローからビジネス オペレーシ ョ ン と して呼び出される。

� 任意の Java アプリ ケーシ ョ ンに統合される。

図 1-4 に、 バイナリから  XML への変換および XML からバイナ リへの変換の両

方について、 実行時プロセス  フローを示します。

図 1-4   実行時プロセス フロー
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データ統合について
バイナリから  XML への変換

コード  リ ス ト 1-1 のサンプル コードは、 バイナ リ  データを含むファ イルから  
XML ドキュ メン ト  オブジェ ク トへの解析を示します。 MFL ファ イル
（mymfl.mfl） は、 mybinaryfile のバイナリ  データの記述を提供します。

コード  リス ト  1-1   バイナリから  XML への変換のサンプル コード

import com.bea.wlxt.*;
import org.w3.dom.Document;
import java.io.FileInputStream;
import java.net.URL;

try
{
  WLXT wlxt = new WLXT();
  URL mflDocumentName = new URL("file:mymfl.mfl");
  FileInputStream in = new FileInputStream("mybinaryfile");

  Document doc = wlxt.parse(mflDocumentName, in, null);
}
catch (Exception e)
{
  e.printStackTrace(System.err);
}

XML からバイナリへの変換

コード  リ ス ト 1-2 のサンプル コードは myxml.xml に含まれる  XML データから  
MFL ドキュ メン ト  mymfl.mfl で指定されるバイナ リ  フォーマッ トへの変換を示
すサンプル コードです。 バイナ リ  データはファ イル mybinaryfile に書き込ま
れます。

コード  リス ト  1-2   XML からバイナリへの変換のサンプル コード

import com.bea.wlxt.*;
import java.io.FileInputStream;
import java.io.FileOutputStream;
import java.net.URL;

try
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1 データ変換の概要
{
  WLXT wlxt = new WLXT();
  URL mflDocumentName = new URL("file:mymfl.mfl");
  FileInputStream in = new FileInputStream("myxml.xml");
  FileOutputStream out = new FileOutputStream("mybinaryfile");
  wlxt.serialize(mflDocumentName, in, out, null);
}
catch (Exception e)
{
  e.printStackTrace(System.err);
}

Business Process Management へのプラグイン

WebLogic Integration 付属の Business Process Management (BPM) ツールを使用す
る と、 ワークフロー、 B2B プロセス、 およびエンタープライズ  アプリ ケーシ ョ
ン アセンブリ を自動化できます。 WebLogic Server で動作するよ うに設計され
た、 BPM ツールは、 J2EE 準拠の堅牢なワークフローおよびプロセス  インテグ
レーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ンを実現します。

直感的なフローチャート  パラダイムによ り、 ビジネス  アナリ ス トは BPM ツー
ルの基礎となる  WebLogic Integration プロセス  エンジンを使用してアプリ ケー
シ ョ ンにまたがるビジネス  プロセスを定義した り、 人間とアプ リ ケーシ ョ ンの
対話を自動化した り します。 開発者は、 プロセス  エンジンを使用して、 アプ リ
ケーシ ョ ン  コンポーネン ト をアセンブルして、 これらのアプリ ケーシ ョ ン  コン
ポーネン ト を実行および管理できます。 このために、 新しいコードを書 く必要は
あ り ません。

プロセス エンジンは新機能をプラグインと して組み込むこ とができる拡張可能
なアーキテクチャを備えています。 WebLogic Integration には、 BPM アクシ ョ ン
を操作して変換機能 （XML からバイナリへ、 バイナ リから  XML への両方） に
アクセスできる  Data Integration プラグインが含まれます。

Business Process Management (BPM) 機能の Data Integration プラグインは、 従来
のシステムのバイナリ  データの XML への変換を可能にする こ とによ り、 アプ リ
ケーシ ョ ン間の情報交換をサポートにします。 Data Integration プラグインは、
XML からバイナ リへの変換と、バイナ リから  XML への変換を実行できる  BPM 
アクシ ョ ンを提供します。

このデータ変換機能に加えて、 Data Integration プラグインは、 次の機能を提供し
ます。
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データ統合について
� バイナリ  フォーマッ トでのイベン ト  データ処理。

� パフォーマンスを向上させるための MFL ドキュ メ ン ト のイン メモ リ  キャ ッ
シュおよび変換オブジェ ク ト  プール

� バイナリ  データを編集して表示するための、 BinaryData 変数型

� ク ラスタ化された WebLogic Server 環境での実行

次の図は、 Data Integration と  BPM 機能の関係を示しています。

図 1-5   Data Integration と  BPM の関係

開始  完了
コンフ ィグレーシ ョン済み

   Format BuilderXML ドキュメント
リポジト リ

Data Integration Plug-In
プラグイン

Data Integration Java

変換された
XML ドキュ メン ト

入力バイナリ  データ
MFL ドキュ メン ト名

MFL
ドキュ メン ト

MFL
ドキュ メン ト

（省略可能）
DTD
XML スキーマ

  してコンフ ィグレーシ ョン

クラス

ワークフロー タスクを使用

  されたアクシ ョ ン
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1 データ変換の概要
変換後のオプションと考慮事項

バイナリ  データの XML への変換が正常に完了したら、 XML データを、
Business Process Management (BPM) ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン （Studio お
よび Worklist） などの XML を使用する他のアプリ ケーシ ョ ンに送信できます。
対象となるアプ リ ケーシ ョ ンの要件によ り、 生成された XML を、 こ こでさ らに
別の XML 文法、 表示形式 （HTML）、 または別のバイナリ  フォーマッ トに変換
する必要があるこ とがあ り ます。 このマニュアルでは、 ある  XML 文法から別の
文法に XML ドキュ メ ン ト を変換するプロセスを  XML 変換 と呼びます。

XML 変換は WebLogic Server の XML モジュールを使用して行う こ とができま

す。BPM の機能には、 このモジュールを呼び出して  XSL スタイル シート を使用

して XML ドキュ メ ン ト を 変換できるよ うにするアクシ ョ ンが含まれます。
XML を次のいずれかのフォーマッ トに変換できます。

� 特定の XML 固有言語 （RosettaNet、 ebXML など）。

� 表示形式 （HTML）。

� 別の MFL ドキュ メ ン トのフォーマッ トに対応し、 WebLogic Integration の 
Data Integration コンポーネン ト によ り、 別のバイナリ  フォーマッ トにコン
バートできるフォーマッ ト。

XSL (eXtensible Stylesheet Language) は XML ドキュ メン ト のノードで実行でき
る一連の変換を記述する  XML 言語です。 XSL スタイルシートは XML ドキュ メ
ン ト を別の XML 固有言語や別のテキス ト  フォーマッ ト （HTML、 PDF など）
にマッピングするために、 XSLT (XSL Transformation) エンジンが使用できる  
XSL ドキュ メ ン ト です。 また、 スタイルシートは WebLogic Integration のデータ
変換実行時コンポーネン ト と併用して XML の変換に使用する こ と もできます。

図 1-6 は、1 つの XML 文法が XSLT エンジンを使用して別の XML 文法に変換さ
れる と ころを示します。 この場合の変換メ タデータは、 1 つの XML 文法を別の 
XML 文法にマッピングする方法を記述する  XSL スタイルシートです。
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変換後のオプシ ョ ンと考慮事項
図 1-6   Tom;Jones;1345;19; の XML データ変換
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1 データ変換の概要
1-12 WebLogic Integration データ変換



2 フォーマッ ト定義のテスト

フォーマッ ト定義をビルド した後、 Format Tester を使用してテス トできます。
Format Tester によ り検証テス ト中にデータの解析と書式の再設定が行われ、 サ
ンプルのバイナリ  データまたは XML データが生成されます。 このサンプル 
データを編集、 検索およびデバッグすれば、 希望する結果を得る こ とができま
す。 Format Tester では、 データ変換実行時エンジンが変換テス ト に使用されま
す。

この章では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

� Format Tester の呼び出し

� [Format Tester] ダイアログ  ボッ ク スの使用法

� フォーマッ ト定義のテス ト

� フォーマッ ト定義のデバッグ

Format Tester の呼び出し

Format Tester を呼び出す手順は次のとおりです。

1. Format Builder が呼び出されていない場合は、 [ スター ト｜プログラム｜

BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic Integration 7.0｜ Format Builder ] を
選択して、 Format Builder を呼び出し、 テス トする  MFL ドキュ メ ン ト を開き
ます。

注意 : Format Tester を実行するには、 事前に、 メ ッセージ フォーマッ ト  ド
キュ メ ン ト を Format Builder で開いておく必要があ り ます。

2. 次の図に示すよ うに、 [Tools｜ Test] を選択し、 [Format Tester] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。
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2 フォーマッ ト定義のテス ト
図 2-1   [Format Tester] ダイアログ ボックス

[Format Tester] ダイアログ ボッ クスは、 [Binary] ウ ィ ン ド ウ、 [XML] ウ ィ ン
ド ウ、 および [Debug] ウ ィ ンド ウの 3 つのウ ィ ンドウに分割されています。
各ウ ィ ンド ウはサイズ変更バーによ り分割されます。 サイズ変更バーを ド
ラ ッグする と、 ウ ィン ド ウのサイズを調整できます。 また、 バーの矢印をク
リ ッ ク して、 ウ ィ ンド ウの表示と非表示を切 り替えるこ とができます。 たと
えば、 [Binary] ウ ィ ン ドウ と  [XML] ウ ィ ン ド ウを分割するバーの左矢印をク
リ ッ クする と、 [Binary] ウ ィン ド ウが非表示にな り ます。 ウ ィ ン ドウが非表
示になっている場合、 バーを ド ラ ッグするか該当する矢印をク リ ッ クする
と、 ウ ィン ド ウを再表示できます。

注意 : セッシ ョ ンで初めて、 Format Tester を開いたと きは、 [Binary] ウ ィ ン
ド ウ と  [XML] ウ ィ ンド ウのみが表示されます。 [Debug] ウ ィ ン ドウ
を表示するには、 [Format Test] ダイアログ  ボッ クス下部のサイズ変
更バーを使用するか、 [Display｜ Debug] を選択して [Debug] ウ ィン
ド ウの表示 /非表示を切 り替えます。

[バイナリ  ]
ウィンドウ

[XML] ウィ
ンドウ

サイズ変更

バー

[デバッグ ] 
ウィンドウ

サイズ変

更バー
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[Format Tester] ダイアログ ボッ クスの使用法
[Format Tester] ダイアログ ボックスの使用
法

以下の ト ピッ クでは、 [Format Tester] ダイアログ ボッ クスのさ まざまなツールを
使用して、 ボッ クス内を移動しコマンドを実行する方法を説明します。

� [Binary] ウ ィ ンド ウの使用

� [XML] ウ ィ ン ドウの使用法

� [Debug] ウ ィン ド ウの使用

� サイズ変更バーの使用法

� メニュー バーの使い方

� シ ョー ト カッ ト  メニューの使用法

以下の ト ピッ クでは、 これらの各機能をどのよ うに使用すればタスクの実行に役
立つかについて説明します。

[Binary] ウィンドウの使用

[Binary] ウ ィ ンド ウには、 次のよ う なサンプル データを表示できます。

� アクテ ィブな MFL ドキュ メン ト に基づいて生成された。

� [XML] ウ ィ ン ドウのコンテンツから変換された。

� アクテ ィブな MFL ドキュ メン ト をテス トするために特別に設計された。

既存のバイナリ  データ  ファ イルを開いて、 編集し、 ウ ィ ン ドウのコンテンツを
保存できます。 また、 テス トの状況に応じて、 ウ ィ ン ドウをク リ アできます。 詳
細は、 2-6 ページの 「メニュー バーの使い方」 および 2-10 ページの 「シ ョー ト

カッ ト  メニューの使用法」 を参照して ください。

[ Format Tester] ダイアログ ボッ クスの [Binary] ウ ィ ンド ウは、 バイナ リ  ファ イ
ルのエディ タ と して使用できます。 このウ ィ ン ド ウには、 次のタブがあ り ます。
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2 フォーマッ ト定義のテス ト
� [Hex] －データ  オフセッ ト、 個々のバイ トの 16 進値、 および対応するテキ
ス ト （ASCII または EBCDIC フォーマッ トで表示可能） を表示する。

� [Text] －テキス トのみを表示。

このエディ タを使用する と、 16 進バイ トやテキス ト値を編集できます。 16 進
データ値が変更される と、 それに対応するテキス ト値が更新され、 テキス ト値が
変更された場合は 16 進データ値が更新されます。

データ  オフセッ ト機能の使用

[Hex] タブのデータ  オフセッ ト機能を使用する と、 データ  オフセッ ト を  16 進ま
たは 10 進アドレス と して表示できます。

データ  オフセッ トのフォーマッ ト を変更する手順は次のとおりです。

1. [Display｜ Hex] を選択します。 次の 2 つのデータ  オフセッ ト  オプシ ョ ンが
表示されます。

� [Offsets as Hexadecimal]

� [Offsets as Decimal]

2. 必要に応じたオプシ ョ ンを選択します。 [Binary] ウ ィ ンド ウの [Data offset] 
領域は、 選択したオプシ ョ ンに合わせて自動的に変更されます。

テキスト機能の使用

[Binary] ウ ィ ン ド ウの [Text] タブは、 印刷可能な文字 （通常は、 語および数字の

形式で） および特定の制御文字 （キャ リ ッジ リ ターン、 タブなど） を表示しま
す。 たとえば、 キャ リ ッジ リ ターンは行末中断と して表示されます。 印刷不能
な文字は、 小さな矩形で示されます。

[XML] ウィンドウの使用法

[XML] ウ ィン ド ウには、 次のよ う なサンプル XML を表示できます。

� アクテ ィブな MFL ドキュ メ ン トに基づいて生成された。

� [Binary] ウ ィ ン ド ウのコンテンツから変換された。
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[Format Tester] ダイアログ ボッ クスの使用法
� アクテ ィブな MFL ドキュ メン ト をテス トするために特別に設計された。

既存の XML ファ イルを開いて、 編集し、 ウ ィ ン ドウのコンテンツを保存できま
す。 また、 テス トの状況に応じて、 ウ ィ ン ドウをク リ アできます。 詳細は、 2-6 
ページの 「メニュー バーの使い方」 および 2-10 ページの 「シ ョート カッ ト  メ
ニューの使用法」 を参照して ください。

XML が生成される と きは、 Format Builder の [Options] ダイアログ ボッ クスで指
定された  XML フォーマッ ト  オプシ ョ ンが使用されます。詳細については、 3-43 
ページの 「Format Builder のオプシ ョ ンの設定」 を参照して ください。

[Debug] ウィンドウの使用

[Debug] ウ ィン ド ウでは、 変換処理中に発生する操作、 発生したエラー、 および
フ ィールド とグループの値と区切 り記号が表示されます。 エラーの原因を調べる
には、 正常に解析された最後のフ ィールドを確認して、 ナビゲーシ ョ ン ツ リー
で次に配置されているフ ィールドのプロパティ を調べます。

セッシ ョ ンで初めて、 Format Tester を開いたと きは、 [Binary] ウ ィ ンド ウ と  
[XML] ウ ィ ン ドウのみが表示されます。 [Debug] ウ ィン ド ウを開くには、

[Display｜ Debug] を選択して [Debug] ウ ィ ン ドウに切り替えます。 [Debug] 
ウ ィ ンド ウは、 [Binary] ウ ィ ンド ウ と  [XML] ウ ィ ン ドウの下に表示されます。

デバッグ出力は、 メ ッセージの うちで最新の 64 KB までに制限されます。 この
制限によ り、 大量のデバッグ出力によって  JVM がメモ リ不足になる こ とが防止
されます。

Debug Log 機能を使用する と、 デバッグ情報をすべてファ イルに保存できます。
詳細については、 2-15 ページの 「デバッグ ログの使用」 を参照して ください。

注意 : [Debug] ウ ィン ド ウまたはログ  ファ イルを使用する と、 XML からバイナ
リへの変換に要する時間が長く な り ます。
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2 フォーマッ ト定義のテス ト
サイズ変更バーの使用法

[Binary]、 [XML]、 [Debug] ウ ィ ンド ウの間にあるサイズ変更バーを使用して、
[Format Tester] の任意のウ ィ ンド ウのサイズを変更できます。 ウ ィ ンド ウのサイ
ズを変更するには、 サイズ変更バーを選択して該当する方向 （上方向または下方
向、 あるいは左方向または右方向） にド ラ ッグし、 いずれかのウ ィ ンド ウを拡大
し、 も う一方のウ ィンド ウを縮小します。

各サイズ変更バーには、 方向を示す 2 つのボタンがあ り ます。 該当するボタンを
ク リ ッ ク して、 3 つのウ ィ ンド ウのいずれかを表示 /非表示にします。

メニュー バーの使い方

Format Tester の機能には、 メ イン  ウ ィン ド ウ上部のメニュー バーにある  5 つの
メニューからアクセスできます。

図 2-2   メニュー バー

Format Tester のメニューは、 次のどちらかの方法で拡大できます。

� メニュー バーでメニュー名をク リ ッ クする。

� キーボードで、 〔Alt〕 + 〔key〕 を押す。 こ こで、 〔key〕 は、 メニュー名の中
の下線の付いた文字。

コマンドを実行するには、 メニューから選択します。 一部のコマンドは、 メ
ニューに示されているキーボード  シ ョート カッ ト を使用して実行する こ と もで

きます （た とえば、 〔Ctrl〕 + 〔key〕 シーケンス）。 以下の各節では、 各メニュー
で使用できるコマンドについて説明します。

[File] メニュー

[File] メニューには次のコマンドがあ り ます。
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[Format Tester] ダイアログ ボッ クスの使用法
[Edit] メニュー

[Edit] メニューには次のコマンドがあ り ます。

表 2-1  [File] メニュー コマンド

コマンド 説明

[Open Binary] [Open] ダイアログ ボッ クスを表示する。 このダイアログ ボッ クス

で、 [Binary] ウ ィ ンド ウのフ ァ イルを選択して開く こ とができる。

注意 : バイナリ  ファ イルのデフォルトのファ イル拡張子は、

.DATA です。

[Open XML] [Open] ダイアログ ボッ クスを表示する。 このダイアログ ボッ クス

で、 [XML] ウ ィン ド ウのファ イルを選択して開く こ とができ る。

注意 : XML ファ イルのデフォル トのファ イル拡張子は、 .XML で
す。

[Save Binary] [Save] ダイアログ  ボッ クスを表示する。 このダイアログ  ボッ クス

で、 [Binary] ウ ィ ンド ウのコンテンツを保存できる。

[Save XML] [Save] ダイアログ  ボッ クスを表示する。 このダイアログ  ボッ クス

で、 [XML] ウ ィン ド ウのコンテンツを保存できる。

[Debug Log] [Save] ダイアログ  ボッ クスを表示する。 このダイアログ  ボッ クス

で、 デバッグ情報をテキス ト  ファ イルに保存できる。

[Close] [Format Tester] ウ ィ ンド ウを閉じる。

表 2-2  [Edit] メニューのコマンド

コマンド 説明

[Cut] 現在選択されているテキス ト を切り取り、 ク リ ップボードに格納
して別の場所へ貼り付ける こ とができる。

[Copy] 現在選択されているテキス ト をコピーし、 ク リ ップボードに格納
して別の場所へ貼り付ける こ とができる。
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2 フォーマッ ト定義のテス ト
[Display] メニュー

[Display] メニューには次のコマンドがあ り ます。

[Paste] 切り取ったテキス トやコピーしたテキス ト をカーソル位置に挿入
する。

[Find] 16 進値またはテキス ト値を検索できる。 このコマンドは、

[Binary] ウ ィ ンド ウのコンテンツにのみ適用される。

注意 : テキス ト検索には大文字 / 小文字の区別があ り ます。

[Find Next] 現在のカーソル位置から最新の検索項目の検索を繰り返す。 この
コマンドは、 [Binary] ウ ィ ンド ウのコンテンツにのみ適用される。

[Go To] [Binary] ウ ィ ンド ウの指定のバイ ト  オフセッ トにカーソルを移動

する。

表 2-2  [Edit] メニューのコマンド  （続き）

コマンド 説明

表 2-3  [Display] メニューのコマンド

コマンド 説明

[XML] チェ ッ ク

ボッ クス

チェ ッ クする と、 [XML] ウ ィ ンド ウが表示され、 チェ ッ クを外

すと非表示になる。 チェ ッ クを外すと、 [Binary] ウ ィ ンド ウが

拡大され、 [Format Tester] ダイアログ ボッ クス全体を占める。

[Debug] チェ ッ

クボッ クス

チェ ッ クする と、 [Debug] ウ ィ ン ド ウが表示され、 チェ ッ クを

外すと非表示になる。

[Clear ｜ Binary] [Binary] ウ ィ ンド ウのコンテンツをク リ アする。

[Clear ｜ XML] [XML] ウ ィ ンド ウのコンテンツをク リ アする。

[Clear ｜ Debug] [Debug] ウ ィ ン ド ウのコンテンツをク リ アする。

[Hex ｜ Offsets 
as Hexadecimal] 
オプシ ョ ン  ボタ

ン

オフセッ ト値を 16 進数で表示する。[Hex ｜ Offsets as Decimal] 
オプシ ョ ン と同時に選択するこ とはできない。
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[Format Tester] ダイアログ ボッ クスの使用法
[Generate] メニュー

[Generate] メニューには次のコマンドがあ り ます。

[Translate] メニュー

[Translate] メニューには次のコマンドがあ り ます。

[Hex ｜ Offsets 
as Decimal] オプ

シ ョ ン ボタン

オフセッ ト値を 10 進数で表示する。 [Hex ｜ Offsets as 
Hexadecimal] オプシ ョ ン と同時に選択するこ とはできない。

[Text ｜ Values 
in ASCII] オプ

シ ョ ン ボタン

バイナリ  ファ イル エディ タで表示されるテキス トに使用する

文字セッ ト を ASCII に変更する。 [Text ｜ Values in EBCDIC] 
オプシ ョ ンと同時に選択するこ とはできない。

[Text ｜ Values 
in EBCDIC] オプ

シ ョ ン ボタン

バイナリ  ファ イル エディ タで表示されるテキス トに使用する

文字セッ ト を EBCDIC に変更する。 [Text ｜ Values in ASCII] 
オプシ ョ ンと同時に選択するこ とはできない。

表 2-3  [Display] メニューのコマンド  （続き）

コマンド 説明

表 2-4  [Generate] メニューのコマンド

コマンド 説明

[Binary] MFL ドキュ メ ン トの指定に適合するバイナ リ  データを生成する。

[XML] MFL ドキュ メ ン トの指定に適合する  XML データを生成する。

[Prompt while 
generating data] 
チェ ッ クボッ
クス

チェ ッ クする と、 生成プロセスの実行中、 次を指定するこ とを求
められる。

� 出力に省略可能なフ ィールドまたはグループを含むかど うか。

� 出力にどの 「子の選択」 を含むか。

� 出力に繰り返しフ ィールドまたは繰り返しグループを含む回

数。
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2 フォーマッ ト定義のテス ト
ショート カッ ト  メニューの使用法

[Binary]、 [XML]、 または [Debug] ウ ィ ンド ウを右ク リ ッ クする と、 そのウ ィ ン
ド ウで最も頻繁に使用されるコマンドのメニューが表示されます。 次の表では、
シ ョー ト カッ ト  メニューから使用できるコマンドについて説明します。

表 2-5  [Translate] メニューのコマンド

コマンド 説明

[Binary to 
XML]

MFL ドキュ メ ン トの指定に基づいて、 [Binary] ウ ィ ンド ウのコ

ンテンツを XML に変換する。 [XML] ウ ィ ンド ウに  XML 出力が

表示される。

[XML to 
Binary]

MFL ドキュ メ ン トの指定に基づいて、 [XML] ウ ィ ン ド ウのコン

テンツをバイナ リに変換する。 [Binary] ウ ィ ンド ウにバイナリ出

力が表示される。

表 2-6  [Binary]、 [XML]、 [Debug] のショート カッ ト  メニュー コマンド

コマンド 説明

[Cut] 現在選択されているテキス ト を切り取り、 ク リ ップボードに格納
して別の場所へ貼り付ける。

[Copy] 現在選択されているテキス ト をコピーし、 ク リ ップボードに格納
して別の場所へ貼り付ける。

[Paste] 切り取ったテキス トやコピーしたテキス ト をカーソル位置に挿入
する。

[Clear] [Binary]、 [XML]、 または [Debug] ウ ィン ド ウのコンテンツをク

リ アする。

[Generate] MFL ドキュ メ ン トの指定に適合する  バイナリ  データまたは 
XML データを生成する。 このコマンドは、 [Binary] および 
[XML] ウ ィ ン ド ウのシ ョート  カッ ト  メニューでのみ使用できる。
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フォーマッ ト定義のテス ト
フォーマッ ト定義のテスト

メ ッセージ フォーマッ ト定義をテス トする手順は次のとおりです。

1. Format Builder を呼び出します。

2. Message Format ファ イルを開きます。

3. Format Tester を呼び出します。

4. [File｜ Open Binary] または [File｜ Open XML] を選択して、 変換して表示
するファ イルをロードするか、 2 つのデータ  ウ ィン ド ウのどちらかにデータ
を入力します。

5. 変換処理中に発生する操作を表示するには、 [Display｜ Debug] を選択しま
す。 この手順は省略可能です。 デバッグ情報を後で表示できるよ うにする場
合は、 [Debug] ウ ィ ン ド ウを開いてから、 変換処理を開始する必要があ り ま
す。

6. データを希望のフォーマッ トに変換するには、 [Translate｜ Binary to XML]、
または [Translate｜ XML to Binary] を選択します。 変換されたデータは 
[Binary] ウ ィ ンド ウまたは [XML] ウ ィ ン ドウに表示されます。

[To XML] [Binary] ウ ィ ンド ウのコンテンツを  XML に変換する。 このコマ

ンドは、 [Binary] ウ ィ ンド ウのシ ョート  カッ ト  メ ニューでのみ

使用できる。

[To Binary] [XML] ウ ィ ン ド ウのコンテンツをバイナリに変換する。 このコ

マン ドは、 [XML] ウ ィ ンド ウのシ ョート  カッ ト  メニューでのみ

使用できる。

[Text in ASCII] [Hex] タブのテキス ト領域で表示されるテキス トに使用する文字

セッ ト を  ASCII に変更する。

[Text in 
EBCDIC]

[Hex] タブのテキス ト領域で表示されるテキス トに使用する文字

セッ ト を  EBCDIC に変更する。

表 2-6  [Binary]、 [XML]、 [Debug] のショート カッ ト  メニュー コマンド  （続

コマンド 説明
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2 フォーマッ ト定義のテス ト
図 2-3   Format Tester

7. エラーが発生したら、 修正して、 変換のテス ト を再度実行します。

8. 変換が正常に終了するまで、 手順 6 および 7 を繰 り返します。

注意 : Format Builder でメ ッセージ  フォーマッ ト  ドキュ メ ン ト を修正する間は 
Format Tester を開いたままにしておく こ とができます。 ドキュ メ ン トに

加えられた変更は、 Format Tester によ り自動的に検出されます。

変換プロセスで生成されるデバッグ メ ッセージ
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フォーマッ ト定義のデバッグ
フォーマッ ト定義のデバッグ

次の ト ピッ クでは、 Format Tester の 3 つの機能を使用して、データをデバッグし
て修正する方法を説明します。

� 値の検索

� オフセッ トへの移動

� デバッグ  ログの使用

値の検索

[Find] コマンドを使用する と、 バイナ リ  データ内の 16 進値やテキス ト値を検索
できます。

16 進値またはテキス ト値を検索する手順は次のとおりです。

1. [Format Tester] ダイアログ  ボッ ク スで [File｜ Open Binary] を選択して検索
対象のバイナリ  データ  ファ イルを開きます。

2. [Edit｜ Find] を選択し、 [Find] ダイアログ ボッ クスを開きます。 _

図 2-4   [Find] ダイアログ ボックス

3. 検索対象を  [Value] フ ィールドに入力します。

4. [Text] または [Hex] オプシ ョ ン ボタンを選択して、 値のタイプを指定しま
す。

5. [Forwards] または [Backwards] オプシ ョ ン ボタンを選択して、 検索方向を指
定します。
WebLogic Integration データ変換 2-13



2 フォーマッ ト定義のテス ト
6. [Beginning of File]、 [Current Position]、 または [End of File] オプシ ョ ン ボタ
ンを選択して、 検索の開始位置を指定します。

7. [OK] をク リ ッ ク して [Find] ダイアログ  ボッ ク スを終了し、 指定した検索を
実行します。

値が検出されたら、 カーソルが値の位置に移動します。 値が見つからない場
合は、 次のメ ッセージが表示されます。 The specified search string was not 
found.

8. 現在のカーソル位置から検索を繰 り返すには、 [Edit｜ Find Next] を選択しま
す。

オフセッ トへの移動

[Go To] コマンドを使用する と、 指定した  16 進アドレスまたは 10 進アドレス
（オフセッ ト ） にカーソルを移動できます。

指定したオフセッ ト に移動する手順は次のとおりです。

1. [Format Tester] ダイアログ ボッ クスで、 [Edit｜ Go To] を選択して、 [Go To] 
ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 2-5   [Go To] ダイアログ ボックス

2. [Offset] フ ィールドに対象となるオフセッ ト を入力します。

3. [Dec] または [Hex] オプシ ョ ン ボタンを選択して、 オフセッ トのタイプを指
定します。

4. [Forwards] または [Backwards] オプシ ョ ン ボタンを選択して、 方向を指定し
ます。

5. [Beginning of File]、 [Current Position]、 または [End of File] オプシ ョ ン ボタ
ンを選択して、 開始位置を指定します。
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フォーマッ ト定義のデバッグ
6. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ クスを終了し、 指定したオフセッ ト
にカーソルを移動します。

デバッグ ログの使用

デフォル トではデバッグ情報は保存されませんが、 [Format Tester] ダイアログ 
ボッ クスを使用して、 デバッグ  ログ  ファ イルを指定できます。 デバッグ  ログ 
ファ イルを指定する と、 テス ト中に生成されたすべてのデバッグ情報が指定した
ファ イルに追加されます。

デバッグ  ログ  ファ イルを指定する手順は次のとおりです。

1. [Format Tester] ダイアログ  ボッ ク スで、 [File｜ Debug Log] を選択して、
[Save] ダイアログ ボッ クスを表示します。

注意 : [File] メニューの [Debug Log] チェ ッ クボッ クスをチェ ッ クする と、
チェ ッ クボッ クスが切 り替わり ます。 チェ ッ クボッ クスがチェ ッ ク さ
れている場合は、 [File｜ Debug Log] を選択する と ファ イルへのログ
記録がオフにな り ます。

2. 対象となるディ レク ト リ を選択して、 次のいずれかを実行します。

� 新しいログ  ファ イルを作成するには、 [File name] フ ィールドに名前を入
力して [Save] をク リ ッ ク します。

� 既存のログ  ファ イルを使用するには、 ファ イルを選択して [Save] をク
リ ッ ク します。

既存ファ イルを選択した場合は、 新しいデバッグ情報は、 既存のファ イルの
最後に追加されます。
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フォーマッ ト定義はバイナリ  データの解析や作成に使用される メ タデータです。
XML との間で相互に変換されるバイナ リ  データのフォーマッ ト定義をビルドで
きます。

この項では、 Format Builder を使用したフォーマッ ト定義のビルドについて説明
します。 Format Builder は、データ統合のための、 WebLogic Integration の設計時
コンポーネン ト です。 この章の内容は以下のとおりです。

� データ  フォーマッ トについて

� 変換するデータの分析

� Format Builder の使用法

データ  フォーマッ トについて

次のフォーマッ ト と ドキュ メ ン ト  タイプについて理解しておく と、 Format 
Builder の使用法を把握しやすくな り ます。

� バイナリ （非 XML） データ

� XML ドキュ メン ト

� DTD と  XML スキーマ

� MFL ドキュ メ ン ト

バイナリ （非 XML） データ

コンピュータは 2 進法に基づく ため、 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 多くの場合、 バイ
ナ リ  フォーマッ ト を使用してデータを表現します。 バイナ リ  フォーマッ ト で格
納されるファ イルは、 コンピュータには読めますが、 ユーザにと っては、 必ずし
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も読むこ とできるデータではあ り ません。 バイナ リ  フォーマッ トは実行可能プ
ログラムと数値データに使用され、 テキス ト  フォーマッ トはテキス トデータに
使用されます。 多くのファ イルでは、 バイナ リ とテキス ト のフォーマッ ト が組み
合わされます。 通常、 そのよ う なファ イルは、 テキス ト  フォーマッ ト のデータ
が一部含まれていても、 バイナ リ  ファ イルと考えられます。

バイナ リ  データは、 XML と異な り、 自己記述型ではあ り ません。 言い換える
と、 バイナ リ  データには、 データのグループ分け、 フ ィールドへの分割、 また
はその他の形での配置に関する記述はあ り ません。 バイナ リ  データは、 バイ ト
のシーケンスを生成するアプ リ ケーシ ョ ンの目的に応じて、 整数、 文字列、 また
は図と して解釈できるバイ ト のシーケンスです。

たとえば、 次のバイナリ  データ文字列がある と します。

2231987

この文字列についてはさまざまな解釈ができます。 たとえば、

� 日付と して － 2/23/1987

� 電話番号と して － 223-1987

このデータ文字列の目的をはっき り と理解しなければ、 アプ リ ケーシ ョ ンは文字
列を正し く解釈できません。

バイナ リ  データがアプリ ケーシ ョ ンによって理解されるよ うにするには、 アプ
リ ケーシ ョ ン自体にデータのレイアウ ト を埋め込むこ とが必要です。 バイナ リ  
ファ イルに含まれる文字データのコード化に使用される文字セッ ト も さまざまで

す。 たとえば、 IBM メ インフレーム上の文字データは、 通常、 EBCDIC 文字
セッ ト を使用してコード化されるのに対し、 デスク ト ップ コンピュータ上の
データは ASCII または Unicode のいずれかでコード化されます。

Format Builder を使用する と、 バイナ リ  データのレイアウ ト を記述する MFL 
(Message Format Language : メ ッセージ  フォーマッ ト言語 ) ファ イルを作成でき
ます。 MFL は、 データの各フ ィールドの他、 フ ィールドのグループ分け （グ

ループ）、 反復および集約を記述する要素を含む XML 言語です。 バイナ リ  レ
コードの階層、 フ ィールドのレイアウ ト 、 そしてフ ィールド とグループのグルー
プ分けは MFL ドキュ メ ン トで表現されます。 この MFL ドキュ メ ン トは、 実行
時に XML ドキュ メ ン ト との間でデータを変換するために使用されます。
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コード  リス ト  3-1   バイナリ  データのサンプル

1234;88844321;SUP:21Sprockley's Sprockets01/15/2000123 Main St.;
Austin;TX;75222;555 State St.;Austin;TX;75222;PO12345678;666123;150;
Red Sprocket;

XML ドキュメン ト

XML (eXtensible Markup Language) は、急速に、Web 上での構造化ドキュ メ ン ト
および構造化データの汎用フォーマッ トにな りつつあ り ます。 バイナ リ  データ
と異な り、 XML は自己記述型です。 つま り、 XML は、 データ  ブロッ クの開始
と終了を示すタグ  （'<' および '>' で囲まれた語） を利用します。 これらのタグ
は、 互いに関連する各データ  コンポーネン ト の階層を定義します。 これらのコ
ンポーネン トは、 構造化ドキュ メ ン ト の各要素に当た り ます。

XML にはこのよ う な特性があるため、 プラ ッ ト フォームに依存しないで、 デー
タを表示し構造化するのに適しています。 XML は、 構造をはっき り と示すこ と
ができるため、 XML を使用する とアプ リ ケーシ ョ ン間でのデータ交換が簡単に
なり ます。 データは標準形式で表示されるため、 異なるシステムにあるアプ リ

ケーシ ョ ンでも  XML 解析ツールでデータを解釈できるので、 を専用のバイナリ  
フォーマッ ト を使用して解釈する必要があ り ません。

コード  リ ス ト  3-2 に、 XML ドキュ メ ン トのサンプルを示します。

コード  リス ト  3-2   XML ドキュメン トのサンプル

<?xml version="1.0"?>
<PurchaseRequest>
 <PR_Number>1234</PR_Number>
 <Supplier_ID>88844321</Supplier_ID>
  <Supplier_Name>Sprockley&apos;s Sprockets</Supplier_Name>
  <Requested_Delivery_Date>2000-01-15T00:00:00:000</Requested_Delivery_Date>
  <Shipping_Address>
    <Address>
      <Street>123 Main St.</Street>
      <City>Austin</City>
      <State>TX</State>
      <Zip>75222</Zip>
    </Address>
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  </Shipping_Address>
  </PurchaseRequest>

DTD と  XML スキーマ

最初の XML 勧告では、 XML ドキュ メ ン ト  インスタンス  で許可される要素、 属
性、 および データ型を記述する方法は XML DTD (XML Document Type 
Definition : XML 文書型定義 ) だけでした。 その後、 コンテンツ  モデルを記述す
るよ り柔軟で便利な方法が求められているこ とが明らかにな り、 XML スキーマ
定義言語についての検討作業が開始されました。 この XML スキーマ定義言語
は、 2001 年 5 月の最終勧告によ り使用できるよ うにな り ました。

XML ドキュ メ ン トは、関連付けられた DTD または XML スキーマで記述された
コンテンツ モデルに準拠する場合に、 有効 と されます。 XML ドキュ メ ン トの検
証に XML パーサが必要とする メ タデータは、DTD または XML スキーマのいず
れかで伝達するこ とができますが、 XML スキーマ定義のほ うが DTD と比較し
てよ り具体的です。 すなわち、 DTD よ り も  XML スキーマのほうが、 コンテン
ツをよ り精密に制御できます。

コード  リ ス ト  3-3 に、 DTD のサンプルを示します。

コード  リスト  3-3   DTD のサンプル

<!ELEMENT PurchaseRequest
  (PR_Number,Supplier_ID,Supplier_Name?,
  Requested_Delivery_Date,Shipping_Address,
  Billing_Address,Payment_Terms,Purchase_Items)>
<!ELEMENT PR_Number (#PCDATA) >
<!ATTLIST PR_Number type CDATA #FIXED "nonNegativeInteger">
<!ELEMENT Supplier_ID (#PCDATA) >
<!ATTLIST Supplier_ID type CDATA #FIXED "nonNegativeInteger">
<!ELEMENT Supplier_Name (#PCDATA) >
<!ATTLIST Supplier_Name type CDATA #FIXED "string">
<!ELEMENT Requested_Delivery_Date (#PCDATA) >
<!ATTLIST Requested_Delivery_Date type CDATA #FIXED "timeInstant">
<!ELEMENT Shipping_Address (Address)>
<!ELEMENT Address (Street,City,State,Zip)>
<!ELEMENT Street (#PCDATA) >
<!ATTLIST Street type CDATA #FIXED "string">
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<!ELEMENT City (#PCDATA) >
<!ATTLIST City type CDATA #FIXED "string">
<!ELEMENT State (#PCDATA) >
<!ATTLIST State type CDATA #FIXED "string">
<!ELEMENT Zip (#PCDATA) >
<!ATTLIST Zip type CDATA #FIXED "nonNegativeInteger">

コード  リ ス ト  3-4 に、 XML スキーマによる定義のサンプルを示します。

コード  リス ト  3-4   XML スキーマのサンプル

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/1999/XMLSchema">
<xsd:annotation>
<xsd:documentation>
This schema created for MFL MessageFormat PurchaseRequest.
</xsd:documentation>
</xsd:annotation>

<xsd:element name="PurchaseRequest">
<xsd:complexType content="elementOnly">
<xsd:sequence>
<xsd:element ref="PR_Number" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xsd:element ref="Supplier_ID" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xsd:element ref="Supplier_Name" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<xsd:element ref="Requested_Delivery_Date" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xsd:element ref="Shipping_Address" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</xsd:sequence>
</xsd:complexType>
</xsd:element>

<xsd:element name="PR_Number" type="xsd:nonNegativeInteger"/>

<xsd:element name="Supplier_ID" type="xsd:nonNegativeInteger"/>

<xsd:element name="Supplier_Name" type="xsd:string"/>

<xsd:element name="Requested_Delivery_Date" type="xsd:timeInstant"/>

<xsd:element name="Shipping_Address">
<xsd:complexType content="elementOnly">
<xsd:sequence>
<xsd:element ref="Address" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</xsd:sequence>
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</xsd:complexType>
</xsd:element>

</xsd:schema>

MFL ドキュメン ト

MFL ドキュ メ ン ト （単に、 メ ッセージ フォーマッ ト  ドキュ メ ン ト と もい う ）
は、バイナリ  データのレイアウ ト を記述するための特別な XML ドキュ メ ン ト で
す。 MFL ドキュ メ ン トは、 データの各フ ィールドの他、 フ ィールド （グループ）

のグループ分け、 反復および集約を記述する要素と属性を含む、 mfl.dtd に準拠
します。 Format Builder を使用して、 バイナ リ  レコードの階層、 フ ィールドのレ
イアウ ト 、 フ ィールド とグループのグループ分けを定義する と、 この情報は、

MFL ドキュ メ ン ト と して保存され、 実行時変換に使用できます。 MFL ドキュ メ
ン トに取 り込まれている情報を使用して、 DTD または XML スキーマを生成で
きます。 これらは、 MFL ドキュ メ ン ト によ り生成される出力のコンテンツ モデ
ルを記述します。

メ ッセージ フォーマッ ト  ドキュ メ ン トの ト ップレベル要素は、 MessageFormat 
要素で、 メ ッセージ フォーマッ ト名とバージ ョ ンを定義します。 たとえば、
WebLogic Integration と共にインス トールされるサンプル po.mfl ドキュ メ ン ト
の ルート要素は、 次のよ うに記述されます。

<MessageFormat name='PurchaseRequest' version='2.01'>

WebLogic Integration は、 現在、 Message Format Language バージ ョ ン 2.02 をサ
ポート しています。 このバージ ョ ンでは、 埋め込み、 切 り捨て、 および削除に関
する新機能をサポート します。 Message Format Language バージ ョ ン 2.01 も引き
続きサポート されます。

メ ッセージ フォーマッ ト  ドキュ メ ン トに割り当てられる名前は、 MFL ドキュ メ
ン トに基づいて生成される  XML インスタンスのルート要素にな り ます。 たとえ

ば、 サンプル po.mfl ドキュ メ ン ト を基に生成された XML ドキュ メ ン ト では、
次が ルート要素にな り ます。

<PurchaseRequest>

MFL ドキュ メ ン ト には、 次について定義する要素および属性もあ り ます。
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� フ ィールド とフ ィールドのフォーマッ ト－フ ィールド とは、 アプ リ ケーシ ョ

ンのコンテキス ト内で意味を持つバイ ト  シーケンスです。 このバイ ト  シー
ケンスは、 フ ィールドのフォーマッ ト を定義します （たとえば、 フ ィールド  
EMPNAME には、 従業員名が入力される）。 定義可能なフォーマッ ト  パラ メー
タは次のとおりです。

� Tagged － リ テラルがデータ  フ ィールドの前にあるこ とを示し、 フ ィール
ドの先頭を表します。

� Length －数値がデータ  フ ィールドの前にあるこ とを示し、 そのフ ィール
ドの長さを表します。

� Occurrence －メ ッセージ フォーマッ ト でフ ィールドが表示される回数を
示します。 フ ィールドを表示する回数を設定した り、 区切 り記号を定義
して繰 り返しフ ィールドの最後を指定した りできます。

� Optional －そのフ ィールドが、 指定されたメ ッセージ フォーマッ トに含
まれない場合もあるこ とを示します。

� Code Page －フ ィールドのデータに対して使用される文字エンコーディン
グの種類を示します。

� グループとグループのフォーマッ ト－グループとは、 なんらかの関連がある

フ ィールド、 コ メ ン トおよびその他のグループまたは参照の集合 （た とえ

ば、 フ ィールド  PAYDATE、 HOURS、 および RATE は PAYINFO グループに属す
る） です。 定義可能なグループ パラ メータは、 次のとおりです。

� Tagged －グループの他のコンテンツの前に リ テラルが付加されている と

い う こ とで、 この リ テラルは他のグループまたはフ ィールドでも付加す
るこ とができます。

� Occurrence －メ ッセージ フォーマッ ト内でグループを繰 り返す回数を指
定するか、 または繰 り返しグループの最後をマークする区切 り記号を指
定します。 区切 り記号の詳細については、 3-24 ページの 「区切 り記号の

指定」 を参照して ください。

� Choice of Children － グループ内の 1 つの項目だけがメ ッセージ フォー
マッ ト に現れる こ と を意味します。

� Optional － この構造内のデータが、 指定されたメ ッセージ フォーマッ ト
に含まれない場合もあるこ とを示します。

� 参照と参照のフォーマッ ト  － 参照は、 フ ィールドまたはグループ フォー
マッ ト の別のインスタンスがデータ内に存在する こ と を示します。 参照
フ ィールドや参照グループのフォーマッ ト は、 元のフ ィールド またはグルー
プのものと同じですが、 参照フ ィールドや参照グループの Optional 設定と  
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Occurrence 設定は変更できます。 たとえば、 「請求先」 住所と 「届け先 」 住
所がデータに含まれ、 両方の住所で同じフォーマッ ト を使用する場合、 住所
フォーマッ トは、 1 度だけ作成して、 そのフォーマッ ト を参照するこ とがで
きます。 すなわち、 「請求先」 住所の住所定義を作成し、 「届け先」 住所では
その定義を参照できます。

� コ メ ン ト－メ ッセージ フォーマッ トに関する追加情報を含むメモです。

変換するデータの分析

メ ッセージ フォーマッ ト を作成する前に、 バイナ リ  データのレイアウ ト を理解
する必要があ り ます。 従来のシステムの発注書についてのサンプル データ、 お
よ発注書レコードに関する  MFL および XML ドキュ メ ン ト が WebLogic 
Integration と共にインス トールされます。 Purchase Order サンプルでは、
WebLogic Integration によってデータが 1 つのフォーマッ トから別のフォーマッ
ト に変換される方法を示します。 このサンプル データの詳細については、 付録 
C 「Purchase Order サンプルの実行」 を参照して ください。

XML との間でバイナリ  データを変換するには、バイナ リ  データの正確な記述を
作成するこ とが必要です。 バイナ リ  データ （自己記述型でないデータ） の場合、

以下の要素を指定する必要があ り ます。

� 階層グループ

� Name、 Optional、 Repeating、 Delimited などのグループ属性

� データ  フ ィールド

� 名前、 データ型、 長さ /終了、 省略可能、 繰 り返しなどのデータ  フ ィールド
属性

Format Builder を使用して、 これらの要素をデータ変換に使用するフォーマッ ト
定義に組み込みます。
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Format Builder の使用法

Format Builder を使う とバイナ リ  データに関するフォーマッ ト記述を作成して、
MFL ドキュ メ ン トに格納できます。 記述には、 データの詳細な解析から得られ
た階層情報と構造情報を含む必要があ り ます。 これらのフォーマッ ト記述は 
MFL ドキュ メ ン トに格納されます。 Format Builder を使用する と、 データに
フォーマッ ト記述を適用する前にテス トするこ と もできます。

Format Builder の呼び出し

Format Builder を呼び出すには、 [ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic 
Platform 7． 0｜WebLogic Integration 7． 0｜ Format Builder] を選択します。
Format Builder のウ ィ ンド ウが表示されます。

Format Builder のウィンドウの使用法

[Format Builder] ウ ィ ンド ウは縦方向の 2 つのペインに分かれています。 左ペイ
ン （ナビゲーシ ョ ン ツ リー） には、 アクテ ィブな  MFL ドキュ メ ン ト で定義され
ているグループと フ ィールドの構造的な関係が表示されます。 右ペインには各項
目を定義するプロパティが表示されます。

編集中のファ イルの情報は [Format Builder] ウ ィ ン ドウのタイ トル バーに表示さ
れます。
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図 3-1   [Format Builder] ウィンドウ

バイナリ  データの構造は対象データに対応するフ ィールド とグループの組み合
わせを使用してナビゲーシ ョ ン ツ リーで定義されます。

以下の ト ピッ クでは、 [Format Builder] ウ ィ ン ドウのさ まざまなツールを使用し
て、 ウ ィン ド ウ内を移動しコマンドを実行する方法を説明します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの使い方

� Format Builder のメニュー バーの使い方

� ツールバーの使い方

� ド ラ ッグ アンド  ド ロ ップの使い方

� シ ョー ト カッ ト  メニューの使い方
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ナビゲーション ツリーの使い方

ナビゲーシ ョ ン ツ リーは、 バイナ リ  データの構造を階層レイアウ トで表示しま
す。 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーのルート  ノード （Message node） は作成または編集
される  MFL ドキュ メ ン トに対応します。 子ノードには、 グループ名または
フ ィールド名が付けられます。 フ ィールドはナビゲーシ ョ ン ツ リーで リーフ 
ノードによって表されます。 グループにはフ ィールドまたはその他のグループが
含まれ、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーでは非リーフ  ノードで表されます。

各ノードのアイコンには、 その ノードに関する情報がカプセル化されています。
このアイコンを見る と、 ノードがメ ッセージ、 グループ、 フ ィールド、 コ メ ン
ト 、 または参照のいずれなのか、 グループやフ ィールドが繰 り返されるのか、 グ
ループが子の選択なのかど うか、 グループやフ ィールドが省略可能なのかど うか

がわかり ます。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーでは、 メニューやツールバーを使用して、 ノードの追加、
削除、 移動、 コピー、 または名前の変更を行う こ とができます （詳細について
は、 3-13 ページの 「Format Builder のメニュー バーの使い方」 および 3-13 ペー
ジの 「ツールバーの使い方」 を参照）。

次の表では、 ナビゲーシ ョ ン ツ リーに表示される各アイコンについて説明しま
す。

表 3-1  ナビゲーション ツリーのアイコン

ツリー
アイコン

アイコン名 説明

メ ッセージ  フォーマッ ト ト ップ レベルの要素。

グループ なんらかの関連があるフ ィールド、 コ メ ン トおよびその他

のグループまたは参照の集合 （たとえば、 フ ィールド  
PAYDATE、 HOURS、 および RATE は、 PAYINFO グループに組み
込まれる）。 そのグループのすべての項目のフォーマッ ト

を定義する。

グループ （省略可能） メ ッセージ フォーマッ トに任意で含めるこ とができるグ
ループ。
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3 フォーマッ ト定義のビルド
Repeating Group 1 回または複数回含まれるグループ。

Optional Repeating Group 任意で使用できるが、 使用する場合はオカレンスが複数回

であるグループ。

Group Reference データ内に、 該当するグループの別のインスタンスが存在

するこ とを示す。 参照グループのフォーマッ トは元のグ

ループと同じだが、 参照グループの Optional 設定と  
Occurrence 設定は変更できる。

Group Choice 当該グループ内の 1 項目のみを、 メ ッセージ  フォーマッ ト
に取り込むこ とを示す。

Field アプ リケーシ ョ ンのコンテキス トで意味を持つバイ トの

シーケンス。 このバイ ト  シーケンスがフ ィールドのフォー
マッ ト を定義する （たとえば、 フ ィールド  EMPNAME には、
従業員名が入力される）。

Optional Field 該当する メ ッセージ  フォーマッ トに任意で使用できる
フ ィールド。

Repeating Field 1 回または複数回含まれるフ ィールド。

Optional Repeating Field 該当する メ ッセージ  フォーマッ トに任意で使用できるが、
使用する場合はオカレンスが複数回であるフ ィールド。

Field Reference データ内に、 該当するフ ィールドの別のインスタンスが存

在するこ とを示す。 参照フ ィールドはのフォーマッ トは、

元のフ ィールド と同じだが、 参照フ ィールドの Optional 設
定と  Occurrence 設定は変更できる。

Comment メ ッセージ  フォーマッ ト 、 またはメ ッセージ  フォーマッ
トによって変換されたデータについての注意が入力されて

いる。

表 3-1  ナビゲーション ツリーのアイコン （続き）

ツリー

アイコン

アイコン名 説明
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Format Builder のメニュー バーの使い方

メニュー バーを使用する と、 Format Builder の機能に迅速にアクセスできます。

図 3-2   Format Builder のメニュー バー

使用できる メニュー項目は、 ユーザがその時点までに実行したアクシ ョ ン とナビ
ゲーシ ョ ン ツ リーで現在選択している ノードによって異なり ます。 使用できな
いメニュー項目は、 メニュー内ではグレー表示されます。

メニューは、 次のどちらかの方法で表示できます。

� メニュー バーでメニュー名をク リ ッ クする。

� キーボードで、 〔Alt〕 + 〔key〕 を押す。 こ こで、 〔key〕 は、 メニュー名の中
の下線の付いた文字です。

コマンドを実行するには、 メニューから選択します。 一部のコマンドは、 メ
ニューに示されているキーボード  シ ョー ト カッ ト を使用して実行するこ と もで

きます （た とえば、 〔Ctrl〕 + 〔key〕 シーケンス）。 3-45 ページの 「Format 
Builder のメニュー」 では、 各メニューで使用できるコマンドについて説明しま
す。

ツールバーの使い方

また、 よ く使用されるコマンドには、 ツールバーの各アイコンを使用してアクセ
スするこ と もできます。

Collapse 項目の横の負符号は、 指定したその項目を折りたためる こ

と を示す。

Expand 項目の横の正符号は、 指定したその項目を展開し、 子項目

を表示できる こ と を示す。

表 3-1  ナビゲーション ツリーのアイコン （続き）

ツリー

アイコン

アイコン名 説明
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図 3-3   Format Builder のツールバー

コマンドを実行するには、 ツールバーの該当するアイコンをク リ ッ ク します。 使
用できないコマンドのアイコンは、 グレー表示されます。

次の表では、 Format Builder のツールバーの各アイコンについて説明します。

表 3-2  Format Builder のツールバーのアイコン

ツールバーの

アイコン

名前 説明

[New] 新しいメ ッセージ  フォーマッ ト を作成する。

[Open] 既存のメ ッセージ  フォーマッ ト を開く。

[Save] 現在のメ ッセージ  フォーマッ ト を保存する。

[Cut] 左ペインで現在選択されている項目とその子オブ

ジェ ク ト をナビゲーシ ョ ン  ツ リーから切り取る。
切り取った項目はナビゲーシ ョ ン ツ リーの他の
場所に貼り付ける こ とができ る。

注意 : メ ッセージ フォーマッ ト （ルー ト ） 項目

が選択されている場合、 このコマン ドは

使用できません。

[Copy] 左のペインで現在選択されている項目をナビゲー

シ ョ ン ツ リーの他の場所に挿入するために、 コ
ピーを作成する。

注意 : メ ッセージ フォーマッ ト （ルー ト ） 項目

が選択されている場合、 このコマン ドは

使用できません。
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[Paste as 
Sibling]

切り取った、 またはコピーした項目を、 選択した

項目の兄弟オブジェ ク ト と して挿入する。

[Paste as 
Reference]

切り取った、 またはコピーした項目の参照を、 選

択した項目の兄弟オブジェク ト と して挿入する。

[Undo] 直前の操作を取り消す。 ツール チップが取り消
し可能な操作を示す。 たとえば、 フ ィールド名を

「Address」 に変更して [Apply] をク リ ッ クする
と、 ツールチップには 「Undo Apply Field 
Address」 と表示される。

Format Builder では、 以前の操作を複数回にわ
たって取り消すこ とができる。

[Redo] [Undo] コマンドの結果を取り消す。 ツール チッ
プがやり直し可能な操作を示す。 たとえば、

フ ィールド名を 「Address」 に変更した後、 その
変更を取り消すと、 [Redo] ツールチップには 
「Redo Apply Field Address」 と表示される。

Format Builder では、 以前の操作を複数回にわ
たってやり直しでき る。

[Insert Field] フ ィールドを、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーで選択し
た項目の兄弟と して挿入する。

[Insert 
Group]

グループを、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーで選択した
項目の兄弟と して挿入する。

[Insert 
Comment]

コ メ ン ト を、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーで選択した
項目の兄弟と して挿入する。

[Move Up] 選択した項目を、 その親の中でポジシ ョ ンを  1 つ
上に移動する。

表 3-2  Format Builder のツールバーのアイコン （続き）

ツールバーの

アイコン

名前 説明
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ショート カッ ト  メニューの使い方

ナビゲーシ ョ ン ツ リーの項目を右ク リ ッ クする と、 その項目で最も頻繁に使用
されるコマンドのメニューが表示されます。 次の表では、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから使用できるコマンドについて説明します。

注意 : コマンドが使用できるかど うかは、 ユーザが選択している項目およびそ
の時点までに実行したアクシ ョ ンによ り異な り ます。

[Move 
Down]

選択した項目を、 その親の中でポジシ ョ ンを  1 つ
下に移動する。

[Promote 
item]

選択した項目を、 ナビゲーシ ョ ン ツ リー内のす
ぐ上のレベルに割り当てる。 たとえば、 「Field1」
が 「Group1」 の子オブジェ ク トである場合、
「Field1」 を選択して [Promote] ツールをク リ ッ ク
する と、 「Field1」 が 「Group1」 の兄弟になる。

[Demote 
item]

選択した項目を、 ナビゲーシ ョ ン ツ リー内のす
ぐ下のレベルに割り当てる。 たとえば、

「Group1」 と 「Field1」 が兄弟で、 「Field1」 がナ
ビゲーシ ョ ン  ツ リー内で 「Group1」 のすぐ後に
表示されている場合、 「Field1」 を選択して 
[Demote] ツールをク リ ッ クする と、 「Field1」 は
「Group1」 の子になる。

[Expand All] ナビゲーシ ョ ン  ツ リー内のすべての項目を展開
し、 子項目を表示する。

[Collapse 
All]

ナビゲーシ ョ ン  ツ リーを折りたたんで、 最初の
レベルの項目のみを表示する。

[Format 
Tester]

[Format Tester] ウ ィ ンド ウを開く。

表 3-2  Format Builder のツールバーのアイコン （続き）

ツールバーの

アイコン

名前 説明
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ドラッグ アンド  ドロップの使い方

ド ラ ッグ  アンド  ド ロ ップ機能を使って、 ナビゲーシ ョ ンツ リー内で項目のコ
ピーや貼り付け、 あるいは移動を行う こ とができます。

注意 : ド ラ ッグ  アンド  ド ロ ップでは、 コピーまたは移動の対象となる ノード
は、 常に選択された ノードの兄弟と して挿入されます。 ノードを メ ッ
セージ フォーマッ ト  ノードにド ラ ッグ  アンド  ド ロ ップする と、 その
ノードは最後の子と して挿入されます。

コマンド 説明

[Cut] 左ペインで現在選択されている項目とその子オブジェ ク ト をナビ

ゲーシ ョ ン  ツ リーから切り取る。

[Copy] 左のペインで現在選択されている項目をナビゲーシ ョ ン  ツ リーの
他の場所に挿入するために、 コピーを作成する。

[Paste] 切り取った項目やコピーした項目を挿入する。 [Paste] を選択する
と、 追加メニューが表示される。 項目は、 選択した項目の子また

は兄弟と して貼り付ける こ とができ る。 さ らに、 切り取った項目

やコピーした項目の参照を、 選択した項目の兄弟と して貼り付け

る こ と もでき る。

[Insert 
Group]

新しいグループを、 ユーザの指定によ り、 選択した項目の子また

は兄弟と して挿入する。

[Insert Field] 新しいフ ィールドを、 ユーザの指定によ り、 選択した項目の子ま

たは兄弟と して挿入する。

[Insert 
Comment]

コ メ ン ト を、 ユーザの指定によ り、 選択した項目の子または兄弟

と して挿入する。

[Duplicate] 現在選択している項目のコピーを作成し、 兄弟と して貼り付ける。

複製した項目は、 複製元の項目と同じ値および子オブジェ ク ト を

持つ。 複製された項目の名前は元の項目と同じだが、 元の名前の

前に 「New」 が追加される。 たとえば、 「MyGroup1」 を複製する
と、 複製されたグループの名前は 「NewMyGroup1」 となる。

[Delete] 選択した項目を削除する。
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項目を移動する手順は次のとおりです。

1. 移動したい項目を選択します。

2. マウスの左ボタンを押したままで項目を目的のノードにド ラ ッグします。

3. 項目を適切な場所まで移動したら、 マウスの左ボタンを放します。 項目が目
的の場所に移動します。

項目をコピーして貼 り付ける手順は次のとおりです。

1. コピーしたい項目を選択します。

2. 〔Ctrl〕 を押したままにします。

3. 〔Ctrl〕 を押したままでマウスの左ボタンを押し、 そのまま選択した項目を目
的の場所までド ラ ッグします。

4. 任意の兄弟オブジェ ク ト を選択したら、 マウスの左ボタンと  〔Ctrl〕 を離し
ます。 項目のコピーが新しい場所に貼り付けられます。

メ ッセージ フォーマッ トの作成

メ ッセージ フォーマッ ト定義ファ イルを作成するには、 まず、 メ ッセージ  
フォーマッ ト （メ ッセージ フォーマッ ト  ファ イルのルート  ノード） を作成しま
す。

メ ッセージ フォーマッ ト を作成する手順は次のとおりです。

1. [File｜ New] を選択します。 右ペインに、 メ ッセージ フォーマッ トの詳細
ウ ィ ン ド ウが表示されます。

図 3-4   メ ッセージ フォーマッ トの詳細ウィンドウ
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2. [Name/XML Root] フ ィールドにメ ッセージ フォーマッ トの名前を入力しま
す。

注意 : [Name/XML Root] フ ィールドのエン ト リは、 このメ ッセージ  フォー
マッ ト  ドキュ メ ン トに基づいて生成される各 XML インスタンスの
ルート要素名にな り ます。 このため、 このエン ト リは、 次の 「XML 
要素の命名規則」 で説明する規則に従う必要があ り ます。

3. 以下のいずれか 1 つをク リ ッ ク します。

� [Apply] －メ ッセージ  フォーマッ トのプロパテ ィを更新する。

� [Reset] －詳細ウ ィ ンド ウで行った変更を廃棄して、 すべてのフ ィールド
を前回に適用した値にリセッ トする。

� [Help] －メ ッセージ  フォーマッ ト の詳細ウ ィ ンド ウについてのオンラ イ
ン ヘルプ情報を表示する。

注意 : [Apply] および [Reset] オプシ ョ ンは、詳細ウ ィ ンド ウで変更を行った
後にのみ、 有効にな り ます。

XML 要素の命名規則

メ ッセージ フォーマッ ト  ドキュ メ ン トのルート  ノード、 フ ィールド、 グルー
プ、 および参照に割 り当てる名前は、 メ ッセージ フォーマッ ト  ドキュ メ ン トに
基づいて生成される  XML インスタンスでは、 XML 要素名に変換されます。 し
たがってこれらの名前は、 次に示す XML の命名規則に準拠させる必要があ り ま
す。

� 名前の先頭は、 文字またはアンダースコアでなければならない。

� 文字、 数字、 ピ リオド記号、 ハイフン記号、 またはアンダースコア記号を使

用できる。

以下の文字列は有効な名前の例です。

� MyField

� MyField1

� MyField_again

� MyField-again

以下の文字列は無効な名前の例です。

� 1MyField －先頭が数字ではいけない
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� My>Field －右向き不等号 （>） は無効

� My Field －スペースは使用不可。

グループの作成

グループは、 なんらかの関連があるフ ィールド、 コ メ ン ト 、 参照、 およびその他
のグループの集合です。 たとえば、 フ ィールド  PAYDATE、 HOURS、 および RATE 
は、 すべて PAYINFO グループを構成します。 グループを、 メ ッセージ フォー
マッ ト項目の子項目、 別のグループの子、 あるいはグループまたはフ ィールドの
兄弟と して作成できます。

グループを作成する手順は次のとおりです。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーから項目を選択します。

2. 以下のいずれか 1 つを選択します。

� 選択した項目が、 ルート  ノードまたは他のグループの場合でしかも選択
した項目の子と してグループを作成したい場合は、 [Insert｜ Group｜ As 
Child] を選択します。

� 選択した項目の兄弟と してグループを作成したい場合は、 [Insert｜ Group
｜ As Sibling] を選択します。

右ペインに、 グループの詳細ウ ィ ンド ウが表示されます。
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図 3-5   グループの詳細ウィンドウ

3. 次の表の説明に従ってグループのプロパティ を定義します。

表 3-3  グループのプロパティ

カテゴ リ プロパテ ィ 説明

[Group 
Description_]

[Name] グループの名前。 このエン ト リは、 19 ページの 「XML 要素の
命名規則」 で説明する規則に準拠する必要がある。

[Optional] 省略可能なグループであれば [Optional] を選択する。

[Choice of 
Children]

当該グループ内の 1 項目のみを メ ッセージ  フォーマッ トに取り
込む場合に [Choice of Children] を選択する。
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[Group 
Occurrence]

（[Group 
Description] で 
[Optional] に定義
されている場合

を除いて、 すべ

てのグループが

少な く と も  1 回現
れる）

[Once] グループが 1 回だけ現れるこ とを示すには、 このオプシ ョ ンを選
択する。

[Repeat 
Delimiter] 

こ こで指定した区切り記号が見つかるまでグループが繰り返し

現れる こ と を示すには、 このオプシ ョ ンを選択する。

[Repeating 
Field] 

繰り返しフ ィールド と して選択されたフ ィールドで指定された

回数だけグループが繰り返し現れる こ と を示すには、 このオプ

シ ョ ンを選択する。

[Repeat 
Number] 

このオプシ ョ ンを選択して、 こ こで指定された回数だけグルー

プが繰り返し現れる こ と を示す。

[Unlimited] グループの発生回数に制限がないこ とを示すには、 このオプ

シ ョ ンを選択する。

表 3-3  グループのプロパティ  （続き）

カテゴ リ プロパテ ィ 説明
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[Group Attributes] [Group is 
Tagged]

タグ付きグループの場合はこのオプシ ョ ンを選択する。 タグ付

き とは、 あるグループの他のコンテンツの前に リテラルが付加

されている とい う こ とで、 この リテラルは他のグループまたは

フ ィールドでも付加するこ とができる。

[Group 
Delimiter]

グループの終了点は、 区切り記号 （フ ィールドのグループの最

後をマークする文字列） で指定できる。 グループは、 区切り記

号が見つかるまで続く。

注意 : 通常、 グループには区切り記号を使用しません。 グルー
プは通常、 内容に基づいて解析されます （グループはす

べての子オブジェ ク トの解析が完了した時点で終了）。

区切り記号の詳細については、 3-24 ページの 「区切り記
号の指定」 を参照して ください。

グループの区切り記号属性を指定するには、 次のオプシ ョ ンか

ら選択する。

[None] 区切り記号を含まないグループの場合はこのオプ

シ ョ ンを選択する。

[Delimite
d]

グループの終了点を区切り記号文字列でマークする

場合は、 このオプシ ョ ンを選択して、 [Value] フ ィー
ルドに区切り記号の文字を入力する。

[Delimite
r Field]

グループの終了点を区切り記号文字列を含むフ ィー

ルドでマークする場合は、 このオプシ ョ ンを選択す

る。 このオプシ ョ ンを選択する と、 次の入力を求め

られる。

[Field] －区切り記号文字列を含むフ ィールドを選択
する。 ド ロ ップダウン  リ ス ト に有効なフ ィールドの
一覧が表示される。

[Default] －データの中に選択されたフ ィールドが存
在しない場合、 使用するデフォル トの区切り記号文

字を入力する。 この値は必須。

[Delimite
r is 
Shared]

区切り記号によって、 データのグループの終わ りお

よびグループ内での最後のフ ィールドの終わりが

マーク される こ とを示す場合、 このオプシ ョ ンを選

択する。 この区切り記号は、 当該グループ内および

グループ内の最後のフ ィールドによって共有され、

データの終わり を示す。

表 3-3  グループのプロパティ  （続き）

カテゴ リ プロパテ ィ 説明
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4. 以下のいずれか 1 つをク リ ッ ク します。

� [Apply] －グループのプロパテ ィを更新する。

� [Duplicat] －現在表示されているグループのコピーを作成し、 兄弟と して
貼 り付ける。

複製したグループは、 複製元のグループと同じ値および子オブジェ ク ト
を持つ。 複製された項目の名前は元の項目名と同じだが、 元の名前の前
に 「New」 が追加される。 たとえば、 「MyGroup1」 を複製する と、 複製
されたグループの名前は 「NewMyGroup1」 となる。

� [Reset] －詳細ウ ィ ン ド ウで行った変更を廃棄して、 すべてのフ ィールド
を前回に適用した値にリセッ トする。

� [Help] －詳細ウ ィ ンド ウについてのオンラ イン ヘルプ情報を表示する。

注意 : [Apply] および [Reset] オプシ ョ ンは、詳細ウ ィ ン ド ウで変更を行った
後にのみ、 有効にな り ます。

区切り記号の指定

Format Builder で正しい構文を入力して、 区切 り記号を指定できます。 たとえ
ば、 タブ文字を区切 り記号と して指定する場合 （‘\u009’）、 構成子 \t を入力し
て一致させます。

区切 り記号と して使用できる文字については、 構成子を使用してその文字を区切
り記号と して指定する必要があ り ます。 次の表では、 これらの文字に対応する構
成子を示します。

表 3-4  文字区切り記号

構成子 区切り記号として指定する文字

x x

\\ \ ( バッ ク ラ ッシュ )

\0n 8 進値 0n (<= n <= 7) を含む文字

\0nn 8 進値 0nn (0<= n <= 7) を含む文字

\0mnn 8 進値 0mnn (0 <= m <= 3、 0 <= n <= 7) を含む文字
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詳細については、 次の 「URL」 を参照して ください。

http://java.sun.com/j2se/1.4/docs/api/java/util/regex/Pattern.html

フ ィールドの作成

フ ィールドはアプリ ケーシ ョ ンにと ってなんらかの意味を持つバイ ト のシーケン
スです （た とえば、 フ ィールド  EMPNAME には従業員名が入力される）。 フ ィール
ドは、 メ ッセージ フォーマッ ト  ノードの子項目、 グループの子、 あるいはグ
ループまたは別のフ ィールドの兄弟と して作成できます。 フ ィールド名は XML 
出力で要素名と して使用されるので、 3-19 ページの 「XML 要素の命名規則」 で
説明する規則に準拠する必要があ り ます。

フ ィールドを作成する手順は次のとおりです。

1. 項目をナビゲーシ ョ ン ツ リーから選択します。

2. 以下のいずれか 1 つを選択します。

� 選択した項目の子と してフ ィールドを作成したい場合は、[Insert｜ Field｜
As Child] を選択します。

\xhh 16 進値 0xhh を含む文字

\uhhhh 16 進値 0xhhhh を含む文字

\t タブ文字 （'\u0009'）

\n 新行 （行送り） 文字 （'\u000A'）

\r キャ リ ッジ  リ ターン文字 （'\u000D'）

\f 改ページ文字 （'\u000C'）

\a アラート （ベル） 文字 （'\u0007'）

\e エスケープ文字 （'\u001B'）

\cx x に対応する制御文字

表 3-4  文字区切り記号 （続き）

構成子 区切り記号として指定する文字
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� 選択した項目の兄弟オブジェ ク ト と してフ ィールドを作成したい場合は、
[Insert｜ Field｜ As Sibling] を選択します。

右ペインに、 フ ィールドの詳細ウ ィン ド ウが表示されます。

図 3-6   フ ィールドの詳細ウィンドウ

3. 次の表の説明に従ってフ ィールドのプロパテ ィを定義します。
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表 3-5  フ ィールドのプロパティ

カテゴ リ プロパテ ィ 説明

[Field Description] [Name] フ ィールドの名前。 このエン ト リは、 19 ページの 「XML 要素
の命名規則」 で説明する規則に準拠する必要がある。

[Optional] 省略可能なフ ィールドの場合はこのオプシ ョ ンを選択する。 省略
可能とは、 当該フ ィールドのデータが必須ではないこ とを意味す
る。

[Type] ド ロ ップダウン  リ ス ト から当該フ ィールドのデータ型を選択す

る。 デフォル トは String である。

注意 : 選択したフ ィールドの型によって、 表示されるフ ィール

ド  データのオプシ ョ ンは異な り ます。

WebLogic Integration によってサポート されるデータ型の リ ス ト

については、 付録 A 「サポート されるデータ型」 を参照。

[Field Occurrence]

（[Field 
Description] で 
[Optional] に定義

されている場合
を除いて、 すべ
てのフ ィールド
が少な く と も  1 回
現れる）

[Once] フ ィールドが 1 回だけ現れるこ と を示すには、 このオプシ ョ ンを

選択する。

[Repeat 
Delimiter]

こ こで指定された区切り記号が見つかるまでフ ィールドが繰り返
し現れる こ と を示すには、 このオプシ ョ ンを選択する。

[Repeating 
Field] 

繰り返しフ ィールド と して選択されたフ ィールドで指定された回
数だけフ ィールドが繰り返し現れる こ とを示すには、 このオプ
シ ョ ンを選択する。

[Repeat 
Number] 

このオプシ ョ ンを選択して、 こ こで指定された回数だけフ ィール
ドが繰り返し現れる こ と を示す。

[Unlimited] フ ィールドの発生回数に制限がないこ とを示すには、 このオプ
シ ョ ンを選択する。
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[Field Attributes]

（表示される  
[Field Attributes] 
のプロパティは、
[Field Description] 
で指定した 
[Type] によって

異なる）。

［Field is 
Tagged］

タグ付きのフ ィールドの場合はこのオプシ ョ ンを選択する。 タグ
付き とは、 先頭に リテラルが付加されているデータのこ とで、 そ
のデータが存在するこ とを意味する。 タグ フ ィールドのデータ型

をド ロ ップダウン  リ ス ト から選択する必要もある。 たとえば、

SUP:ACME INC の場合、

SUP: はタグで、 ACME INC がフ ィールド  データである。

[Field is Tagged] オプシ ョ ンを選択した場合は、 チェ ッ クボッ ク

スの右にあるフ ィールドにタグを入力する。

[Field Default 
Value]

フ ィールドが XML にない場合にバイナリ  データに挿入される

フ ィールドのデータ値を指定するには、 このオプシ ョ ンを選択す
る。

フ ィールドがバイナ リ  データにな く、 そのフ ィールドが省略可能

ではないと きは、 たとえデフォル ト値が与えられてもバイナ リ  
データは解析に失敗する。

[Data Base 
TypeData 
Base Type]

フ ィールドが日付または時刻のフ ィールドである場合、 基本型
（Base Type） はデータを表示する文字 （ASCII、 EBCDIC、 また

は数値） タ イプを示す。

[Year Cutoff] データ  フ ィールドに年号が 2 桁で入力されている場合、 年号カッ

トオフ属性によ り、 2 桁で表された年号を 4 桁の年号に変換でき

る。 年号を表す 2 桁の数値が年号カッ トオフ値と等しいかそれを

上回る場合は、 年号の値に 「19」 とい うプレフ ィ ッ クスが付加さ

れる。 それ以外の場合は、 「20」 とい うプレフ ィ ッ クスが付加さ

れる。

[Code Page] フ ィールド  データの文字エンコーディング。 デフォルトのコード

ページを設定するには [Tools ｜ Options] を選択し、[Default Field 
Code Page] ド ロ ップダウン  リ ス ト からデフォル トのエンコーディ

ングを選択する。

[Value] リ テラル フ ィールドに表示される値。

表 3-5  フ ィールドのプロパティ  （続き）

カテゴ リ プロパテ ィ 説明
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[Field Attributes] (
続き )

[Termination] グループの区切り記号属性を指定するには、 次のオプシ ョ ンから
選択する。

[Length] 可変長のデータ型を固定値に設定するには、 このオ
プシ ョ ンを選択する。 このオプシ ョ ンを選択する
と、 次の入力を求められる。

[Length] －バイ ト数をフ ィールドに入力する。

[Trim Leading/Trailing] －データの先頭または末尾か

ら指定されたデータを削除する。

[Pad] － XML データが指定された長さよ り短い場

合、 正しい長さになるよ うに、 指定されたデータを
埋め込む。 以下の埋め込みオプシ ョ ンからいずれか 
1 つを選択する。

� フ ィールドの末尾に埋め込むには、 [Trailing] を
選択する。

� フ ィールドの先頭に埋め込むには、 [Leading] を
選択する。

[Truncate] －フ ィールドから指定された数の文字を

削除する。 次の切り捨てオプシ ョ ンを任意に組み合
わせて選択する。

� フ ィールドの先頭から数えて指定した数の文字
を削除するには、 [Truncate First] を選択する。

� フ ィールドの末尾から数えて指定した数の文字

を削除するには、 [Truncate After] を選択する。

両方の切り捨てオプシ ョ ンを選択する と、 まず 
[Truncate First] オプシ ョ ンが実行され、 次に残りの

文字に対して [Truncate After] が呼び出される。

表 3-5  フ ィールドのプロパティ  （続き）

カテゴ リ プロパテ ィ 説明
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[Field Attributes] (
続き )

[Termination] 
( 続き )

[Embedde
d Length]

可変長のデータ型の終了点を埋め込み長さで指定す
るこ とを示すには、 このオプシ ョ ンを選択する。 埋
め込み長さは、 データ  フ ィールドに先行して、 デー

タのバイ ト数を示す。 このオプシ ョ ンを選択する
と、 次の入力を求められる。

� [Type] － データ型、 および必要な場合、 終了に

使用する長さまたは区切り記号を示す。

� [Tag/Length Order] － [Tag] フ ィールド と  
[Length] フ ィールドの両方が存在する場合、 そ

の順序を指定する。 デフォル トでは、 [Tag] が 
[Length] に先行する。

� [Trim Leading/Trailing] －データの先頭または末

尾から指定されたデータを削除する。

� [Truncate] －フ ィールドから指定された数の文字

を削除する。 詳細については、 [Length] オプ

シ ョ ンの  [Truncate] オプシ ョ ンの説明を参照。

区切り記
号

可変長のデータ型の終了点を区切り記号で指定する
こ とを示すには、 このオプシ ョ ンを選択する。 区切
り記号とは、 フ ィールドの終わ りをマークする値で
ある。 フ ィールドは区切り記号が見つかるまで続
く。 このオプシ ョ ンを選択する と、 次の入力を求め
られる。

� [Value] －フ ィールド  データの終わり をマークす

る区切り記号を入力する。

� [Trim Leading/Trailing] －データの先頭または末

尾から指定されたデータを削除する。

� [Truncate] －フ ィールドから指定された数の文字

を削除する。 詳細については、 [Length] オプ

シ ョ ンの  [Truncate] オプシ ョ ンの説明を参照。

表 3-5  フ ィールドのプロパティ  （続き）

カテゴ リ プロパテ ィ 説明
3-30 WebLogic Integration データ変換



Format Builder の使用法
4. 以下のいずれか 1 つをク リ ッ ク します。

� [Apply] －フ ィールドのプロパテ ィ を更新する。

� [Duplicate] －現在表示されているフ ィールドのコピーを作成し、 兄弟と
して貼り付ける。

複製フ ィールドには複製元のフ ィールド と同じ値が含まれます。 複製さ
れたフ ィールドの名前は元の名前と同じですが、 元の名前の前に 「New」
が追加されます。 たとえば、 元のフ ィールド名が 「MyField1」 の場合、
複製される名前は 「NewMyField1」 とな り ます。

� [Reset] －詳細ウ ィ ンド ウで行った変更を廃棄して、 すべてのフ ィールド
を前回に適用した値にリセッ トする。

� [Help] －フ ィールドの詳細ウ ィ ンド ウについてのオンラ イン  ヘルプ情報
を表示する。

[Field Attributes] (
続き )

[Termination] 
( 続き )

[Delimiter 
Field]

可変長のデータ型の終了点を、 区切り記号値を含む
フ ィールドで指定するには、 このオプシ ョ ンを選択
する。 このオプシ ョ ンを選択する と、 次の入力を求
められる。

� [Field] －区切り記号を含むフ ィールドを選択す

る。

� [Default] －デフォル トの区切り記号を入力する。

区切り記号フ ィールドがない場合はこのデフォ
ル ト値を使用できる。 値の入力は必須。

� [Trim Leading/Trailing] －データの先頭または末

尾から指定されたデータを削除する。

� [Truncate] －フ ィールドから指定された数の文字

を削除する。 詳細については、 [Length] オプ

シ ョ ンの [Truncate] の説明を参照。

区切り記号の詳細については、 3-24 ページの 「区切

り記号の指定」 を参照。

[Decimal 
Position]

小数点の左側の桁数 （0 ～ 16） を指定する。

表 3-5  フ ィールドのプロパティ  （続き）

カテゴ リ プロパテ ィ 説明
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注意 : [Apply] および [Reset] オプシ ョ ンは、 詳細ウ ィ ンド ウで変更を行った
後にのみ、 有効にな り ます。

[Padding Mandatory] フ ィールド

WebLogic Integration の以前のバージ ョ ンでは、 実行時に必須フ ィールドのデー
タが存在しない場合は、 そのフ ィールドでの埋め込みは実行されませんでした。
WebLogic Integration 7.0 では、 デフォル ト値が指定されている場合、 XML - バ
イナリ変換中に、 データを含まない必須フ ィールドにデフォル ト値を使用して
データの埋め込みが行われます。 デフォル ト値が指定されておらず、 しかも、 変
換時にフ ィールドにデータがない場合は、 エラーが発生します。

注意 : 必須フ ィールドの埋め込みは、 バイナ リ  - XML 変換ではサポート されま
せん。

あるグループが複数回指定されるが、 データが提供されるのは 1 回の出現に対し
てだけの場合、 この機能は役立ちます。 デフォル ト値が指定されている場合、 必
須フ ィールドの埋め込み機能が起動される と、 データが提供されていないすべて
のグループ出現を対象にして、 デフォル ト値を使用した埋め込みが行われます。

コメン トの作成

コ メ ン トは、 メ ッセージ フォーマッ ト またはメ ッセージ フォーマッ トによって
変換されるデータについてのメモです。 コ メ ン トはメ ッセージ フォーマッ ト定
義に含まれますが、 ドキュ メ ンテーシ ョ ンと参照用と してのみ使用されます。 コ
メ ン トに番号が付けられたり、 コ メ ン トが XML やバイナリ  データに変換される
こ とはあ り ません。 コ メン ト は、 任意のメ ッセージ フォーマッ ト 、 グループ、
またはフ ィールドの子または兄弟と して作成できます。

注意 : 通常、 コ メ ン トは説明対象のノードの前に置く こ とになっています。

コ メ ン ト を作成する手順は次のとおりです。

1. 項目をナビゲーシ ョ ン  ツ リーから選択します。

2. 以下のいずれか 1 つを選択します。

� 選択した項目の子と してコ メ ン ト を作成したい場合は、[Insert｜ Comment
｜ As Child] を選択します。
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� 選択した項目の兄弟と してコ メ ン ト を作成したい場合は、 [Insert｜
Comment｜ As Sibling] を選択します。

3. [Comment Details] フ ィールドにコ メ ン ト  テキス ト を入力します。

図 3-7   [Comment Detail] ウィンドウ

4. 以下のいずれか 1 つをク リ ッ ク します。

� [Apply] －コ メ ン ト  テキス ト を更新する。

� [Reset] －詳細ウ ィ ンド ウで行った変更を廃棄して、 すべてのフ ィールド
を前回に適用した値にリセッ トする。

� [Help] － [Comment Details] ウ ィ ン ド ウについてのオンライン  ヘルプ情
報を表示する。

注意 : [Apply] および [Reset] オプシ ョ ンは、 詳細ウ ィ ンド ウで変更を行った
後にのみ、 有効にな り ます。

参照の作成

参照を使用する と、 新しいコンテキス トで既存のフ ィールドやグループのフォー
マッ ト を再利用できます。 既存のフ ィールドまたはグループの参照を作成する
と、同じフォーマッ トが使用されますが、参照フ ィールドまたは参照グループの 
[Optional] プロパティ と  [Occurrence] プロパティは変更できます。

たとえば、 「請求先」 住所と 「届け先 」 住所がデータに含まれ、 両方の住所で同
じフォーマッ ト を使用する場合、 住所フォーマッ トは、 1 度だけ作成して、 その
フォーマッ ト を参照するこ とができます。 すなわち、 「請求先」 住所の住所定義
を作成し、 「届け先 」 住所では、 その定義を参照できます。
WebLogic Integration データ変換 3-33



3 フォーマッ ト定義のビルド
注意 : 参照項目には元の項目と まった く同じ名前が与えられます。 そこで、 参
照の対象となるフ ィールドやグループを作成する と きは、 「住所」 など、
汎用的な名前を使用する必要があ り ます。 たとえば、 前の例では、 「請求
先」 グループの子と して 「住所」 グループを作成し、 「届け先」 グループ
から 「住所」 グループを参照できます。

参照を作成する手順は次のとおりです。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーから参照される項目を選択します。

2. [Edit｜ Copy] を選択します。

3. 任意の位置で項目を選びます。 この項目から参照を行います。 次の手順で、
参照と して貼り付けられる項目は、 選択された項目の兄弟と して貼り付けら
れます。

4. [Edit｜ Paste｜ As Reference] を選択します。

参照の詳細ウ ィ ンドウが表示されます。 次の図では、 例と して、 フ ィールド
参照用の詳細ウ ィ ンド ウを示します。

図 3-8   フ ィールド参照の詳細ウィンドウ

5. 次の表の説明に従って参照のプロパティ を定義します。
3-34 WebLogic Integration データ変換



Format Builder の使用法
6. 以下のいずれか 1 つをク リ ッ ク します。

� [Apply] －参照のプロパティ を更新する。

� [Reset] －詳細ウ ィ ンド ウで行った変更を廃棄して、 すべてのフ ィールド
を前回に適用した値にリセッ トする。

� [Edit Reference] －項目を編集できるよ うに、 元の項目の詳細ウ ィンド ウ
を表示する。

� [Help] －参照の詳細ウ ィ ンドウについてのオンライン  ヘルプ情報を表示
する。

注意 : [Apply] および [Reset] オプシ ョ ンは、 詳細ウ ィ ンド ウで変更を行った
後にのみ、 有効にな り ます。

表 3-6  参照のプロパティ

カテゴリ プロパティ 説明

[Field Reference 
Description] また
は [Group 
Reference 
Description]

[Name] この参照の対象となるフ ィールドまたはグループの名前。 この

値は変更できない。

[Optional] 参照が省略可能であれば [Optional] を選択する。

[Field Reference 
Occurrence] また
は [Group 
Reference 
Occurrence]

(省略可能と して
定義される場合

を除いて、 すべ

ての参照項目は、

少な く と も  1 回は
発生する )

[Once] 参照項目が 1 回だけ現れるこ と を示すには、 このオプシ ョ ンを選
択する。

[Repeat 
Delimiter]

指定された区切り記号が見つかるまで参照項目が繰り返し現れ

る こ と を示すには、 このオプシ ョ ンを選択する。

[Repeating 
Field] 

繰り返しフ ィールド と して選択されたフ ィールドで指定された

回数だけ参照項目が繰り返し現れる こ と を示すには、 このオプ

シ ョ ンを選択する。

[Repeat 
Number] 

このオプシ ョ ンを選択して、 こ こで指定された回数だけ参照項

目が繰り返し現れる こ と を示す。

[Unlimited] 参照項目の発生回数に制限がないこ とを示すには、 このオプ

シ ョ ンを選択する。
WebLogic Integration データ変換 3-35



3 フォーマッ ト定義のビルド
パレッ トの操作

Format Builder のパレ ッ ト を使用すれば、 一般的に使用される メ ッセージ  フォー
マッ ト項目を格納して、 必要に応じて、 それらの項目をいつでも メ ッセージ  
フォーマッ ト定義に挿入できます。

デフォル トのパレッ ト （palette.xml） は、 WebLogic Integration のインス トー
ル ディ レク ト リに保存されている  MFL ドキュ メ ン トです。デフォル ト  パレッ ト
には、 一般的なデータ  フォーマッ ト、 リ テラルおよび文字列があ り ます。 作成
する メ ッセージ フォーマッ トでこれらの項目を使用するこ と も、 独自の項目を
デフォル ト  パレッ ト に追加する こ と もできます。 パレ ッ ト で、 独自の MFL ド
キュ メ ン ト を作成して使用した り、 既存の MFL ドキュ メ ン トの項目を開いて使
用した りする こ と もできます。

以下の ト ピッ クでは、 パレ ッ ト を使用するために必要な情報を提供します。

� パレ ッ ト を開く

� パレ ッ ト の [File] メニューの使い方

� パレ ッ ト のシ ョー ト カッ ト  メニューの使い方

� アクテ ィブなメ ッセージ フォーマッ ト の項目をパレッ トにコピーする

� 項目のパレッ トから削除する

� パレ ッ ト の項目をパレッ トからアクテ ィブなメ ッセージ  フォーマッ ト にコ
ピーする

パレッ トを開く

パレ ッ ト を開く手順は、 次のとおりです。

1. Format Builder を呼び出します。

2. [View｜ Show Palette] を選択します。

[Palette] ウ ィ ン ド ウに、 デフォル トのパレッ トが表示されます
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図 3-9   パレッ ト

ナビゲーシ ョ ン ツ リーとパレッ ト との間では、 項目をコピーできます。 パレッ
ト内の項目は、 ド ラ ッグ  アンド  ド ロ ップまたはシ ョー ト カッ ト  メニューのコマ
ンドを使用して整列できます。 パレッ トの内容は、 Format Builder を終了する と
きに自動的に保存されます。

注意 : ナビゲーシ ョ ン ツ リーとパレッ ト との間では、 項目のコピーのみが許可
されます。 項目をウ ィンド ウ間で移動する こ とはできません。

パレッ トの [File] メニューの使い方

次の表で説明するコマンドは、 パレッ トの  [File] メニューから使用できます。

表 3-7  パレッ トの [File] メニューのコマンド

コマンド 説明

[Open] [Open] ダイアログ  ボッ クスを表示する。 このダイアログ  ボッ クス
で、 パレッ ト内の既存の MFL ドキュ メ ン ト を選択して開く こ とが
できる。

[Save] パレッ トで現在開かれている  MFL ドキュ メ ン トに加えた変更を保
存する。

[Hide Palette] [Plette] ウ ィ ンド ウを閉じる。
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パレッ トのショート カッ ト  メニューの使い方

パレ ッ ト の項目またはフォルダを右ク リ ッ クする と、 シ ョー ト カッ ト  メニュー
が表示されます。 次の表では、 シ ョート カッ ト  メニューから使用できるコマン
ドについて説明します。

注意 : 選択した項目によっては、 一部のコマンドを使用できない場合があ り ま
す。

表 3-8  パレッ トのショート カッ ト  メニュー コマンド

コマンド 説明

[Insert] 新しいフォルダを挿入する。 このコマンドを選択する と、 フォ

ルダ名の入力を求められる。

[Rename] フォルダの名前を変更する。 このコマンドを選択する と、 新し

い名前の入力を求められる。

[Delete] 選択した項目を削除する。

[Move Up] 選択した項目を、 その親の中でポジシ ョ ンを  1 つ上に移動する。

[Move Down] 選択した項目を、 その親の中でポジシ ョ ンを  1 つ下に移動する。

[Promote] 選択した項目を、 階層内のすぐ上のレベルに割り当てる。 たと

えば、 「Field1」 が 「Group1」 の子である場合、 「Field1」 を選択
して [Promote] ツールをク リ ッ クする と、 「Field1」 は 「Group1」
の兄弟になる。

[Demote] 選択した項目を、 階層内のすぐ下のレベルに割り当てる。 項目

を下のレベルに割り当てる と、 1 つ前にある兄弟の子になる。
たとえば 「Field1」 が 「Group1」 の兄弟で、 「Group1」 の次にあ
る場合、 「Field1」 を選択して  [Demote] ツールをク リ ッ クする
と、 「Field1」 は 「Group1」 の子となる。
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アクティブなメ ッセージ フォーマッ トの項目をパレッ トにコ
ピーする

Format Builder で現在開かれている ドキュ メ ン ト の項目をパレ ッ ト にコピーする
手順は次のとおりです。

1. パレッ トが表示されていない場合は、 [View｜ Show Palette] を選択してパ
レ ッ ト を表示します。

2. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 パレ ッ ト に追加したい項目を選択します。

3. 項目を  [Palette] ウ ィ ン ドウにド ラ ッグし、 階層内の目的の位置にド ロップし
ます。

項目は、 選択した位置にコピーされます。

注意 : 別の項目の有無に依存する項目をパレットに追加することはできません。
たとえば、フィールド参照やグループ参照を追加することや、Repeat 

Field が指定された項目を追加することは許可されません。

コ メ ン トの追加は可能ですが、 コ メ ン トはユニークな名前を持たないの
でパレ ッ ト上で区別が付きにくいため、 追加しないこ とをお勧めします。

項目のパレッ トから削除する

項目をパレ ッ ト から削除する手順は次のとおりです。

1. 削除する項目を右ク リ ッ ク し、 シ ョー ト カッ ト  メニューを表示します。

2. [Delete] を選択します。

削除の確認を求められます。

3. [OK] をク リ ッ ク して、 項目を削除します。

パレッ トの項目をパレッ トからアクティブなメ ッセージ 
フォーマッ トにコピーする

パレッ トの項目を、Format Builder で現在開かれている メ ッセージ  フォーマッ ト  
ドキュ メ ン トにコピーする手順は次のとおりです。
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1. パレ ッ ト が表示されていない場合は、 [View｜ Show Palette] を選択してパ
レッ ト を表示します。

2. [Palette] ウ ィ ン ド ウで、 メ ッセージ フォーマッ トに追加したい項目を選択し
ます。

3. 項目を  ナビゲーシ ョ ン ツ リーにド ラ ッグし、 階層内の目的の位置にド ロ ッ
プします。

項目がメ ッセージ フォーマッ ト の目的の位置にコピーされます。

メ ッセージ フォーマッ トの保存と格納

この節の手順に従って メ ッセージ  フォーマッ ト  ドキュ メ ン ト をファ イル システ
ムに保存した り、 5-6 ページの 「 リ ポジ ト リへの MFL ドキュ メ ン トの保存」 の
説明に従って、 ドキュ メン ト を リ ポジ ト リに格納した りするこ とができます。

メ ッセージ フォーマッ ト  ファ イルを初めて保存する手順は次のとおりです。

1. [File｜ Save As] を選択して、 [Save As] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 3-10   [Save As] ダイアログ ボックス

2. ファ イルを保存するディ レク ト リに移動します。

3. [File Name] フ ィールドにこのファ イルに割 り当てる名前を入力します。

注意 : ファ イル名に拡張子が指定されないと きは、 Format Builder によ りデ
フォル ト の拡張子 ..mfl が自動的に割り当てられます。
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4. [Save As] をク リ ッ ク して、 ファ イルを指定した場所に指定した名前と拡張子
で保存します。

既存のファ イルの変更を保存するには、 [File｜ Save] を選択します。

既存のファ イルを新しい名前で保存するには、 [File｜ Save As] を選択し、 上記
の手順 2 ～ 4 を実行します。

既存のメ ッセージ フォーマッ ト  ファイルを開くか

または検索する

この節の手順に従ってメ ッセージ  フォーマッ ト  ドキュ メ ン ト をファ イル システ
ム上で開いたり、 5-3 ページの 「 リポジ ト リからの MFL ドキュ メ ン トの検索」
の説明に従って、 リ ポジ ト リから検索した りする こ とができます。

既存のメ ッセージ フォーマッ ト  ファ イルを開く手順は次のとおりです。

1. [File｜ Open] を選択して、 [Open] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 3-11   [Open] ダイアログ ボックス

2. 目的のファ イルを見つけて、 選択します。

3. [Open] をク リ ッ ク して、 Format Builder のファ イルを開きます。
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インターナショナライゼーション機能の使用

インターナシ ョナライゼーシ ョ ン機能を含むよ うに、 個々のメ ッセージ  ファ イ
ルのオプシ ョ ンを変更するか  Format Builder のデフォル ト  オプシ ョ ンを設定する
こ とによ り、 Format Builder のインターナシ ョナライゼーシ ョ ン機能を使用でき
ます。 詳細については、 次のドキュ メ ン ト を参照して ください。

� 3-42 ページの 「メ ッセージ フォーマッ ト のオプシ ョ ンの変更」

� 3-43 ページの 「Format Builder のオプシ ョ ンの設定」

メ ッセージ フォーマッ トのオプションの変更

メ ッセージ フォーマッ ト  ファ イルのオプシ ョ ンを変更する手順は次のとおりで
す。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーでメ ッセージ  フォーマッ ト のルート  ノードを選択し
ます。

2. [File｜ Properties] を選択します。

[File Properties] ダイアログボッ クスに [Message Format Version] と  [Default 
Message Format (MFL) Encoding] が表示されます。

図 3-12   [File Properties] ダイアログ ボックス
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3. このファ イルのエンコーディ ング名と説明のリ ス トから  MFL ドキュ メ ン ト
の文字エンコーディ ングの種類を選択します (新しいすべてのメ ッセージ  
フォーマッ ト  ドキュ メ ン トのデフォル ト設定を変更するには、 [Tools｜
Options] を選択 )。

4. [OK] をク リ ッ ク します。

Format Tester でテス トする と、 MFL ドキュ メ ン トに変更が反映されます。

Format Builder のオプションの設定

いくつかのオプシ ョ ンを設定すれば Format Builder の動作全体をコン ト ロールで
きます。

Format Builder のオプシ ョ ンを設定する手順は次のとおりです。

1. [Tools｜ Options] を選択します。

[Options] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 3-13   [Format Builder Options] ダイアログ ボックス
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2. 次の表に従って、 フ ィールドにデータを入力します。

表 3-9  Format Builder オプション

カテゴリ オプション 説明

なし [Default Message 
Format Version]

新しい MFL ドキュ メ ン トに関連付けられるバージ ョ ンを選択す
る。

注意 : 各メ ッセージ フォーマッ ト  ド キュ メ ン トは、 独自のメ ッ
セージ  フォーマッ ト  バージ ョ ンに関連付けられます。
個々のメ ッセージ フォーマッ トに対して指定されるバー
ジ ョ ンは、 前の節 「メ ッセージ  フォーマッ トのオプシ ョ
ンの変更」 で説明した [File Properties] ダイアログ  ボッ ク
スを使用してデフォル ト設定から変更できます。

[Character 
Encoding 
Options]

[Default Message 
Format (MFL) 
Encoding]

新しい MFL ドキュ メ ン トに関連付けられる文字エンコーディン
グを選択する。 MFL ドキュ メ ン トに関連付けられた文字エン
コーディングは、 MFL ドキュ メ ン ト自体および MFL ドキュ メ ン
トが生成する  XML 出力で使用するエンコーディングを指定する。

[Default Field Code 
Page]

バイナリ  フォーマッ トの リ ス トから コード  ページを選択する。
このコード  ページが、 MFL ド キュ メ ン トで作成される各フ ィー
ルドについて、 デフォルト  コード  ページと して使用される。
コード  ページは、 各フ ィールドのバイナリ  データの文字エン
コーディングを指定する。

[XML 
Formatting 
Options]

[Initial Indent] XML 出力を生成する際に、 ルート要素のインデン トに使用する

スペース数を入力する。

[New Line Indent] XML 出力を生成する際に、 新しい子要素のインデン トに使用す
るスペース数を入力する。
3-44 WebLogic Integration データ変換



Format Builder の使用法
3. 以下のいずれか 1 つをク リ ッ ク します。

� [OK] －変更を保存してダイアログ  ボッ クスを閉じる。

� [Cancel] －変更を取 り消してダイアログ ボッ クスを閉じる。

Format Builder のメニュー

Format Builder では以下のメニューを使用できます。 [File]、 [Edit]、 [Insert]、
[View]、 [Repository]、 [Tools]、 および、 [Help]

以下の各節では、 各メニューで使用できるコマンドについて説明します。

注意 : ユーザがその時点までに実行したアクシ ョ ンおよびナビゲーシ ョ ン  ツ
リーで選択している項目によっては、 一部のコマンドは使用できないこ
とがあ り ます。

[XML 
Content 
Model 
Options]

[Auto-generate 
DTD]

MFL ドキュ メ ン トで定義されたコンテンツ  モデルを取り こむ 
DTD ドキュ メ ン ト を生成する。 [Auto-generate DTD] を指定する
と、 次の処理が行われる。

� MFL ドキュ メ ン ト をファ イル システムに保存する と、 DTD 
は、 同じディレク ト リに保存される。

� MFL ドキュ メ ン ト を リ ポジ ト リ に格納する と、 DTD も格納
される。

[Auto-generate 
Schema]

MFL ドキュ メ ン トで定義されたコンテンツ  モデルを取り こむ 
XML スキーマ ド キュ メ ン ト を生成する。 [Auto-generate Schema] 
を指定する と、 次の処理が行われる。

� MFL ドキュ メ ン ト をファ イル システムに保存する と、 XML 
スキーマ ドキュ メ ン トは、 同じディ レク ト リ に保存される。

� MFL ドキュ メ ン ト を リ ポジ ト リ に格納する と、 XML スキー
マ も格納される。

表 3-9  Format Builder オプション （続き）

カテゴリ オプション 説明
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3 フォーマッ ト定義のビルド
[File] メニュー

[File] メニューには次のコマンドがあ り ます。

表 3-10  [File] メニュー コマンド

コマンド 説明

[New] メ ッセージ フォーマッ ト  ド キュ メ ン ト を新規作成する。

[Open] 既存のメ ッセージ  フォーマッ ト  ドキュ メ ン ト を開く。

[Close] 現在のメ ッセージ  フォーマッ ト  ドキュ メ ン ト を閉じる。

[Save] 現在のメ ッセージ  フォーマッ ト  ドキュ メ ン ト を保存する。

[Save As] 現在のメ ッセージ  フォーマッ ト を別の名前で保存する。

[Properties] アクテ ィブな メ ッセージ フォーマッ ト  ド キュ メ ン トの [File 
Properties] ダイアログボッ クスを開く。 このダイアログ ボッ ク
スによ り、 アクテ ィブな MFL ド キュ メ ン トのオプシ ョ ンを設定
できる （3-42 ページの 「メ ッセージ フォーマッ トのオプシ ョ ン
の変更」 を参照）。 アプ リケーシ ョ ンのデフォル ト を設定するに
は、 [Tools ｜ Options] を選択する （3-43 ページの 「Format 
Builder のオプシ ョ ンの設定」 を参照）。

[Exit] Format Builder を終了する。
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Format Builder の使用法
[Edit] メニュー

[Edit] メニューには次のコマンドがあ り ます。

表 3-11  [Edit] メニューのコマンド

コマンド 説明

[Undo] (操作
の取り消し )

直前の操作を取り消す。 [Edit] メニューの [Undo] コマン ドは、 絶
えず更新され、 最も新し く実行され取り消しでき る操作を示す。
たとえば、 フ ィールド名を 「Field1」 に変更して  [Apply] をク
リ ッ クする と、 [Undo] コマン ドの リ ス トには、 「Undo Apply 
Field Field1」 とい う テキス トが格納される。

Format Builder では、 以前の操作を複数回にわたって取り消すこ
とができる。

[Redo] (操作
のやり直し )

[Undo] コマンドの結果を取り消す。 [Edit] メニューの [Redo] コマ
ン ドは、 絶えず更新され、 やり直し可能な操作を示す。 たとえ
ば、 フ ィールド名を 「Field1」 に変更して  [Undo] をク リ ッ クする
と、 [Redo] コマンドの リ ス トには、 「Redo Apply Field Field1」 と
い う テキス トが格納される。

Format Builder では、 以前の取り消し操作を複数回にわたってや

り直しできる。

[Cut] 項目をその子オブジェ ク ト と共に削除する。 削除された項目は、
ク リ ップボードに置かれ、 新しい位置に貼り付けできる。

注意 : [Message Format] ( ルート ) 項目が選択されている場合、
このコマン ドは使用できません。

[Copy] 選択した項目とその子オブジェ ク トのコピーを作成する。 コピー
は、 ク リ ップボードに置かれ、 新しい位置に貼り付けできる。

注意 : [Message Format] ( ルート ) 項目が選択されている場合、
このコマン ドは使用できません。
WebLogic Integration データ変換 3-47



3 フォーマッ ト定義のビルド
[Insert] メニュー

[Insert] メニューには次のコマンドがあ り ます。

[Paste] ク リ ップボードの現在の内容を挿入する。 [Paste] を選択する と、
次の [Paste] メ ニュー オプシ ョ ンが表示される。

� [As Child]

� [As Sibling]

� [As Reference]

[Duplicate] 現在選択している項目のコピーを作成し、 兄弟と して貼り付け
る。 複製した項目は、 複製元の項目と同じ値および子オブジェク
ト を持つ。 複製された項目の名前は元の項目名と同じだが、 元の
名前の前に 「New」 が追加される。 たとえば、 元の項目の名前が
「MyField1」 の場合、 複製の名前は 「NewMyField1」 となる。

[Delete] ナビゲーシ ョ ン  ツ リー内で選択されている項目とその項目の子オ
ブジェ ク トすべてを削除する。

[Move Up] 選択した項目を、 その親の中でポジシ ョ ンを 1 つ上に移動する。

[Move Down] 選択した項目を、 その親の中でポジシ ョ ンを 1 つ下に移動する。

[Promote] 選択した項目を、 階層内のすぐ上のレベルに割り当てる。 たとえ
ば、 「Field1」 が 「Group1」 の子である場合、 「Field1」 を選択し
て  [Promote] を選択する と、 「Field1」 は 「Group1」 の兄弟とな
り、 「Group1」 のすぐ後ろに挿入される。

[Demote] 選択した項目を、 階層内のすぐ下のレベルに割り当てる。 項目を
下のレベルに割り当てる と、 1 つ前にあるグループの子になる。
たとえば、 「Field1」 が 「Group1」 の兄弟で、 「Group1」 のすぐ後
にある とする と、 「Field1」 を選択して  [Demote] を選択する と、
「Field1」 は 「Group1」 の子になる。

表 3-11  [Edit] メニューのコマンド  （続き）

コマンド 説明
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Format Builder の使用法
[View] メニュー

[View] メニューには次のコマンドがあ り ます。

[Repository] メニュー

[Repository] メニューには次のコマンドがあ り ます。

注意 : リポジ ト リの使い方については、 第 5 章 「リポジ ト リ  ドキュ メ ン ト の検
索と保存」 を参照して ください。

表 3-12  [Insert] メニュー コマンド

コマンド 説明

[Field] 新たにフ ィールドを挿入する。 ナビゲーシ ョ ン  ツ リー内で選択し
た項目の子または兄弟と して、 フ ィールドを挿入する こ とができ
る。

[Group] 新たにグループを挿入する。 ナビゲーシ ョ ン  ツ リー内で選択した
項目の子または兄弟と して、 グループを挿入する こ とができる。

[Comment] コ メ ン ト を挿入する。 ナビゲーシ ョ ン  ツ リー内で選択した項目の
子または兄弟と して、 コ メ ン ト を挿入するこ とができ る。

表 3-13  [View] メニュー コマンド

コマンド 説明

[Show Palette] [Palette] ウ ィ ンド ウを表示する。

[Expand All] ナビゲーシ ョ ン  ツ リー全体を展開し、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リー内
の全項目の子オブジェ ク ト を表示する。

[Collapse All] ナビゲーシ ョ ン  ツ リー全体を折りたたんで、 ルートのメ ッセー

ジ フォーマッ トのみを表示する。
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3 フォーマッ ト定義のビルド
[Tools] メニュー

[Tools] メニューには次のコマンドがあ り ます。

表 3-14  [Repository] メニュー コマンド

コマンド 説明

[Log In] WebLogic Integration の [Repository Login] ダイアログ ボッ ク ス
が表示され、 リポジ ト リに接続できる。

[Log Out] リ ポジ ト リへの接続を切断する。

[Retrieve] リ ポジ ト リのドキュ メ ン ト を検索する。

[Store] 現在のドキュ メ ン ト を リ ポジ ト リに格納する。

[Save As] 現在のドキュ メ ン ト を別の名前で リポジ ト リに格納する。

表 3-15  [Tools] メニュー コマンド

コマンド 説明

[Import] インス トールされている  Importer の リ ス ト を表示する。 メ ッセー
ジのインポートに使用する  Importer を選択する。

[Test] Format Tester を開く。

[User Defined 
Types]

[Add/Remove User Defined Types] ダイアログ  ボッ クスを表示する。

[Options] Format Builder の [Options] ダイアログ  ボッ クスが表示される。
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Format Builder の使用法
[Help] メニュー

[Help] メニューには次のコマンドがあ り ます。

表 3-16  [Help] メニュー コマンド

コマンド 説明

[Help Topics] デフォル ト  ブラウザでオンラ イン  ヘルプを表示する。

[How Do I] Format Builder の一般的なタス クの リ ス ト を表示する。 各タス ク
をク リ ッ クする と、 手順がステップごとに表示される。

[About] 実行中の Format Builder および JDK のバージ ョ ンと著作権情報
が表示される。
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4 メ タデータのインポート

WebLogic Integration には、 複数のユーティ リテ ィが含まれます。 これらのユー
ティ リテ ィ を使用する と、 COBOL コピーブッ クをインポート した り、 C 構造体
定義を変換した り、 FML Field Table Class を  MFL ファ イルに変換した りするこ
とができます。 以下の各項目では、 これらのインポート操作の方法について説明
します。

� COBOL コピーブッ クのインポート

� C 構造体のインポート

� FML Field Table Class のインポート

COBOL コピーブックのインポート

WebLogic Integration には、 COBOL データを変換するためのメ ッセージ定義を
作成するこ とによ り、 COBOL コピーブッ クを  Format Builder にインポートでき
るよ うにする機能があ り ます。 コピーブッ クのインポート時には、 インポート さ
れるコピーブッ ク とそれに含まれるグループおよびフ ィールドを説明するコ メ ン
ト を使用できます。

COBOL コピーブッ クをインポートする手順は次のとおりです。

1. [Tools｜ Import｜ COBOL Copybook Importer] を選択します。 [COBOL 
Copybook Importer] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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4 メ タデータのインポート
図 4-1   COBOL Copybook Importer

2. 次の表の説明に従って、 プロパテ ィ を指定します。

3. 以下のいずれか 1 つをク リ ッ ク します。

� [OK] －定義した設定に基づいて COBOL コピーブッ クをインポートす
る。

表 4-1  COBOL Copybook Importer のプロパティ

プロパティ 値 説明

[File Name] [Text String] インポートするファ イルのフル パス名をタイプするか
または [Browse] ボタンを使用して、 ファ イルの位置に
移動する。

[Byte Order] [BigEndian] このオプシ ョ ンは、 IBM 370、 Motorola、 および大半の 
RISC 設計 （IBM メ インフレームやほとんどの UNIX プ
ラ ッ ト フォーム） で選択する。

[Little Endian] このオプシ ョ ンは、 Intel、 VAX、 および Unisys プロ
セッサ （Windows、 VMS、 Digital、 UNIX、 および 
Unisys） で選択する。

[Character Set]

注意 : 文字セッ ト
は、 インポート元

ホス ト  マシンの属
性です。

[EBCDIC] 文字セッ ト を  EBCDIC に設定する場合に、 このオプ
シ ョ ンを選択する。

[US-ASCII] 文字セッ ト を  US-ASCII に設定する場合に、 このオプ
シ ョ ンを選択する。

[Other] コード  ページのリ ス ト を使用して、 フ ィールド  データ
の文字エンコーディングを選択する。
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C 構造体のインポー ト
� [Cancel] －インポートは行わずに、 ダイアログ  ボッ クスを閉じて、
Format Builder に戻る。

� [About] －使用されているバージ ョ ン、 サポート されているコピーブッ ク
の機能など、 COBOL Copybook Importer についての情報を表示する。

コピーブッ クをインポート したら、 メ ッセージ  フォーマッ ト定義と同じ手順で
操作できます。 コピーブッ クにエラーやサポート されていないデータ型が含まれ
ている場合は、 エラーを通知する メ ッセージが表示されます。 エラーを表示する
か、 または今後の参考にエラーをログ  ファ イルに保存するかを選択できます。

次の表では、 COBOL Copybook Importer のためにインス トールされたサンプル 
ファ イルのリ ス ト と説明を示します。 ディ レ ク ト リ名はすべて相対パス名で表記
しています。 指定されているディ レク ト リは、
SAMPLES_HOME\integration\samples\di の下にあ り ます。 こ こで、
SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform をインス トールした位置にあるサンプル 
ディ レ ク ト リ を示します。

C 構造体のインポート

WebLogic Integration には C 構造体インポート  ユーティ リ テ ィがあ り ます。 この
ユーティ リ テ ィでは、 次に示す種類の出力データを生成するこ とによ り、 C 構造
体定義を  MFL メ ッセージ定義に変換できます。

� MFL ドキュ メ ン ト

� C コード

どちらを出力する場合でも、 まず、 .c または .h 入力ファ イルを指定して解析
し、 構造体を選択する必要があ り ます。 その作業が終わったら、 MFL (デフォル
ト ) を出力するのか C コードを出力するのかを選択できます。

表 4-2  COBOL コピーブック ファイルのサンプル

ディレク ト リ ファイル 説明

COBOL\ emprec5.cpy コピーブッ ク  フ ァイルのサンプル

COBOL\ emprec5.data emprec5.cpy に対応するテス ト  データ
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4 メ タデータのインポート
パーサへのすべての入力は、 有効な  C コードでなければなり ません。 また、 外
部参照 （#include、 #define、 typedef などのステート メ ン ト ） は、 使用する前に
すべて解決しておく必要があ り ます。 解決方法は、 手動で編集するかコンパイラ
のプリプロセッサを使用するかのいずれかです。

プラ ッ ト フォーム固有のさまざまなパラ メータが C コードのデータ記述に影響
する場合があ り ます。 たとえば、 あるプラ ッ ト フォームの long の長さが特定の
構造体定義に準拠するバイナリ  データに影響を与えます。

MFL を Format Builder に直接生成するかしないかによって、 上記のプラ ッ ト
フォーム依存に対処する方法が 2 とおり あ り ます。MFL を生成し、 その MFL を
直接 Format Builder で表示する と きは、 プラ ッ ト フォームに依存するパラ メータ
をコンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルで指定しなければな り ません。

一方、 C でソースを生成する方法を使用すれば、 C コードを相手先マシンでコン
パイルできます。 相手先マシンがコンパイルを実行する と、 必要なプラ ッ ト
フォーム依存情報が取り込まれます。 この方法によ り、 実行時に、 2 つのファ イ
ル （MFL ドキュ メ ン ト と  その MFL に準拠するバイナリ  データ） を生成する実
行可能ファ イルを生成できます。 MFL ドキュ メ ン トは Format Builder で、 バイ
ナ リ  データ  ファ イルは Format Tester で開く こ とができます。

MFL を直接 Format Builder に生成するには、 プラ ッ ト フォーム コンフ ィ グレー
シ ョ ン パラ メータが既存のコンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルに存在するか、 ハー
ド ウェア プロファ イル エディ タを使用してコンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ イルを新
し く作成する必要があ り ます。 ハード ウェア  プロファ イル エディ タを使用すれ
ば、 既存のプロファ イルを指定して、 ロード、 更新および保存を行う こ とができ
ます。

ハード ウェア プロファ イルをユーザの必要に応じて生成するユーティ リテ ィの
ソース  コードは、 SAMPLES_HOME\integration\samples\di\cfg ディ レク ト リ
にあ り ます。

C Struct Importer ファイルのサンプル

次の表では、 C Structure Importer 用にインス トールされたサンプル ファ イルの
リ ス ト と説明を示します。 ディ レク ト リ名はすべて相対パス名で表記します。 指
定されているディ レ ク ト リは、 SAMPLES_HOME\integration\samples\di の下
にあ り ます。
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C 構造体のインポー ト
表 4-3  C Struct Importer ファイルのサンプル

ディレク ト リ ファイル 説明

C emprec5.h 複数の typedef が含まれるコピーブッ ク  ファ イ
ルのサンプル emprec5.cpy の C バージ ョ ン

C emprec5n.h ネス ト される構造体定義を使用する  
emprec5.h フ ァ イルのバ リアン ト （typedef は
使用しない）

C emprec5s.h emprec5.h フ ァ イルのシンプル バージ ョ ン

C ntfsez.h ntfs.h ファ イルから抽出されたスモール サン
プル。 再帰 typedef をテス トする こ とが目的。

Cfg cprofile.c cprofile.c ユーテ ィ リ テ ィのソース  コード。
さまざまなプラ ッ ト フォームのプロファ イル

を生成するこ とが目的。

以下の .cfg ファ イルは、 cprofile プログラムによ り さまざまなプラ ッ ト フォー
ムで生成されたものである。 .cfg ファ イルにはそれぞれ DESCRIPTION の値が含
まれる。

Cfg dec8cc.cfg DEC Alpha 1091、 Digital Unix 4.0e、 cc コンパ
イ ラ

Cfg hp5cc.cfg HP-UX B.11.00、 cc コンパイ ラ

Cfg nt4bcc5.cfg Windows NT 4.0、 Borland 5.x コンパイ ラ、 デ
フォルト  ス イ ッチ

Cfg nt4vc6.cfg Windows NT 4.0、 Visual C++ 6.x コンパイラ、
デフォル ト  スイ ッチ

Cfg sun7cc.cfg SunOS 5.8、 cc コンパイ ラ

Cfg w95bcc5.cfg Windows 95、 Borland 5.x コンパイ ラ、 デフォ
ルト配置

Cfg w95vc5.cfg Windows 95、 Visual C++ 5.x コンパイラ、 デ
フォルト配置
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4 メ タデータのインポート
C Structure Importer の呼び出し

C Struct Importer を呼び出す手順は次のとおりです。

1. [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0 ｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Format Builder] を選択して Format Builder を呼び出します。
Format Builder のメ イン  ウ ィ ン ド ウが表示されます。

2. [Tools｜ Import_｜ C Struct Importer] を選択します。 [C Struct Importer] ダ
イアログ  ボッ クスが表示されます。

図 4-2   [C Structure Importer] ダイアログ ボックス

[C Struct Importer] ダイアログ ボッ クスでは、 次の表の説明に従って、 インポー
トのプロパティ を指定できます。

注意 : 最初は、 MFL が、 デフォル ト出力タイプと して指定されます。
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表 4-4  C Struct Importer のプロパティ

カテゴリ プロパティ 説明

[Input] [Input File] インポートするファ イルのフル パス名をタイプするか
または [Browse] ボタンを使用して、 フ ァ イルの位置に
移動する。

[Structure] 解析が正常に行われた後、 入力ファ イルで検出された

構造体のド ロ ップダウン  リ ス ト 。

[Parse] 入力ファ イルを解析するには、 このオプシ ョ ンを選択

する。 解析に成功する と、 入力ファ イル内の構造体リ

ス トが [Structure] リ ス ト  ボッ クスに表示される。
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[Output] [MFL] このオプシ ョ ンを選択する と、 構造体定義とハード

ウェア  コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルから  MFL を生成
できる。 表示される  [Hardware Profile] ダイアログ ボッ
クスには、 次のオプシ ョ ンがある。

� [Name] －ファ イル名を入力するか、 または 
[Browse] オプシ ョ ンを使用して、 既存のプロファ イ
ルを指定する。 あらかじめ作成されたハード ウェア 
プロファ イルは samples\di\cfg ディレ ク ト リに
ある。

� [Save] －現在のハード ウェア プロファ イルを保存す
る。

� [Save As] －現在のハード ウェア  プロファ イルを別
名で保存できる。

� [Edit] －現在のハード ウェア プロフ ァイルを編集で
きる。

� [New] －新しいハードウェア  プロファ イルを作成で
きる。

[C Code] このオプシ ョ ンを選択する と、 対象マシンでコンパイ

ルして実行すれば MFL が作成される  C ソース  コードを
生成できる。 表示される  [C Code File Names] ダイアロ
グ ボッ クスには、 次のオプシ ョ ンがある。

� [MFL Gen] － MFL を生成するために、 対象マシン
上でコンパイルが必要な  C ソース  コード  ファ イル
名を指定する。 ファ イルを格納するディレク ト リに

移動するには、 [Browse] を使用する。

� [Data Gen] －テス ト  データを生成するために、 対象
マシン上でコンパイルが必要な  C ソース  コード  
ファ イル名を指定する。 フ ァイルを格納するディレ

ク ト リに移動するには、 [Browse] を使用する。

表 4-4  C Struct Importer のプロパティ  （続き）

カテゴリ プロパティ 説明
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C 構造体のインポー ト
図 4-3   [C Structure Importer] ダイアログ ボックス

3. 以下のいずれか 1 つをク リ ッ ク します。

� [OK] －ハード ウェア  プロファ イルの変更を保存する。

� [Cancel] －ハードウェア プロファ イルの変更を取り消す。

� [About] －バージ ョ ン番号やリ リース日など  C Struct Importer の情報を表
示する。

ハードウェア プロファイルについて

C Structure Importer によって使用されるハード ウェア  プロファ イルには、 特定
のハード ウェアと コンパイラの組み合わせについてのデータ  サイズと位置合わ
せ情報が含まれ、 C 構造体のための MFL を生成するのに使用されます。 ハード
ウェア プロファ イルはコンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ イルに格納され、 作成、 ロー
ド、 更新および保存が可能です。

SAMPLES_HOME\integration\samples\di\cfg ディ レク ト リにある  
cprofile.c ソース  ファ イルは、 これらのプロファ イルを任意のプラ ッ ト フォー
ム向けに生成するために使用されます。 このコードは、 一般的なコンパイ ラを使

用してコンパイルして実行できるよ うに設計されており、 ANSI 標準 C コンパイ
ラを搭載したプラ ッ ト フォームでコンパイルして実行し、 C Struct Importer にイ
ンポートできるプロファ イル コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルを生成できるはず
です。
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4 メ タデータのインポート
ハードウェア プロファイルユーティ リテ ィをビルドする

受け入れられるパーサ入力を生成し、 使用しているプラ ッ ト フォームに適合する

コマンドを実行する手順は次のとおりです。

� Windows NT では、 VC++ プリプロセッサを使用する

VC++ Compiler
cl /P cprofile.c (output in cprofile.i)

GNU Compiler
gcc -P -E cprofile.c>cprofile.i

� UNIX の場合

cc -P cprofile.c (output in cprofile.i)

ハードウェア プロファイル ユーティ リテ ィの実行

cprofile プログラムを実行し、 ハード ウェア プロファ イル名を指定するには、
コマンド  プロンプ ト で次のテキス ト を入力します。

cprofile configfilename [DESCRIPTION]

[DESCRIPTION] は省略可能です。 省略しない場合は、 コンフ ィ グレーシ ョ ン  
ファ イルに、 DESCRIPTION の値と して入力して ください。 説明に埋め込みの空
白が含まれる と きは、 空白を引用符で囲みます。

MFL の生成

MFL を生成する手順は次のとおりです。

1. [Input File] フ ィールドにファ イル名を入力するか、 [Browse] をク リ ッ ク して
表示される リ ス ト からファ イルを選択します。

2. [Parse] をク リ ッ ク してファ イルを解析します。

解析が完了する と、 入力ファ イル内の構造体が [Structure] リ ス ト に表示され
ます。

注意 : ファ イルが正し く解析されない場合は、 以下の 2 つの方法のどれかを
実行する こ と をお勧めします。
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C 構造体のインポー ト
� .h または .c のソースコードをコンパイ ラのプ リプロセッサから実行
し、 プロセッサの出力をパーサを通じて実行する。

� 解析障害の原因となる文字列をコ メ ン ト アウ ト して解析を再度試み

る。 パーサは最初に互換性のないデータを検出した時点で失敗する点

に注意して ください。 このため、 この手順を繰り返すこ とが必要で

す。

3. 目的の構造体を  [Structure] ド ロ ップダウン リ ス ト から選択します。

MFL を直接生成するためには、 この時点でプロファ イル コンフ ィグレー
シ ョ ン データを入力する必要があ り ます。 これらのデータ入力は、 ハード
ウェア プロファ イルを新し く作成するか、 または既存のプロファ イルを指定
して行う こ とができます。

4. 既存のプロファ イルを指定する、 および新たにプロファ イルを作成する手順
は次のとおりです。

� [Hardware Profile Name] フ ィールドにファ イル名を入力するか、 [Browse] 
をク リ ッ ク して表示される リ ス ト からファ イルを選択するこ とによ り、

既存のプロファ イルを指定します。

プロファ イル パラ メータの参照または編集が必要な場合は、 [Edit] をク
リ ッ ク して Hardware Profile Editor を呼び出します。

注意 : 共通のコンフ ィグレーシ ョ ン用のハードウェア  プロファ イルはあら
かじめビルド されていて、 samples\c\cfg ディ レク ト リにあ り ます。

� 新たにハードウェア プロファ イルを作成するには、 [New] をク リ ッ ク し
ます。 表示される  [Hardware Profile] エディ タには、 デフォル ト のパラ
メータがロード されます。 新しいプロファ イルの名前と説明を指定して、

必要に応じて原始データ型とバイ ト  オーダーを修正します。
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4 メ タデータのインポート
図 4-4   [C Struct Importer Hardware Profile] ダイアログ ボックス

5. [OK] をク リ ッ ク してハード ウェア  プロファ イルの変更を保存し、 [C Struct 
Importer] ダイアログ  ボッ クスに戻り ます。

6. [OK] をク リ ッ ク して MFL を生成します。 生成が成功する と、 ナビゲーシ ョ
ン ツ リーに MFL オブジェ ク トが表示された Format Builder に戻り ます。 生
成された MFL オブジェ ク トには、 解析で使用された入力ファ イルと同じ名
前が反映されます。

生成プロセスでエラーが検出された場合は、 [MFL Generation Errors] ダイア
ログ  ボッ クスが表示されます。 このダイアログ  ボッ クスを使用して、 エ
ラー ログを表示するかまたはファ イルと して保存する こ とができます。
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C 構造体のインポー ト
図 4-5   [MFL Generation Errors] ダイアログ ボックス

7. 以下のいずれか 1 つをク リ ッ ク します。

� [Display Error Log] －検出されたエラーがあれば表示する。

� [Save Error Log] －エラー ログを任意の位置に保存する。 または

� [Cancel] － [MFL Generation Errors] ダイアログ ボッ クスを終了する。

発生したエラーを確認したら、 [C Struct Importer] に戻って該当する手順を繰り
返すこ とができます。

C コードの生成

C コードを生成する手順は次のとおりです。

1. [Input File] フ ィールドにファ イル名を入力するか、 [Browse] をク リ ッ ク して
表示される リ ス ト からファ イルを選択します。

2. [Parse] をク リ ッ ク してファ イルを解析します。

解析が完了する と、 入力ファ イル内の構造体が  [Structure] リ ス トに表示され
ます。

注意 : ファ イルが正し く解析されない場合は、 以下の 2 つの方法のどれかを
実行するこ とをお勧めします。

� .h または .c のソースコードをコンパイ ラのプ リプロセッサから実行
し、 プロセッサの出力をパーサを通じて実行する。

� 解析障害の原因となる文字列をコ メ ン ト アウ ト して解析を再度試み

る。 パーサは最初に互換性のないデータを検出した時点で失敗する点

に注意して ください。 このため、 この手順を繰り返すこ とが必要で

す。

3. 目的の構造体を  [Structure] ド ロ ップダウン リ ス ト から選択します。
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4 メ タデータのインポート
4. [C Code] オプシ ョ ン 選択します。

5. [MFL Gen] フ ィールド または [Data Gen] フ ィールドにファ イル名を入力する
か、 [Browse] をク リ ッ ク して表示される リ ス トからファ イルを選択します。

6. [OK] をク リ ッ ク します。

既存のファ イルを上書きし よ う と している場合にはメ ッセージが表示されま

す。 また、 コード生成の成功 /失敗を示すメ ッセージが表示されます。

7. 生成されたソース  コードを対象のプラ ッ ト フォームにコピーし、 ソース  
コードをコンパイルして実行します。

注意 : 構造体の宣言を含む入力ファ イルもコピーする必要があ り ます。 コン
パイルが完了したら、 どちらのプログラムでも、 出力ファ イルの名前

が引数と して取り込まれます。

8. 生成された MFL またはデータを、 Format Builder を実行しているプラ ッ ト
フォームにコピーします。

FML Field Table Class のインポート

FML Field Table Class Importer を使う と、 WebLogic Tuxedo Connector と  
Business Process Management (BPM) 機能を容易に統合できます。 Tuxedo のアプ
リ ケーシ ョ ン バッファ と  XML 間の変換は、 WebLogic Tuxedo Connector に付属
している  FML/XML Translator によって行われます。

Tuxedo を  BPM 機能と統合するには、WebLogic Tuxedo Connector とプロセス  エ
ンジンとの間で渡される  XML を作成する必要があ り ます。 必要な  XML を作成
するには、FML Field Table Class Importer および Format Tester の XML 生成機能
を使用します。

FML Field Table Class Importer の前提条件

Format Builder を起動する前に次の手順を実行して ください。

1. FML バッファ と関連付けられているフ ィールド  テーブルを Tuxedo システム
から  WebLogic Server/WebLogic Tuxedo Connector 環境に移動します。
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2. weblogic/wtc/jatmi/mkfldclass ユーテ ィ リ テ ィ を使用して、 フ ィールド  
テーブルを表す Java ソース  コードを構築します。 FML Field Table 
Administration の詳細については、 WebLogic Server のマニュアルを参照して
ください。

3. ソース  コードをコンパイルします。 生成されたク ラス  ファ イルは、 FldTbl 
インタフェースを実装するため、 fldtbl ク ラス と呼ばれます。 これらのク
ラスは、 Format Builder の CLASSPATH で指定された場所に移動する必要があ
り ます。

SAMPLES_HOME\integration\samples\di\fml ディ レク ト リには、 サンプルと
して使用できる複数の fldtbl ク ラス  フ ィールドがあ り ます。 これらのサンプル
を使用する と、 前の 3 つの手順を完了しな くても  Format Builder を起動できま
す。

注意 : WebLogic Tuxedo Connector のコンフ ィグレーシ ョ ンを行う と き、 ほと
んどのユーザがこれらの手順を実行するので、 これらの ク ラス ファ イル
はすでに存在している場合があ り ます。

サンプル FML Field Table Class ファイル

次の表では FML Field Table Class Importer のためにインス トールされたサンプル 
ファ イルのリ ス ト と説明を示します。 すべてのファ イルが、
SAMPLES_HOME\integration\samples\di\fml ディ レク ト リにあ り ます。

表 4-5  FML Field Table Class のサンプル ファイル

ファイル 説明

bankflds.class FML Field Table Class Importer の入力となる コンパイル
済みソース  ファ イル

bankflds.java mkfldclass ユーティ リ テ ィによって作成される  
fldtbl ソース  ファ イル

crdtflds.class FML Field Table Class Importer の入力となる コンパイル
済みソース  ファ イル

crdtflds.java mkfldclass ユーティ リ テ ィによって作成される  
fldtbl ソース  ファ イル
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FML Field Table Class Importer による XML の作
成

FML Field Table Class Importer を使用して XML を作成する手順は次のとおりで
す。

注意 : WebLogic Tuxedo Connector を使用して Java ク ラスを作成する と きは、
.class ファ イルを   \ext ディ レ ク ト リに配置できます。 そ うする と、
[FML Field Table Class Importer] ダイアログ ボッ クスの値が [Available 
Fields] リ ス ト に自動的に取り込まれます。

1. Format Builder を呼び出します。Format Builder のメ イン ウ ィ ン ドウが表示さ
れます。

2. [Tools｜ Import｜ FML Field Table Class Importer] を選択します。 [FML 
Field Table Class Importer] ダイアログ  ボッ クスが表示されます。

tBtest1flds32.class FML Field Table Class Importer の入力となるコンパイル
済みソース  ファ イル

tBtest1flds32.java mkfldclass ユーテ ィ リ ティによって作成される  
fldtbl ソース  ファ イル

表 4-5  FML Field Table Class のサンプル ファイル （続き）

ファイル 説明
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3. [Class Names] フ ィールドに、 処理する  fldtbl ク ラス  ファ イルの名前を入力
します。

1 つの FML バッファには、 複数のフ ィールド  テーブルのフ ィールドが含ま
れているこ とがあるため、 [Class Names] フ ィールドには任意の数の fldtbl 
ク ラスのファ イル名を入力できます。 リ ス トの項目は、 カンマで区切る必要
があ り ますが、 名前に .class 拡張子を付ける必要はあ り ません。

注意 : リ ス ト内のク ラスのいずれかが  weblogic/wtc/jatmi/mkfldclass 
ユーティ リ テ ィで作成された fldtbl ク ラスでない場合、 または 
Format Builder の CLASSPATH に含まれていない場合は、 エラー ダ
イアログ ボッ クスが表示されます。 ただし、 エラーが発生しても、
リ ス ト内の有効な fldtbl ク ラスは処理されます。

4. [Load] をク リ ッ ク します。 フ ィールド  テーブル内のフ ィールド名が 
[Available Fields] リ ス ト に表示されます。 [Available Fields] リ ス ト では、 重
複する名前を表示する こ とはできません。 あるフ ィールド名が別の複数の
フ ィールド  テーブルにあっても、 リ ス ト には 1 つしか表示されません。

5. [Available Fields] リ ス ト から任意のフ ィールドを選択し、 [Add] をク リ ッ ク
します。 選択したフ ィールドが [Selected Fields] リ ス ト に表示されます
（フ ィールドを  [Selected Fields] リ ス ト から削除するには、 対象のフ ィールド
を選択して [Remove] をク リ ッ ク）。

6. [Selected Fields] リ ス トが完成したら、 [OK] をク リ ッ ク します。 [FML Field 
Table Class Importer] ダイアログ ボッ クスが閉じて、 生成された MFL の名前
が Format Builder のナビゲーシ ョ ン ツ リーに追加されます。 選択したフ ィー
ルドは、 [Selected Fields] リ ス ト と同じ順序で表示されます。

7. 作成した  MFL ドキュ メ ン ト を編集し、 Business Process Management (BPM) 
から  WebLogic Tuxedo Connector FML/XML Translator に渡される  XML ド
キュ メ ン ト内のフ ィールドの順序と出現回数を指定します。

8. [Tools｜ Test] を選択して Format Tester を開きます。

9. Format Tester のメニュー バーで、 [Generate｜ XML] を選択します。

Format Tester によって、 Format Builder 内の MFL ドキュ メ ン トに準拠する  
XML ドキュ メン ト が作成されます。

10.必要に応じて、 XML ドキュ メ ン ト内のフ ィールドのデータ  コンテンツを編
集します。
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11. [File｜ Save XML] を選択して、 XML ドキュ メ ン ト を、 名前と位置を指定し
たファ イルに保存します。

作成された XML は、 XML Instance Editor を使用して Business Process 
Management にインポートでき、 Business Process Management で使用できま
す。 XML のインポートの詳細については、 BPM のマニュアルを参照して く
ださい。
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5 リポジト リ  ドキュメン トの検索と
保存

リポジ ト リに、 次のドキュ メ ン ト  タイプを格納して集中的に管理するこ とがで
きます。

� MFL (Message Format Language : メ ッセージ フォーマッ ト言語 )

� XML DTD (XML Document Type Definition : XML 文書型定義 )

� XML スキーマ

� XSLT スタイルシート

リポジ ト リ を使用すれば、 これらの種類のドキュ メ ン ト を  WebLogic Integration 
内で共有できます。 リポジ ト リから これらのドキュ メ ン ト を呼び出すこ とがで
き、 テキス ト、 説明、 注意へのアクセスを含むリポジ ト リ  ドキュ メン ト の操作
と ドキュ メン ト の削除が可能です。 また、 リポジ ト リ を使用すれば、 サポート対
象のドキュ メ ン ト を  WebLogic Server、 business process management、 および 
B2B integration の各機能間で共有できます。 また、 リポジ ト リにはバッチ イン
ポー ト  ユーティ リ テ ィが含まれ、 これを使用して、 すでに作成した MFL、
DTD、 XML スキーマおよび別のファ イルにある  XSLT ドキュ メ ン ト を簡単にリ
ポジ ト リに移行できます。

この章では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

� リポジ ト リへのログイン

� [Repository] メニュー コマンド

� リポジ ト リからの MFL ドキュ メ ン トの検索

� リポジ ト リへの MFL ドキュ メ ン ト の保存

� ドキュ メ ン トの リポジ ト リへのインポート

� [Select document to retrieve] ダイアログ ボッ クス と  [Store Document] ダイア
ログ ボッ クスの使用法
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リポジト リへのログイン

ドキュ メ ン ト を リ ポジ ト リから取り出した り、 リ ポジ ト リに保存した りするに
は、 事前に、 ログインする必要があ り ます。

リポジ ト リにログインする手順は次のとおりです。

1. Format Builder が呼び出されていない場合は、 [ スタート｜プログラム｜
BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic Integration 7.0｜ Format Builder] を
選択して、 Format Builder を呼び出します。

2. [Repository｜ Log In] を選択して、 [WebLogic Integration リポジ ト リへのロ
グイン ] ダイアログ ボッ クスを開きます。

3. ユーザ名、 パスワード、 リ ポジ ト リが位置するサーバの名前を入力します。

たとえば、 WebLogic Integration がローカル マシンで実行されている場合、
次の図に示す値を入力して、 デフォル ト の admin ユーザと してログインしま
す。

図 5-1   [WebLogic Integration リポジト リへのログイン ] ダイアログ ボックス

注意 : デフォル トのユーザ名とパスワードについては、 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「はじめに」 にある
「WebLogic Integration ユーザおよびパスワード」 を参照して くださ
い。
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[Repository] メニュー コマン ド
4. [接続 ] をク リ ッ ク します。

ログインに成功したら、 ダイアログ  ボッ クスが閉じ、 Format Builder タイ ト
ル バーにサーバ名とポート番号が表示されます。 こ こで、 アクテ ィブな リポ
ジ ト リ  メニュー コマンドのいずれかを選択できます。

注意 : [WebLogic Integration リ ポジ ト リへのログイン ] ダイアログ ボッ クス
では、 ログインに 3 回失敗する とエラー メ ッセージが表示されます。
ログインに 3 回失敗した場合は、 [Repository｜ Log In] を選択して、
ログインの手順を繰り返します。

[Repository] メニュー コマンド

次の表では、 [Repository] メニューから使用できるコマンドについて説明します。

リポジト リからの MFL ドキュメン トの検索

リポジ ト リから  MFL ドキュ メ ン ト を検索する手順は次のとおりです。

1. Format Builder が呼び出されていない場合は、 [ スター ト｜プログラム｜
BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic Integration 7.0｜ Format Builder] を
選択して、 Format Builder を呼び出します。

コマンド 説明

[Log In] [WebLogic Integration リポジ ト リへのログイン ] ダイアログ  ボッ ク
スが表示され、 リポジ ト リに接続できる。

[Log Out] リ ポジ ト リへの接続を切断する。

[Retrieve] リ ポジ ト リのドキュ メ ン ト を検索する。

[Store] 現在のドキュ メ ン ト を リ ポジ ト リに格納する。

[Store As] 現在のドキュ メ ン ト を別の名前で リポジ ト リに格納する。
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5 リポジ ト リ  ドキュ メン トの検索と保存
2. 前の手順 （「リポジ ト リへのログイン」） の説明に従って、 リ ポジ ト リにログ
インします。

3. [Repository｜ Retrieve] を選択して、 [Select document to retrieve] ダイアログ 
ボッ ク スを表示します。

図 5-2   [Select document to retrieve] ダイアログ ボックス

[Select document to retrieve] ダイアログ  ボッ クスで、 コンテンツを表示した
いフォルダをダブルク リ ッ クするか、 [現在のフォルダ ] テキス ト  ボッ クス
の左にあるアイコンをク リ ッ ク して、 親フォルダに移動します。 ドキュ メ ン
ト名および説明が表示されるので、 選択に役立ちます。 このダイアログ  ボッ
クスの使用法の詳細については、 5-10 ページの 「[Select document to 
retrieve] ダイアログ ボッ クス と  [Store Document] ダイアログ  ボッ ク スの使
用法」 を参照して ください。

4. 取り出したい MFL ドキュ メ ン ト を見つけて選択します。

注意 : Format Builder では、 MFL ドキュ メ ン ト だけを取り出すこ とができま
す。
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リポジ ト リからの MFL ドキュ メ ン トの検索
5. [検索 ] をク リ ッ ク します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーに、 選択したドキュ メ ン トが表示されます。 次の図に
示すよ うに、 ルー ト  ノードを選択して、 ドキュ メ ン トの詳細ウ ィ ン ドウを表
示するこ とができます。 アクテ ィブなドキュ メ ン トが リポジ ト リ  ドキュ メ ン
トの場合、 詳細ウ ィ ンド ウには、 [Document Repository Properties] セクシ ョ
ンが表示されます。

図 5-3   Format Builder のリポジト リ  ドキュメン ト

リポジ ト リ  ドキュ メ ン ト を取り出したら、 Format Builder で MFL ドキュ メ ン ト
を編集するのと同じ方法で、 編集できます。 変更が完了したら保存するために、

次のいずれかの手順を実行して ください。

� ドキュ メ ン ト を リポジ ト リに保存するには、[Repository｜ Store] を選択する。

� ドキュ メ ン ト を リポジ ト リに別名で保存するには、 [Repository｜ Store As] を
選択する。 詳細については、 次の 「 リ ポジ ト リへの MFL ドキュ メ ン トの保
存」 の手順を参照。

� ドキュ メ ン ト をローカル ファ イルと して保存するには、[File｜ Save As] を選
択する。 詳細については、 3-40 ページの 「メ ッセージ  フォーマッ トの保存
と格納」 を参照。
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リポジト リへの MFL ドキュメン トの保存

リポジ ト リに MFL ドキュ メ ン ト を保存する手順は次のとおりです。

1. ドキュ メ ン ト が開かれていない場合は、 Format Builder でドキュ メ ン ト を開
きます。

2. 5-2 ページの 「リポジ ト リへのログイン」 の説明に従って、 リ ポジ ト リにロ
グインします。

3. [Repository｜ Store As] を選択します。

[Store As] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 このダイアログ  ボッ ク スの
使用法の詳細については、 5-10 ページの 「[Select document to retrieve] ダイ
アログ ボッ クス と  [Store Document] ダイアログ  ボッ クスの使用法」 を参照
して ください。

4. [Name] フ ィールドに、 このドキュ メ ン トに割 り当てる名前を入力します。

5. [Description] フ ィールドに、 ドキュ メ ン ト の説明を入力します。

6. [Notes] フ ィールドにドキュ メ ン トに付けておきたいメモを入力します。

7. [Store] をク リ ッ ク します。

ドキュ メ ン ト が リ ポジ ト リに格納されます。 ルート  ノードを選択する と、 詳
細ウ ィ ンド ウに リ ポジ ト リ名、 説明、 およびメモが表示されます。

注意 : Format Builder のオプシ ョ ンで DTD/XML スキーマ ファ イルの生成が
指定されている と きは、 該当するファ イル （複数の場合もある） も指
定された名前でリポジ ト リに格納されます。

ドキュメン トのリポジト リへのインポート

WebLogic Integration リ ポジ ト リのバッチ インポー ト  ユーティ リテ ィは、 リ ポジ
ト リへのコマンド  ライン インタフェースとな り ます。 このユーテ ィ リ テ ィによ
り、 以前にビルド された MFL ドキュ メ ン ト を リポジ ト リに簡単にインポートで
5-6 WebLogic Integration データ変換



ドキュ メ ン トのリポジ ト リへのインポー ト
きます。 Batch Importer を使用する と、 MFL、 DTD、 ク ラス、 XSLT、 および 
XML スキーマといったドキュ メ ン ト を任意の組み合わせでインポートできま
す。 このユーティ リ テ ィは、 任意のプラグイン  リ ポジ ト リ を操作します。

リポジ ト リのインポート  ユーティ リテ ィ を  Business Process Management リポジ
ト リ と と もに使用するには、 wlxt-repository.properties ファ イルが 
CLASSPATH ディ レク ト リに存在しなければなり ません。 最初に リポジ ト リにロ
グインしたと き、 Format Builder がプロパティ  ファ イルを作成します。 既存のプ
ロパティ  ファ イルのディ レク ト リ を、 使用するク ラスパスに追加するか、 また
は次を含む wlxt-wlpi-repository.properties ファ イルを作成して ください。

wlxt.repository.url=t3\://host\:port

こ こで、 port は、 WebLogic Server のポート番号 （デフォル ト  ポートは、
7001）、 host は、 WebLogic Server のコンピュータ名または IP アドレスです。
サーバがローカル マシンで実行されている場合は、 localhost または 
127.0.0.1 を指定します。

Windows システムでは、 WLI_HOME\bin に、 LaunchImport.cmd とい う名前のス
ク リプ トがあ り ます。 このスク リプ ト を使用してインポート  ユーティ リ テ ィ を
起動する場合、 CLASSPATH が正し く設定されてから、 ユーティ リ テ ィが起動し
ます。 インポート操作に適用できる リポジ ト リ  パスおよびファ イルリ ス ト を反
映するよ うに、 このスク リプ ト を修正して ください。

インポート  ユーティ リ テ ィ を直接起動するには、 コマンド  プロンプ ト で次のコ
マンドを入力して、 バッチ インポー ト  ユーティ リテ ィを呼び出します。

java com.bea.wlxt.repository.Import [-v] [-n] [-t type] [-f folder] 
files...

次の表では、 オプシ ョ ンについて説明します。

表 5-1  Import コマンドのオプション

オプ

ション

説明

-v 冗長モードをオンにするこ と を示す。 このスイ ッチはコマン ド  ラ イン内の任意の位置で
指定でき、 それ以降のすべての動作に影響する。 冗長モードはデフォルトでは無効。

-n 冗長モードをオフにする こ と を示す。 このスイ ッチはコマン ド  ラ イン内の任意の位置で
指定でき、 それ以降のすべての動作に影響する。 冗長モードはデフォルトでは無効。
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オプシ ョ ンは、 いずれもコマンド  ラインのオプシ ョ ンの位置で有効とな り、 別
のオプシ ョ ンによってオーバーライ ド されるまでそのまま有効です。 たとえば、
次のコマンド  ラインを指定する と、 カレン ト  ディ レ ク ト リにある  .dtd、
.class、 および .mfl ファ イルがすべてインポート されますが、 .class ファ イル
のインポート時にのみ、 冗長モードが有効にな り ます。

java com.bea.wlxt.repository.Import *.dtd -v *.class -n *.mfl

インポー ト される ドキュ メ ン トの文書型は、 次の表に示すよ うに、 ドキュ メ ン ト
のファ イル名の拡張子から抽出されます。

-f 以後の全ファ イルの親フォルダを指定する省略可能なスイ ッチ。 -f ス イ ッチを複数指定
する と インポート実行中にフォルダを変更できる。 デフォルトでは、 ドキュ メ ン トは リ

ポジ ト リのルート  フォルダにインポート される。 -f スイ ッチの特別な引数 @ によ り、
ルート  フォルダを指定できる。 -f スイ ッチで指定されるフォルダ名は、 常に リポジ ト リ
のルート  フォルダからの絶対パス名である。 パスの内部のフォルダ名はフォワード  ス
ラ ッシュ （/） で区切る必要がある。

-t 以後の全ファ イルのデフォルト  タ イプを指定する省略可能なスイ ッチ。 ドキュ メ ン トの
タ イプがファ イル拡張子から判別できない場合、 デフォル ト  タイプがドキュ メ ン トに割
り当てられる。 有効な値は .mfl、 .dtd、 .class、 .xsl、 および .xsd。

files インポート対象の 1 つまたは複数のファ イル名を示す。 シェルやオペレーティング  シス
テムでサポート されるワイルドカード文字を使用できる。

表 5-1  Import コマンドのオプション

オプ

ション

説明

表 5-2  サポート対象の文書型と拡張子

ファイル拡張子 割り当てられる文書型

.dtd DTD

.xsd XML スキーマ

.mfl MFL

.class Java ク ラス

.xsl Extensible Stylesheet Language
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他の拡張子 デフォルト  タ イプ （MFL がデフォル ト ）

表 5-2  サポート対象の文書型と拡張子

ファイル拡張子 割り当てられる文書型
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[Select document to retrieve] ダイアログ 
ボックスと  [Store Document] ダイアログ 
ボックスの使用法

次のダイアログ ボッ クスを使用して、 リ ポジ ト リ  ドキュ メ ン ト を取り出した り
保存した り します。

� [Select document to retrieve] ダイアログ  ボッ クス

� [Store Document] ダイアログ ボッ クス

次の図に、 [Select document to retrieve] ダイアログ ボッ クスを示します。

図 5-4   [Select document to retrieve] ダイアログ ボックス

次の図に、 [Store Document] ダイアログ ボッ クスを示します。 このダイアログ  
ボッ ク スは、 [Select document to retrieve] ダイアログ ボッ クス とは、 新しいド
キュ メ ン ト名、 説明、 およびメモを入力できる とい う点でのみ異な り ます。
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[Select document to retrieve] ダイアログ ボッ クスと  [Store Document] ダイアログ
図 5-5   [Store Document] ダイアログ ボックス

次の表に、 [Select document to retrieve] ダイアログ ボッ クス と  [Store Document] 
ダイアログ  ボッ クスの各要素について説明します。

表 5-3  [Select document to retrieve] ダイアログ ボックスと  [Store Document] ダイアログ ボッ

クスの要素

フ ィールド、 アイコン、 ボ

タン

定義

 [現在のフォルダ ] フ ィールド カレン ト  リ ポジ ト リ  フォルダの名前を表示する。

[親フォルダ ] アイコン カレン ト  フォルダが リポジ ト リのルート  フォルダでない場合に、
カレン ト  フォルダの親へと上に移動する と きにク リ ッ クする。

[ルート  フォルダ ] アイコン リポジ ト リのルート  フォルダに戻る と き、 ク リ ッ クする。

[ フォルダを作成 ] アイコン カレン ト  フォルダに新規フォルダを作成する と き、 ク リ ッ クする。
リポジ ト リでフォルダがサポート されないと きはこのアイコンは無

効。
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ショート カッ ト  メニューの使い方

[Select document to retrieve] ダイアログ  ボッ クスまたは [Store Document] ダイア
ログ  ボッ クスで、 フォルダまたはドキュ メン ト を右ク リ ッ クする と、 シ ョー ト
カッ ト  メニューが表示され、 名前変更、 削除、 または選択したオブジェク ト の
プロパティの表示および更新が可能にな り ます。 次の図に、 シ ョー ト カッ ト  メ
ニューを示します。

[Contents] フ ィールド カレン ト  フォルダの フォルダと  MFL ドキュ メ ン ト を一覧して表
示。 リ ス トにある各エン ト リの前にはオブジェ ク トのタ イプを示す

アイコンが表示される。 リ ス ト でエン ト リ を選択する と、 [名前 ]、
[説明 ]、 および [ メモ ] フ ィールドに、 そのエン ト リの関連情報が
表示される。 フォルダをダブルク リ ッ クする と、 カレン ト  フォルダ
になる。 [Select document to retrieve] ダイアログ ボッ クスで MFL ド
キュ メ ン ト をダブルク リ ッ クする と、 そのドキュ メ ン トが Format 
Builder で開かれる。

[名前 ] フ ィールド フォルダまたはドキュ メ ン トの名前。

[説明 ] フ ィールド フォルダまたはドキュ メ ン トの説明

[ メモ ] フ ィールド フォルダまたはドキュ メ ン トに付けられたメモ。

[検索 ] ボタン /[ ス ト ア ] ボタ
ン

[Select document to retrieve] ダイアログ ボッ クスで、 [検索 ] をク
リ ッ クする と、選択したドキュ メ ン トが Format Builder で開かれる。
[Store Document] ダイアログ ボッ クスで、 [ ス ト ア ] をク リ ッ クする
と、 アクテ ィブなドキュ メ ン トが リポジ ト リに格納される。 フォル

ダが選択されている と き、 [検索 ] または [ ス ト ア ] ボタンをク リ ッ
クする と、 そのフォルダがカレン ト  フォルダになる。

[取消し ] ボタン ク リ ッ クする と、 変更が適用されずにダイアログ  ボッ クスが
閉じる。

表 5-3  [Select document to retrieve] ダイアログ ボックスと  [Store Document] ダイアログ ボッ

クスの要素 （続き）

フ ィールド、 アイコン、 ボ

タン

定義
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[Select document to retrieve] ダイアログ ボッ クスと  [Store Document] ダイアログ
図 5-6   [Store Document] のショート カッ ト  メニュー

表 5-4  ショート カッ ト  メニュー コマンド

コマンド 説明

[削除 ] [Confirm Delete] ダイアログ ボッ クスを表示する。 [はい ] をク
リ ッ クする とオブジェ ク トが削除され、 [いいえ ] をク リ ッ クする
と操作が取り消される。

[名前を変更
]

[Rename Document] ダイアログ ボッ クスが表示される。 新しい名
前を入力して  [了解 ] をク リ ッ ク し、 ド キュ メ ン トの名前を変更す
るか、 または [取消し ] をク リ ッ ク して操作を取り消す。

[プロパテ ィ
]

[ プロパティを変更 ] ダイアログ ボッ クスを表示する。 必要に応じ
て、 [説明 ] フ ィールドや [ メモ ] フ ィールドを修正し、 [OK] をク
リ ッ クして更新するか、 [取消し ] をク リ ッ ク して操作を取り消す。
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6 実行時コンポーネン トの使用法

WebLogic Integration は、 com.bea.wlxt ク ラスを使用して、 実行時データ変換
をサポート します。 この章では、 このク ラスを  Java ク ラス と呼びます。 Java ク
ラスでは、バイナ リ  フォーマッ ト と  XML フォーマッ ト との間のデータ変換にさ
まざまな方法が使用されます。 この Java ク ラスは、 BPM (Business Process 
Management) のワークフローから開始される  WebLogic Server を使用して EJB に
デプロイするか、 任意の Java アプ リ ケーシ ョ ンに統合できます。

データ変換 Java ク ラスには、 バイナ リ  データを  XML に変換する  parse() メ
ソ ッ ドがいくつかあ り ます。 また、 データ変換実行時コンポーネン ト には、

XML データをバイナ リ  フォーマッ トに変換する  serialize() メ ソ ッ ド もい く
つかあ り ます。バイナ リ  データ  フォーマッ トは MFL ドキュ メ ン ト を通じて記述
されます。 WebLogic Integration では、 MFL ドキュ メン ト を使用してバイナリ  
データを  XML から読み込み、 XML に書き込みます。 MFL ドキュ メ ン トは 
parse() メ ソ ッ ドまたは serialize() メ ソ ッ ドで URL を使用して指定します。

以下の節では、 WebLogic Integration 実行時データ変換ツールを使用してバイナ
リ  データを  XML に解析し、 XML をバイナ リにシ リ アライズする方法を示すサ
ンプル コードを示します。

� バイナリから  XML へ

� XML からバイナ リへの変換

� XML から  XML への変換

バイナリから  XML へ

次のコード  リ ス ト では、 parse() メ ソ ッ ドを使用してバイナリ  データ  ファ イル
を  XML に解析しています。
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コード  リスト  6-1   バイナリから XML への Parse() メソッ ドのサンプル

1 import com.bea.wlxt.*;
2 import org.w3c.dom.Document;
3 import java.io.FileInputStream;
4 import java.net.URL;
5 
6 public class Example
7 {
8  public static void main(String[ ] args)
9  {
10   try
11   {
12    WLXT wlxt = new WLXT();
13    URL mflDocumentName = new URL(“file:mymfl.mfl”);
14    FileInputStream in = new FileInputStream(“mybinaryfile”);
15
16    Document doc = wlxt.parse(mflDocumentName, in, null);
17    String xml = wlxt.getXMLText(doc, 0, 2);
18    System.out.println(xml);
19   }
20    catch (Exception e)
21  {
22    e.printStackTrace(System.err);
23  }
24 }
25}

このコードの次のシーケンスに注意して ください。

1. 行 12 で、 Java ク ラスの新しいインスタンスがインスタンス化されています。

2. 行 13 で、 以前に Format Builder で作成された MFL ファ イルの URL 
(Uniform Resource Locator) が作成されています。

3. 行 14 および 15 で、 mybinaryfile のバイナリ  データに対する  
FileInputStream が作成されています。

4. 行 16 で MFL ドキュ メ ン トの URL およびバイナリ  データのス ト リームが、
parse メ ソ ッ ドに渡されています。

5. 行 17 以降で、 parse メ ソ ッ ドによ り、 バイナ リ  データが W3C Document オ
ブジェ ク トのインスタンスにコンバート されます。 このインスタンスは、 さ

らに getXMLText() メ ソ ッ ドを使用して XML テキス ト にコンバート されま
す （別の方法と して、 parse メ ソ ッ ドによ り、 バイナリ  データを  W3C 
Document オブジェ ク トのインスタンスにコンバート した後、 W3C DOM 
API を通じてそのオブジェク ト を直接操作する こ と もできる）。
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DTD を参照する XML 生成

WebLogic Integration のデータ変換ツールの parse() メ ソ ッ ドを使用して、DTD 
(Document Type Definition : 文書型定義 ) または XML スキーマで生成された 
XML ドキュ メン ト内で DTD または XML スキーマへの参照を含むこ とができま
す。 次のリ ス トは、 この機能を示します。

コード  リス ト  6-2    DTD 参照による XMLの生成のサンプル

1 import com.bea.wlxt.*;
2 import org.w3c.dom.Document
3 import java.io.FileInputStream;
4 import java.net.URL;
5
6 public class Example2
7 {
8  public static void main(String[ ] args)
9  {
10   try
11   {
12     WLXT wlxt = new WLXT();
13     URL mflDocumentName = new URL(“file:mymfl.mfl”);
14     FileInputStream in = new FileInputStream(“mybinaryfile”);
15
16     Documentdoc=wlxt.parse(mflDocumentName,in,"mydtd.dtd",
17     null);String xml = wlxt.getXMLText(doc, 0, 2);
18     System.out.println(xml);
19   }
20     catch (Exception e)
21   {
22     e.printStackTrace(System.err);
23   }
24  }
25 }

コード  リ ス ト 6-1 と  コード  リ ス ト 6-2 とでは、違いが見られるのは、行 16 だけ
です。 つま り、 この行 16 では、 DTD ファ イル （mydtd.dtd） を指定できる別の 
parse メ ソ ッ ドが呼び出されているため、 生成される  XML ドキュ メ ン ト では、
DTD ファ イルが参照されます。 次の例では、 生成される  XML ドキュ メ ン トの 
DOCTYPE ステー ト メ ン ト を示します。 こ こでは、 mydtd.dtd を参照しています。

<?xml version=”1.0”?>
<!DOCTYPE someRootNode SYSTEM ‘mydtd.dtd’>
WebLogic Integration データ変換 6-3



6 実行時コンポーネン トの使用法
このよ う な parse メ ソ ッ ドによ り、 生成される  XML に XML スキーマを参照さ
せるこ とができます。

Debug Writer の指定 

WebLogic Integration でサポート されるすべての parse() メ ソ ッ ドでは、 最後の
パラ メータ と して、 PrintWriter を渡すこ とができます。 このパラ メータが null で
ない場合、WebLogic Integration はデバッグ メ ッセージを指定した  PrintWriter に
印刷します。 MFL ドキュ メ ン ト とバイナ リ  データが一致しないと き変換をデ
バッグする必要がある場合に、 この印刷が役立ちます。

デバッグ メ ッセージを印刷した くない場合、 前のリ ス トに示すよ うに、 このパ
ラ メータに null を渡します。

コード  リスト  6-3   Debug Writer を渡す例

1 import com.bea.wlxt.*;
2 import org.w3c.dom.Document
3 import java.io.FileInputStream;
4 import java.io.PrintWriter;
5 import java.net.URL;
6 
7 public class Example2
8 {
9  public static void main(String[ ] args)
10 {
11   try
12   {
13     WLXT wlxt = new WLXT();
14     URL mflDocumentName = new URL(“file:mymfl.mfl”);
15     FileInputStream in = new FileInputStream
16     (“mybinaryfile”);
17     Document doc=wlxt.parse(mflDocumentName,in,new
       PrintWriter(System.out,true));
18     String xml = wlxt.getXMLText(doc, 0, 2);
19     System.out.println(xml);
20   }
21     catch (Exception e)
22   {
23     e.printStackTrace(System.err);
24   }
25  }
26 }
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行 17 で、 parse() メ ソ ッ ドの最後のパラ メータ と して、 PrintWriter オブジェク
トが System.out PrintStream から呼び出されます。 このオブジェ ク トの呼び出
しによ り、 次のよ う なデバッグ  メ ッセージがコンソールに表示されます。

コード  リス ト  6-4   デバッグ出力

Parsing FieldFormat NAME at offset 0
  Field NAME Found delimiter [;]
  Field NAME type String offset 0 value=[John Doe]
Done FieldFormat NAME
Group PAYINFO repeat until delim=[*]
  Parsing 1st instance of StructFormat PAYINFO at offset 18
    Parsing FieldFormat PAYDATE at offset 18
.
.
.

XML からバイナリへの変換

次のサンプル コード  リ ス トは、 WebLogic Integration ツールを使用して XML テ
キス ト をバイナ リ  フォーマッ トにコンバートする方法を示します。

コード  リス ト  6-5   XML からバイナリへの変換のサンプル

1 import com.bea.wlxt.*;
2 import java.io.FileInputStream;
3 import java.io.FileOutputStream;
4 import java.net.URL;
5 
6 public class Example4
7 {
8  public static void main(String[ ] args)
9  {
10   try
11   {
12    WLXT wlxt = new WLXT();
13    URL mflDocumentName = new URL(“file:mymfl.mfl”);
14    FileInputStream in = new FileInputStream(“myxml.xml”);
15    FileOutputStream out = new FileOutputStream(“mybinaryfile”);
16   
17    wlxt.serialize(mflDocumentName, in, out, null);
18    out.close();
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19   }
20   catch (Exception e)
21   {
22       e.printStackTrace(System.err);
23   }
24  }
25 }

このコードの次のシーケンスに注意して ください。

1. 行 12 で、 Java ク ラスの新しいインスタンスが作成されています。

2. 行 13 で、 MFL ファ イルの URL が作成され、 XML テキス ト を含むファ イル
に対する  FileInputStream が作成されています。

3. FileOutputStream もインスタンス化され、 XML からバイナ リへの変換に
よって生成される。 バイナ リ  データが格納されます。

4. 行 17 では serialize() メ ソ ッ ドが呼び出され、 FileInputStream 'in' 
(myxml.xml) に含まれる  XML データが、 'mymfl.mfl' に記述されるバイ
ナ リ  フォーマッ トに変換されます。 生成される このバイナ リ  データは 
FileOutputStream ‘out’ ( ファ イル ‘mybinaryfile’) に書き込まれます。

 ドキュメン ト  オブジェク トのバイナリ  フォーマッ
トへの変換

次のサンプル リ ス ト は、 W3C ドキュ メ ン ト  オブジェク ト をバイナ リ  フォー
マッ トに変換する方法を示します。

コード  リス ト  6-6   ドキュメン ト  オブジェク トのバイナリ  フォーマッ トへの変換

1  import com.bea.wlxt.*;
2  import java.io.FileOutputStream;
3  import java.net.URL;
4
5 import org.w3c.dom.Document;
6
7  import org.apache.xerces.parsers.DOMParser;
8
9  public class Example5
6-6 WebLogic Integration データ変換



XML からバイナリへの変換
10  {
11    public static void main(String[] args)
12    {
13       // XML をドキュメント オブジェクトに解析する
14       Document doc = null;
15       try
16       {
17         DOMParser parser = new DOMParser();
18         parser.parse("myxml.xml");
19         doc = parser.getDocument();
20       }
21       catch (Exception e)
22       {
23         e.printStackTrace(System.err);
24         System.exit(1);
25       }
26
27       try
28       {
29         WLXT wlxt = new WLXT();
30         URL mflDocumentName = new URL("file:mymfl.mfl");
31         FileOutputStream out = new
           FileOutputStream("mybinaryfile");
32
33         wlxt.serialize(mflDocumentName, doc, out, null);
34    out.close();
35       }
36       catch (Exception e)
37       {
38       e.printStackTrace(System.err);
39       }
40    }
41  }

このサンプルは、 Java ク ラスの serialize() メ ソ ッ ドにドキュ メ ン ト  オブジェ
ク ト を 指定する方法を示します。 アプ リ ケーシ ョ ンにすでに Document オブジェ
ク ト形式の XML が含まれる場合や、 DOM API を使用して Document オブジェ
ク ト が作成済みであればこの方法が便利です。 行 14 ～ 25 では、 ファ イル 
myxml.xml に含まれる  XML テキス トが XML パーサを使用して Document オブ
ジェ ク トに変換されます。 このドキュ メ ン ト  オブジェ ク トは行 33 に渡され、
MFL ファ イル 「mymfl.mfl」 によって指定されたバイナリ  フォーマッ ト にコン
バート されます。
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Debug Writer の指定

serialize メ ソ ッ ドは、 デバッグ  メ ッセージのロギング用の PrintWriter パラ メー
タ指定もサポート します。 PrintWriter オブジェ ク トで serialize メ ソ ッ ドを呼び出
すサンプルを次に示します。

wlxt.serialize(mflDocumentName, in, out, new
   PrintWriter(System.out, true));

この呼び出しによ り、 コンソールには、 デバッグ  メ ッセージが、 次のよ うに表
示されます。

コード  リスト  6-7   デバッグ出力

Processing xml and mfl nodes tcp1
Processing xml node NAME
Checking MFL node NAME
Found matching MFL node NAME
Writing field NAME value John Doe
Processing xml node PAYINFO
Checking MFL node PAYINFO

 XML から  XML への変換

WebLogic Integration データ変換ツールには、XSLT を介して XML を変換する メ
ソ ッ ド もあ り ます。 XSLT は、 このよ うの変換のために設計された言語です。
Java ク ラスは、 XSLT スタイルシート を  XML ドキュ メ ン ト に適用する  
transform() メ ソ ッ ドを提供します。 XSLT スタイルシートは、 XML ドキュ メ
ン トのノードで実行される変換を記述する  XML ドキュ メン ト です。 スタイル
シート を使用すれば、 XML ドキュ メ ン ト を  HTML、 PDF、 または別の XML 固
有言語に変換できます。

次のサンプル コード  リ ス トは、 Java ク ラスによって提供される メ ソ ッ ドの 1 つ
を使用した XML ドキュ メ ン ト の変換方法を示します。
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コード  リス ト  6-8   XML から  XML への変換

1  import com.bea.wlxt.*;
2  import java.io.FileInputStream;
3  import java.io.FileOutputStream;
4  import java.net.URL;
5
6  import org.xml.sax.InputSource;
7
8  public class Example7
9  {
10    public static void main(String[] args)
11    {
12
13       try
14       {
15         WLXT wlxt = new WLXT();
16         URL stylesheet = new URL("file:mystylesheet.xsl");
17         FileInputStream in = new FileInputStream("myxml.xml");
18         FileOuputStream out = new FileOutputStream
19         (“myoutputfile”)
20
21         wlxt.transform(new InputSource(in), out, stylesheet);
22
23         out.close();
24       }
25       catch (Exception e)
26       {
27       e.printStackTrace(System.err);
28       }
29    }
30  }

このコードの次のシーケンスに注意して ください。

1. 行 15 で WLXT のインスタンスが作成されます。

2. 行 16 で、 すでに作成されている  XSLT スタイルシートの URL が作成されま
す。

3. 行 17 で、、 XML テキス ト を含むファ イルに対して  FileInputStream が作成
されます。

4. XSLT 変換によって作成されるテキス ト に対する  FileOutputStream も作成
されます。
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5. 行 21 で Java ク ラスの transform() メ ソ ッ ドが呼び出され、 myxml.xml 
ファ イル内の XML が、 mystylesheet.xsl スタイルシートに従って変換さ
れます。 変換の出力は myoutputfile ファ イルに書き込まれます。

初期化メソッ ド

Java ク ラスは、 MFL ドキュ メ ン ト と  XSLT スタイルシート を前処理するための
メ ソ ッ ドをい くつか提供します。 これらのドキュ メン ト が前処理される と、 内部

的にキャ ッシュされ、 parse()、 serialize()、 または transform() メ ソ ッ ド
で参照される と きに再利用されます。 MFL ドキュ メ ン トや XSLT スタイルシー
トが事前に処理されてキャ ッシュされるため、 前処理によ り、 これらのメ ソ ッ ド

のパフォーマンスは大幅に改善されます。 この方法は、 同じ  MFL ドキュ メ ン ト
や XSLT スタイルシートが繰り返し使用される  EJB オブジェ ク ト 、 またはサー
ブレ ッ ト でデータ変換が使用される と きに特に便利です。

Java ク ラスでは、 java.util.Properties オブジェ ク ト または Properties ファ イ
ルのファ イル名をパラ メータに使用する  init() メ ソ ッ ドが 2 つ提供されます。
この init() メ ソ ッ ドは、 WLXT.stylesheets および WLXT.MFLDocuments のプ
ロパテ ィを  Properties オブジェ ク ト から取り出します。 各プロパテ ィには前処理
とキャッシュの対象となる ドキュ メ ン ト をカンマで区切った リ ス ト が含まれる こ

とになっています。 これらのドキュ メン ト が後で parse()、 serialize()、 また

は transform() メ ソ ッ ドで参照される場合、 前処理されたバージ ョ ンがキャッ
シュから取り出されます。

次のサンプル リ ス ト は、 init() メ ソ ッ ドを使用して、 Java ク ラスのインスタン
スを初期化する方法を示します。

コード  リスト  6-9   myconfig.cfg プロパティ  ファイル

WLXT.MFLDocuments=file:mymfl.mfl
WLXT.stylesheets=file:mystylesheet.xsl
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コード  リス ト  6-10   myconfig.cfg ファイルを使用した init() メソッ ドのサンプ
ル ソース コード

1  import com.bea.wlxt.*;
2  import java.io.FileInputStream;
3  import java.io.FileOutputStream;
4  import java.net.URL;
5
6  import org.xml.sax.InputSource;
7  import org.w3c.dom.Document;
8
9  public class Example8
10  {
11    public static void main(String[ ] args)
12    {
13
14      WLXT wlxt = null;
15
16      // プロパティ ファイルを使用して WLXT を初期化する
17      try
18      {
19        wlxt = new WLXT();
20        wlxt.init("myconfig.cfg");
21      }
22      catch (Exception e)
23      {
24        e.printStackTrace(System.err);
25      }
26
27      // バイナリ データを XML に解析する
28       Document doc = null;
29       try
30      {
31        URL mflDocumentName = new URL("file:mymfl.mfl");
32        FileInputStream in = new FileInputStream("mybinaryfile");
33
34        doc = wlxt.parse(mflDocumentName, in, null);
35      }
36       catch (Exception e)
37      {
38       e.printStackTrace(System.err);
39      }
40
41       try
42      {
43        URL stylesheet = new URL("file:mystylesheet.xsl");
44        FileOutputStream out = new FileOutputStream
45        (“myoutputfile”)
46
47        wlxt.transform(doc, out, stylesheet);
48
49        out.close();
50      }
51      catch (Exception e)
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52      {
53        e.printStackTrace(System.err);
54      }
55    }
56  }

行 20 では、 init() メ ソ ッ ドによ り、 myconfig.cfg ファ イルでリ ス ト されたド
キュ メ ン ト をオブジェ ク トが前処理します。 このため、 2 つのドキュ メ ン ト
（MFL ドキュ メ ン ト と スタイルシート ） は、 処理が済んでおりオブジェ ク ト内に
キャ ッシュされてから、 次のよ うに指定されます。

� MFL ドキュ メ ン トは前処理されてから、 行 34 で、 parse() メ ソ ッ ド内で指
定される。

� スタイルシートは前処理されてから、 行 46 で、 transform() メ ソ ッ ドの呼
び出し時に指定される。

Java API のマニュアル

Java ク ラスの使用法に関する詳しい説明については、 WebLogic Integration 
Javadoc で com.bea.wlxt を参照して ください。 Javadoc は、 WebLogic 
Integration をインス トールしたディ レク ト リの下にある  docs\apidocs ディ レク
ト リにもあ り ます。

Business Process Management への実行時プラ
グイン

Business Process Management (BPM) の Data Integration プラグインは、 従来のシ
ステムで使用されていたバイナリ  フォーマッ ト と  XML との間でのデータ変換を
サポートする こ とによ り、 アプ リ ケーシ ョ ン間での情報交換を簡単にします。 言

い換えれば、 Data Integration プラグインが提供する  BPM アクシ ョ ンを使用し
て、 XML とバイナ リ間での変換機能にアクセスできます。

また、 Data Integration プラグインは、 次の機能も提供します。

� バイナリ  フォーマッ ト でのイベン ト  データ処理
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� MFL ドキュ メ ン トのイン メモ リ  キャッシュおよび変換オブジェ ク ト  プール
（両方の機能によ りパフォーマンスが向上する）

� バイナリ  データを編集して表示するための BinaryData 変数型

� 完全の独立したワークフロー定義パッケージのエクスポート

� WebLogic Server ク ラスタ環境での実行

次の図に、 WebLogic Integration Data Integration ツールと  BPM の関係を示しま
す。

図 6-1   BPM への実行時プラグイン

開始   完了
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A サポート されるデータ型

WebLogic Integration は、 次のデータ型をサポート します。

� MFL のデータ型

� COBOL Copybook Importer データ型

� メ タデータのインポートからの C Structure Importer

この節では、 これらのデータ型について説明します。

MFL のデータ型

表 A-1 では WebLogic Integration によってサポート される  MFL データ型を一覧
で表記しています。 これらの型は、 FieldFormat 要素の type属性に指定されま

す。

表 A-1  サポート される MFL データ型

データ型 説明 例

バイナリ （Base64 エンコーディン

グ）

任意の文字の値を入力できる。 長

さ、 長さフ ィールド、 区切り記号、

または区切り記号フ ィールドが必

要。 このフ ィールドの結果の XML 
データは、 Base64 を使用してエン

コード される。

なし

バイナリ （16 進エンコーディング） 任意の文字の値を入力できる。 長

さ、 長さフ ィールド、 区切り記号、

または区切り記号フ ィールドが必

要。 このフ ィールドの結果の XML 
データは、 Base16 を使用してエン

コード される。

なし
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DateTime: MM/DD/YY hh:mm 日付と時刻を定義する文字列。 01/22/00 12:24

DateTime: MM/DD/YY hh:mi AM 日付と時刻を定義する文字列。 01/22/00 12:24 AM

DateTime: MM/DD/YY hh:mm:ss 日付と時刻を定義する文字列 01/22/00 12:24:00

DateTime: MM/DD/YY hh:mm:ss AM 日付と時刻を定義する文字列。 01/22/00 12:24:00 AM

DateTime: DD/MM/YY hh:mm 日付と時刻を定義する文字列。 22/01/00 12:24

DateTime: DD/MM/YY hh:mm AM 日付と時刻を定義する文字列。 22/01/00 12:24 AM

DateTime: DD/MM/YY hh:mm:ss 日付と時刻を定義する文字列。 22/01/00 12:24:00

DateTime: DD/MM/YY hh:mm:ss AM 日付と時刻を定義する文字列。 22/01/00 12:24:00 AM

DateTime: MMDDYYhhmm 日付と時刻を定義する数字列。 0122001224

DateTime: YYYYMMDDhhmmss YYYYMMDDHHMISS フォーマッ トの 
14 バイ トの数字列。 基本 データ型

を指定可能。

DateTime: MMDDYYhhmmss 日付と時刻を定義する数字列。  012200122400

Date: DDMMMYY 日付を定義する文字列。 22JAN00

Date: DDMMMYYYY 日付を定義する文字列。 22JAN2000

Date: DD/MM/YY 日付を定義する文字列。 22/01/00

Date: DD/MM/YYYY 日付を定義する文字列。 22/01/2000

Date: DD-MMM-YY 日付を定義する文字列。 22-JAN-00

Date: DD-MMM-YYYY 日付を定義する文字列。 22-JAN-2000

Date: MMDDYY 日付を定義する  6 桁の数字列。 012200

Date: MMDDYYYY 日付を定義する  8 桁の数字列。 01222000

表 A-1  サポート される MFL データ型 （続き）

データ型 説明 例
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MFL のデータ型
Date: MM/DD/YY 日付を定義する文字列。 01/22/00

Date: MM/DD/YYYY 日付を定義する文字列。 01/22/2000

Date: MMM-YY 日付を定義する文字列。 JAN-00

Date: MMM-YYYY 日付を定義する文字列。 JAN-2000

Date: MMMYY 日付を定義する文字列。 JAN00

Date: MMMYYYY 日付を定義する文字列。 JAN2000

Date: MMMDDYYYY 日付を定義する文字列。 JAN222000

Date: YYYYMMDD YYYYMMDD フォーマッ トの 8 バイ

トの数字列。 文字のエンコーディ

ングを示すために、 文字列または 
EBCDIC タイプの基本データを指

定できる。

Date: Wed Nov 15 10:55:37 CST 2000 Java プラ ッ ト フォームのデフォル

ト日付フォーマッ ト

'WED NOV 15 10:55:37 
CST 2000'

EBCDIC IBM の EBCDIC (Extended Binary 
Coded Decimal Interchange Code) の
文字列。 長さ、 長さフ ィールド、

区切り記号、 または区切り記号

フ ィールドが必要。

フ ィ ラー XML に変換されないバイ ト  シー
ケンス。 バイナリ  データを  XML 
に変換する と きは、 このデータ  
フ ィールドは省略される。 XML を
バイナリ  データに変換する と き、

このフ ィールドには一連のスペー

スでバイナリ出力ス ト リームに書

き込まれる。

浮動小数点 :  4 バイ ト 、 ビッグ エン

ディアン

IEEE 標準 754 に準拠する  4 バイ ト  
ビッグ エンディアンの浮動小数点

数。

表 A-1  サポート される MFL データ型 （続き）

データ型 説明 例
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A サポート されるデータ型
浮動小数点 : 4 バイ ト、 リ トル エン

ディアン

IEEE 標準 754 に準拠する  4 バイ ト  
リ トル エンディアンの浮動小数点

数。

浮動小数点 :  8 バイ ト 、 ビッグ エン

ディアン

IEEE 標準 754 に準拠する  8 バイ ト  
ビッグ  エンディアンの浮動小数点

数。

浮動小数点 :  8 バイ ト 、 リ トル エン

ディアン

IEEE 標準 754 に準拠する  8 バイ ト  
リ トル エンディアンの浮動小数点

数。

浮動小数点

IBM 4 バイ ト

IBM 8 バイ ト

IBM のメ インフレーム用浮動小数

点

整数 :  符号付き、 1 バイ ト 1 バイ トの符号付き整数 56 は 0x38 になる。

整数 :  符号なし、 1 バイ ト 1 バイ トの符号なし整数 128 は 0x80 になる。

整数 :  符号付き、 2 バイ ト 、 ビッグ 
エンディアン

ビッグ  エンディアン  フォーマッ ト

の符号付き  2 バイ ト整数

4660 は 0x1234 になる。

整数 :  符号付き、 4 バイ ト 、 ビッグ 
エンディアン

ビッグ  エンディアン  フォーマッ ト

の符号付き  4 バイ ト整数

 4660 は 0x00001234 に
なる。

整数 :  符号付き、 8 バイ ト 、 ビッグ 
エンディアン

ビッグ  エンディアン  フォーマッ ト

の符号付き  8 バイ ト整数

4660 は 
0x0000000000001234 に
なる。

整数 :  符号なし、 2 バイ ト 、 ビッグ 
エンディアン

ビッグ  エンディアン  フォーマッ ト

の符号なし  2 バイ ト整数

 65000 は 0xFDE8 にな
る。

整数 :  符号なし、 4 バイ ト 、 ビッグ 
エンディアン

ビッグ  エンディアン  フォーマッ ト

の符号なし  4 バイ ト整数

65000 は 0x0000FDE8 に
なる。

整数 :  符号なし、 8 バイ ト 、 ビッグ 
エンディアン

ビッグ  エンディアン  フォーマッ ト

の符号なし  8 バイ ト整数

65000 は 
0x000000000000FDE8 
になる。

表 A-1  サポート される MFL データ型 （続き）

データ型 説明 例
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MFL のデータ型
整数 :  符号付き、 2 バイ ト 、 リ ト ル 
エンディアン

リ トル エンディアン フォーマッ ト

の符号付き  2 バイ ト整数

4660 は 0x3412 になる。

整数 :  符号付き、 4 バイ ト 、 リ ト ル 
エンディアン

リ トル エンディアン フォーマッ ト

の符号付き  4 バイ ト整数

4660 は 0x34120000 に
なる。

整数 :  符号付き、 8 バイ ト 、 リ ト ル 
エンディアン

リ トル エンディアン フォーマッ ト

の符号付き  8 バイ ト整数

4660 は 
0x3412000000000000 に
なる。

整数 :  符号なし、 2 バイ ト 、 リ ト ル 
エンディアン

リ トル エンディアン フォーマッ ト

の符号なし  2 バイ ト整数

65000 は 0xE8FD にな
る。

整数 :  符号なし、 4 バイ ト 、 リ ト ル 
エンディアン

リ トル エンディアン フォーマッ ト

の符号なし  4 バイ ト整数

65000 は 0xE8FD0000 に
なる。

整数 :  符号なし、 8 バイ ト 、 リ ト ル 
エンディアン

リ トル エンディアン フォーマッ ト

の符号なし  8 バイ ト整数

65000 は 
0xE8FD000000000000 
になる。

リ テラル 値の属性の内容によって決定され

る リテラル値。 バイナ リ  データを  
XML に変換する と き、 バイナリ  
データ内の指定された リテラルの

有無が WebLogic Integration で確認
される。 リ テラルは読み込まれる

が、 XML データには変換されな

い。 XML データをバイナリ  
フォーマッ トに変換する際に、 リ

テラルがそのフォーマッ トの一部

と して定義されている場合、

WebLogic Integration によ り、 その

リテラルは最終的なバイナ リ  バイ

ト  ス ト リームに書き込まれる。

数値 数字 （ 0 ～ 9 ） のみを含む文字列。

長さ、 長さフ ィールド、 区切り記

号、 または区切り記号フ ィールド

が必要。

表 A-1  サポート される MFL データ型 （続き）

データ型 説明 例
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A サポート されるデータ型
パッ ク  10 進数 :  符号付き 符号付きの IBM パッ ク形式。 長

さ、 長さフ ィールド、 区切り記号、

または区切り記号フ ィールドを指

定する必要がある。 長さまたは長

さフ ィールドには、 このフ ィール

ドのサイズをバイ ト数で指定する。

パッ ク  10 進数 :  符号なし 符号なしの IBM パッ ク形式。 長

さ、 長さフ ィールド、 区切り記号、

または区切り記号フ ィールドを指

定する必要がある。 長さまたは長

さフ ィールドには、 このフ ィール

ドのサイズをバイ ト数で指定する。

文字列 文字セッ ト。 長さ、 長さフ ィール

ド、 区切り記号、 または区切り記

号フ ィールドが必要。 「文字列」 の

データ型に対して長さを指定しな

い場合、 長さフ ィールド または区

切り記号が定義され、 区切り記号

と して "\x00" ( ヌル文字 ) を指定
したものと見なされる。

文字列 :  ヌル文字で終了 固定長フ ィールド内の文字列、 オ

プシ ョ ンでヌル文字 （\x00） で終

了。 このフ ィールド型では、

フ ィールドで読み出すデータのサ

イズを決定する長さ属性または長

さフ ィールドが必要。 その後、 こ

のデータのヌル区切り記号の有無

が調べられる。 区切り記号が見つ

かった場合、 その区切り記号の後

のデータは破棄される。 そ うでな

い場合は、 フ ィールドの値と して、

固定長のデータが使用される。

Time: hhmmss 時刻を定義する文字列。 122400

Time: hh:mm AM 時刻を定義する文字列。 12:24 AM

Time: hh:mm 時刻を定義する文字列。 12:24

表 A-1  サポート される MFL データ型 （続き）

データ型 説明 例
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MFL のデータ型
Time: hh:mm:ss AM 時刻を定義する文字列。 12:24:00 AM

Time: hh:mm:ss 時刻を定義する文字列。 12:24:00

ゾーン 10 進数 :  先行符号 符号インジケータが最初のニブル

に含まれる符号付きの IBM ゾーン 
10 進数形式。 長さ、 長さフ ィール

ド、 区切り記号、 または区切り記

号フ ィールドを指定する必要があ

る。 長さまたは長さフ ィールドに

は、 このフ ィールドのサイズをバ

イ ト数で指定する。

ゾーン 10 進数 :  Leading separate 
sign

符号インジケータが最初のバイ ト

に含まれる符号付きの IBM ゾーン 
10 進数形式。 第 1 バイ トには符号

インジケータのみが含まれ、 数値

と分離される。 長さ、 長さフ ィー

ルド、 区切り記号、 または区切り

記号フ ィールドを指定する必要が

ある。 長さまたは長さフ ィールド

には、 このフ ィールドのサイズを

バイ ト数で指定する。

ゾーン 10 進数 :  符号付き 符号付きの IBM ゾーン  10 進数形
式。 長さ、 長さフ ィールド、 区切

り記号、 または区切り記号フ ィー

ルドを指定する必要がある。 長さ

または長さフ ィールドには、 この

フ ィールドのサイズをバイ ト数で

指定する。

表 A-1  サポート される MFL データ型 （続き）

データ型 説明 例
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A サポート されるデータ型
COBOL Copybook Importer データ型

COBOL データ型と  Importer によるサポートの有無を次の表で示します。

ゾーン  10 進数 :  Trailing separate 
sign

符号インジケータが最終バイ トに

含まれる符号付きの IBM ゾーン 10 
進数形式。 最終バイ トには符号イ

ンジケータのみが含まれ、 数値と

分離される。 長さ、 長さフ ィール

ド、 区切り記号、 または区切り記

号フ ィールドを指定する必要があ

る。 長さまたは長さフ ィールドに

は、 このフ ィールドのサイズをバ

イ ト数で指定する。

ゾーン  10 進数 :  符号なし 符号なしの IBM ゾーン  10 進数形
式。 長さ、 長さフ ィールド、 区切

り記号、 または区切り記号フ ィー

ルドを指定する必要がある。 長さ

または長さフ ィールドには、 この

フ ィールドのサイズをバイ ト数で

指定する。

表 A-1  サポート される MFL データ型 （続き）

データ型 説明 例

表 A-2  COBOL のデータ型

COBOL の型 サポートの有無

BLANK WHEN ZERO ( ゾーン 10 進数 ) サポートする

COMP-1、 COMP-2 ( 浮動小数点 ) サポートする

COMP-3、 パッ ク  10 進数 サポートする
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COBOL Copybook Importer データ型
COMP、 COMP-4、 バイナリ （整数） サポートする

COMP、 COMP-4、 バイナリ （固定長） サポートする

COMP-5、 COMP-X サポートする

DISPLAY ( 英数字 ) サポートする

DISPLAY 数値 （ゾーン  10 進数） サポートする

編集済み英数字 サポートする

編集済み浮動小数点数値 サポートする

編集済み数値 サポートする

グループ レコード サポートする

INDEX サポートする

JUSTIFIED RIGHT 無視される

OCCURS ( 固定配列 ) サポートする

OCCURS DEPENDING ( 可変長 ) サポートする

OCCURS INDEXED BY 無視される

OCCURS KEY IS 無視される

POINTER サポートする

PROCEDURE-POINTER サポートする

REDEFINES サポートする

SIGN IS LEADING SEPARATE ( ゾーン  10 進数 ) サポートする

SIGN IS TRAILING ( ゾーン  10 進数 ) サポートする

SIGN IS TRAILING SEPARATE ( ゾーン  10 進数 ) サポートする

SIGN IS LEADING ( ゾーン  10 進数 ) サポートする

表 A-2  COBOL のデータ型 （続き）

COBOL の型 サポートの有無
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A サポート されるデータ型
これらのデータ型のサポートは、 限定されています。 次のいずれかのフォーマッ
ト で提供されたデータは、 符号なし  4 バイ ト整数型にコンバート されます。

� 05 pic 9(5) comp-5

� 05 pic 9(5) comp-x

次のフォーマッ ト で提供されるデータはエラーを発生させます。

� 05 pic X(5) comp-5

� 05 pic X(5) comp-x

上記のサンプルでは、 pic9(5) を  pic x(5) の代わりに使用できます。

次の表に、 これらのデータ型サポートについての 3 つのレベルを定義します。

SYNCHRONIZED 無視される

66 RENAMES 無視される

66 RENAMES THRU 無視される

77 レベル サポートする

88 レベル ( 条件付き ) 無視される

表 A-3  データ型サポートのレベル

サポートの

レベル

定義

サポートする このデータ型は Importer によって正し く解析され、 メ ッセージ 
フォーマッ ト  フ ィールドまたはグループにコンバート される。

サポート しない このデータ型はサポート されず、 Importer によってコピーブッ

クのインポート時にエラーが報告される。

無視される このデータ型は解析され、 メ ッセージ  フォーマッ トにコ メ ン ト

が追加される。 対応するフ ィールドやグループは作成されない。

表 A-2  COBOL のデータ型 （続き）

COBOL の型 サポートの有無
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メ タデータのインポー トからの C Structure Importer
ベンダ固有の一部の拡張子は、 Importer で認識されません。 ただし、 ANSI 標準 
COBOL に準拠するコピーブッ ク  ステー ト メ ン トは正し く解析されます。 IBM 
のメ インフレーム モデルを基にした Importer のデフォル ト  データ  モデルを  
Format Builder で変更する こ とで、 文字セッ トやデータのエンディアン特性を補
正できます。

これらのフ ィールドは特定のデータ型と して容易に識別できますが、 コピーブッ
クをインポートする際、 Importer がこれらのフ ィールドを一般的に識別する こ と
があ り ます。 このためにコピーブッ クの Importer は、 コピーブッ ク内の各
フ ィールドに対してコ メ ン ト を作成します。 MFL データを編集する際、 この情
報は有用で、 元のコピーブッ クのフォーマッ トの改善に役立ちます。 たとえば、
元のコピーブッ クに次のエン ト リがある と します。

05 birth-date    picxx/xx/xx

コピーブッ クがインポート された後、 このエン ト リは、 8 バイ ト長の EBCDIC 型
のフ ィールドに表示されます。 よ く調べる と、 このエン ト リが、 次のいずれかの
方法でフォーマッ トできる日付である こ とがわかり ます。

� MM/DD/YY

� DD/MM/YY

メ タデータのインポートからの C Structure 
Importer

C Structure Importer では、匿名ユニオン、 ビッ ト フ ィールド、 またはインラ イン 
アセンブラ  コードを含むファ イルは解析されません。 以下のサポート されない
構造体のサンプルは #include <windows.h> ステー ト メ ン ト を含む hello.c 
ファ イルのプリプロセッサ出力からのものです。

� 匿名ユニオン

#line 353 “e:\\program files\\microsoft visual 
studio\\vc98\\include\\winnt.h”
typedef union_LARGE_INTEGER{
  struct {
    DWORD LowPart;
    LONG HighPart;
  };
  struct {
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A サポート されるデータ型
    DWORD LowPart;
    LONG HighPart;
  } u;
#line 363 “e:\\program files\\microsoft visual 
studio\\vc98\\include\\winnt.h”
    LONGLONG QuadPart;
} LARGE_INTEGER

� ビッ ト  フ ィールド

typedef struct_LDT_ENTRY {
  WORD LimitLow;
  WORD BaseLow;
  union {
    struct {
      BYTE BaseMid;
      BYTE Flags1;
      BYTE Flags2;
      BYTE BaseHi;
    } Bytes;
    struct
      DWORD BaseMid : 8;
      DWORD Type : 5;
      DWORD Dpl : 2;
      DWORD Pres : 1;
      DWORD LimitHi : 4;
      DWORD Sys : 1;
      DWORD Reserved_0 : 1;
      DWORD Default_Big : 1;
      DWORD Granularity : 1;
      DWORD BaseHi : 8;
    } Bits;
  } HighWord;
} LDT_ENTRY, *PLDT_ENTRY;

� インライン  アセンブラ  コード

_inline ULONGLONG
_stdcall
Int64ShrlMod32(
  ULONGLONG Value,
  DWORD ShiftCount
  )
{
  _asm {
   mov ecx, ShiftCount
   mov eax, dword ptr [Value]
   mov edx, dword ptr [Value+4]
   shrd eax, edx, cl
   shr edx, cl
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メ タデータのインポー トからの C Structure Importer
  }
}
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B カスタム データ型の作成

WebLogic Integration は、 データ統合を行う際、 XML に基づく  MFL (Message 
Format Language : メ ッセージ  フォーマッ ト言語 ) と呼ばれる メ タデータ言語を
使用して、 バイナ リ  データの構造について記述します。 Format Builder はメ タ
データをデータ  ファ イルと して、 すなわち MFL ドキュ メン ト と して作成し、 リ
ポジ ト リ内に維持します。

MFL では、 以下のメ タデータによ りバイナ リ  フ ィールドが記述されます。

� データ型

� 長さ /区切り記号

� 省略可能 /必須

� デフォル ト値

� コード  ページ エンコーディング

この情報のう ち、 データ型が最も重要です。 選択されたデータ型によ り、 有効な
メ タデータ属性とその解釈方法が決ま り ます。

WebLogic Integration の Data Integration コンポーネン トには、 自分だけに必要な
カスタム データ型を作成できるユーザ定義型機能が含まれます。 ユーザ定義型
機能によ り、 これらのカスタム  データ型をデータ変換実行時エンジンにプラグ
インできます。 いったんプラグインされたユーザ定義のデータ型は、 特徴や機能
の面で組み込みデータ型と区別できません。

以下の各節では、 ユーザ定義型の使用法について説明します。

� ユーザ定義型のサンプル

� ユーザ定義型の登録

� ユーザ定義型の作成

� Data Integration プラグイン用ユーザ定義型のコンフ ィグレーシ ョ ン

� ユーザ定義型コーディング要件

� com.bea.wlxt.mfl.MFLField ク ラス
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ユーザ定義型のサンプル

次の表では、 ユーザ定義型を使用してインス トールされたサンプル ファ イルに
ついて説明します。 すべてのディ レ ク ト リ名は、 WebLogic Integration サンプル 
ディ レク ト リ （SAMPLES_HOME\integration） からの相対パスで示します。 こ

こで、 SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform をインス トールした位置にあるサ
ンプル ディ レク ト リ を示します。

表 B-1  ユーザ定義型のサンプル

ディ レク ト リ ファイル 説明

samples\di\userdef CapString.java 文字列を大文字に変換する

ユーザ データ型のソース

samples\di\userdef Dddmmyy.java 欧州の日付書式をサポートす

るユーザ定義型のソース

samples\di\userdef Makefile サンプル ソースをビルドする
ためのメ イ ク  ファ イル

samples\di\userdef ParseUserDef.java サンプル ユーザ定義型のイン
ス トールと実行時エンジンで

の使用を示すソース

samples\di\userdef readme.txt サンプルをコンパイルして実

行する方法に関する説明

samples\di\userdef sample.data ParseUserData サンプルの
データ

samples\di\userdef sample.mfl ParseUserData サンプルに
関する メ ッセージ  フォーマッ
ト言語 （MFL） フ ァ イル
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ユーザ定義型の登録

新しいユーザ定義型を登録する手順は次のとおりです。

1. [ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0 ｜ Format Builder] を選択して Format Builder を呼び出します。
Format Builder のメ イン ウ ィ ンド ウが表示されます。

2. [Tools｜ User Defined Types] を選択します。 [Add/Remove User Defined 
Types] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 B-1   [Add/Remove User Defined Types] ダイアログ ボックス

3. [Class Name] フ ィールドに、 指定した型を実装するク ラスのク ラス名を入力
します。

注意 : 入力するク ラス名には、 必ずモジュールの定義にあるパッケージ名が
含まれます。 また、 命名されたク ラスは、 Format Builder の 
CLASSPATH に存在する必要があ り ます。 WebLogic Integration によ り  
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Format Builder がインス トールされる と、 特にユーザ定義型を格納す
るための WLI_HOME/ext ディ レク ト リが作成されます。 こ こで、
WLI_HOME ディ レク ト リは、WebLogic Integration がインス トールされ
ているディ レク ト リです。

4. [View] をク リ ッ ク します。 指定されたク ラスに関する情報が、 次のよ うに複
数の表示専用フ ィールドに取り込まれます。

図 B-2   [Add/Remove User Defined Types] ダイアログ ボックス

� [Type Name ] － getTypeName() への呼び出しによって返される。

� [Display Name] －リテラル User Defined: でプレフ ィ ッ クスされた  
getDisplayName() の戻り値。

� [Description] － getDescriptionText() によって戻される。

指定されたク ラスがロードできない場合、 あるいはユーザ定義型の要件に準
拠しない場合には、 エラー メ ッセージが表示されます。 [OK] をク リ ッ ク し  
[Add/Remove User Defined Types] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。
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ユーザ定義型で使用できる必須のインタフェース メ ソ ッ ド と省略可能なイン
タフェース メ ソ ッ ド、 およびユーティ リ テ ィ  メ ソ ッ ドの一覧については、
「ユーザ定義型コーディ ング要件」 を参照して ください。

5. 有効なユーザ定義型が表示されたら、 [Add] をク リ ッ ク して Format Builder 
内で使用できるよ うにします。

新しいデータ型を定義する と、 フ ィールドの詳細ウ ィ ンド ウの [Type] ド ロ ップ
ダウン リ ス ト に新しい表示名が表れます。 [Type] ド ロ ップダウン リ ス ト  ボッ ク
スに表示されるユーザ定義型にはすべて、 [DisplayName] テキス ト  フ ィールド と
同じよ うに [User Defined] のプレフ ィ ッ クスが付きます。

Format Builder は、ユーザ定義型で示される正確な型を認識できないので、 XML 
出力のコンテンツ  モデルの記述のために生成される  XML スキーマでは、
xsd::string 型を使用してユーザ定義型を表します。

このデータ型を使用するこ とは、 Format Tester にも影響を及ぼします。 ユーザ
定義型を含む MFL ドキュ メン ト に対するデータを生成する場合、 文字列データ
が対応するフ ィールドに対して生成されます。 生成されたデータは、 ユーザ定義
型に応じて解析できるよ うに調整する必要があ り ます。

ユーザ定義型の作成

データ変換エンジンへのインタフェースは Java プログラムによって呼び出され
る  API です。 プロセス  エンジンの新しいユーザ定義型の作成は、
com.bea.wlxt.WLXT ク ラスの静的メ ソ ッ ドによって実行されます。

データ変換エンジンでのユーザ定義型のインス トールは永続的ではあ り ません。
現在の JVM プロセスが終了する と、 ユーザ定義型のコンフ ィ グレーシ ョ ン情報
は破棄されます。 そのため、 スタンドアロン エンジンを使用するク ラ イアン ト
では、 各プログラムの開始時にユーザ定義型をすべてインス トールする必要があ
り ます。

ユーザ定義型には、 以下のパブ リ ッ ク機能が定義されています。

� public static void addNewDataType(String name, 
Bintype binType)

� name は、 MFL における新しいデータ型の名前を指定する。

� binType は、 新しいユーザ定義型オブジェ ク ト を参照する。
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� public static void removeDataType (String name)

name は、 削除されるデータ型の名前を指定する。

以下の例では、 これらの API を使用してユーザ定義型 CapString をインス トー
ルして削除する方法を示します。

import com.bea.wlxt.WLXT;
import com.bea.wlxt.binType.BinType;

// データ型オブジェクトを作成して、インストールする。
Bintype udt = new CapString();
WLXT.addNewDataType(“UpperCaseString”, udt);

.

.

.

//上でインストールされた udt を削除する。
WLXT.removeDataType(“UpperCaseString”);

Data Integration プラグイン用ユーザ定義
型のコンフ ィグレーショ ン

Business Process Management (BPM) の Data Integration プラグインで使用される
ユーザ定義型は、 WebLogic Integration リポジ ト リに CLASS ドキュ メ ン ト と し
て格納されます。 実行時に、 Data Integration プラグインは必要に応じて リポジ ト
リからユーザ定義データ型のク ラスを読み込みます。 さ らに、 Data Integration プ
ラグインによ り、 アクテ ィブなテンプレー ト をサポートするために必要になる  
MFL と ク ラス  ファ イルがエクスポート されるため、 別の BPM インスタンスで
はテンプレー ト をそのままインポートできます。

Data Integration プラグインは MFL ドキュ メ ン ト と必要なユーザ定義型ク ラスの
両方を実行時にリポジ ト リから取得します。 ク ラス ドキュ メ ン トは、 次のどち
らかの方法を使用して リポジ ト リに格納できます。

� Format Builder からユーザ定義型を リポジ ト リに発行する。

� リポジ ト リ  インポー ト  ユーティ リ テ ィ を使用する。
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ユーザ定義型の Format Builder からリポジト リへ
の発行

ユーザ定義型を リポジ ト リに発行する手順は次のとおりです。

1. [ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0 ｜ Format Builder] を選択して Format Builder を呼び出します。
Format Builder のメ イン ウ ィ ンド ウが表示されます。

2. [Repository｜ Log In] を選択します。 [WebLogic Integration リ ポジ ト リへの
ログイン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 B-3   [WebLogic Integration リポジト リへのログイン ] ダイアログ ボック
ス

3. [ ユーザ名 ] フ ィールドに、 接続用に指定された User ID を入力します。

4.  [ パスワード ] フ ィールドに、 接続用に指定されたパスワードを入力します。

5. [ サーバ [: ポート ]] フ ィールドに、 サーバーの名前とポー ト番号を入力しま
す。

注意 : ログインを 3 回試みて失敗する と、 [WebLogic Integration リポジ ト リ
へのログイン ] ダイアログ ボッ クスが終了し、 ログイン失敗を示す
メ ッセージが表示されます。 失敗した後再度ログインを試みるには、
WebLogic Integration データ変換 B-7



B カスタム データ型の作成
[Repository｜ Log In] を選択して、 [WebLogic Integration リポジ ト リ
へのログイン ] ダイアログ  ボッ ク スを再表示します。

6. [接続 ] をク リ ッ ク します。 ログインに成功する と、 ログイン ウ ィ ンド ウが
閉じ、 Format Builder のタイ トル バーに [WebLogic Integration リ ポジ ト リへ
のログイン ] ダイアログ ボッ クスに入力したサーバ名とポート番号が表示さ
れます。 こ こで、 アクテ ィブな リ ポジ ト リ  メニュー 項目のいずれかにアク
セスできます。

7. [Tools｜ User Defined Types] を選択します。 [Add/Remove User Defined 
Types] ダイアログボッ クスが開きます。

リポジ ト リ との接続が確立されている と、 [Add/Remove User Defined Types] 
ダイアログボッ ク スには登録済みの各ユーザ定義データ型のステータスが表
示され、 リ ポジ ト リに公開できます。 ユーザ定義データ型のリポジ ト リ  ス
テータスは、 登録済みの各ユーザ定義データ型の型名の前にある球型のアイ
コンによって示されます。

図 B-4   [Add/Remove User Defined Types] ダイアログ ボックス

各ユーザ定義型のステータスは、 アイコンの色で示されます。
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8. 登録されている型の一覧から、 公開するク ラスを選択して、 [Publish] をク
リ ッ ク します。 選択したエン ト リのアイコンの色が緑になるはずです。 これ
は、 そのク ラスが リ ポジ ト リの中に正常に格納されたこ と を意味します。

リポジト リ  インポート  ユーティ リティを使用した
ユーザ定義型のリポジト リへの発行

リポジ ト リ  インポー ト  ユーティ リ テ ィ を使用して、 データ変換ユーザ定義型を
含む Java ク ラス  ファ イルをインポートできます。 このためにインポート  ユー
ティ リテ ィ を使用する場合、 ク ラス  ファ イルの名前を、 Import コマンド  ライン
に渡して ください。 た とえばカレン ト  ディ レク ト リのク ラス  ファ イルをすべて
インポートする と きは、 次のよ うに指定します。

java com.bea.wlxt.repository.Import *.class

任意の Java ク ラス  ファ イルを リポジ ト リにインポートできるこ とに注意して く
ださい。 Format Builder で作成されたデータ変換ユーザ定義型ク ラス  ファ イルで
はそ うはいきません。 この機能は、 たとえばユーティ リテ ィ定義型が 
com.bea.wlxt.bintype.Bintype ク ラスを拡張しない追加ク ラス  ファ イルに依
存する場合に有効です。 リポジ ト リ  インポー ト  ユーティ リ テ ィ を使用する こ と
によ り、 これらのユーティ リテ ィ  ク ラスを リポジ ト リに格納できます。 リポジ
ト リでは、 これらのク ラスにはリポジ ト リ  ク ラス  ローダでアクセスできます。

表 B-2  アイコンの色とステータス

アイコンの色 ステータス

緑色 ユーザ定義データ型は、 リポジ ト リに公開されている。

黄色 ユーザ定義データ型は、 リポジ ト リに公開されているが、

ローカルのク ラ ス と リポジ ト リのク ラ スが一致していない。

赤色 ユーザ定義データ型は、 リポジ ト リ内に存在しない。
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ユーザ定義型コーディング要件

ユーザ定義型は com.bea.wlxt.bintype.Bintype 抽象ク ラス、 またはその派生
ク ラスの 1 つを拡張するために必要です。 Bintype ク ラスは、 WebLogic 
Integration の Data Integration コンポーネン トがデータ型との通信に使用する基本
的な枠組みを提供します。 このク ラスは、 バイナ リ  データ型の処理に役立つ
ユーテ ィ リ テ ィ  ルーチンも提供します。 さ らに、 BintypeDate および 
BintypeString とい う  Bintype の 2 つのサブク ラスによ り、 それぞれ日付と文
字列型に関する追加のユーティ リ テ ィ  ルーチンが提供されます。

次のク ラスは、 そのク ラスが提供する必須および省略可能なインタフェース  メ
ソ ッ ド と と もに、 ユーザ定義型で使用できます。

com.bea.wlxt.bintype.Bintype クラス

com.bea.wlxt.bintype.Bintype ク ラスは、 以下の必須メ ソ ッ ド、 省略可能メ
ソ ッ ドおよびユーティ リ テ ィ  メ ソ ッ ドで構成されます。

必須インタフェース ルーチン

WebLogic Integration のユーザ定義データ型ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と きは、
以下のインタフェース  メ ソ ッ ドが必要です。

public String read(InputStream byteStream, MFLField mflField)throws 
BintypeException

このルーチンはデータ値をバイナリ  データ  ス ト リームから読み込むと
きに呼び出されます。 読み込みメ ソ ッ ドによ りデータ型に該当するバイ
ト数が読み取られ、 それが文字列表現に変換され、 文字列値が返されま
す。 mflField パラ メータは、 データ  フ ィールドの属性を示す 
com.bea.wlxt.mfl.MFLField オブジェ ク トへの参照です。

ユーザ定義型によって、 指定されたデータ要素が読み取られない場合、
com.bea.wlxt.bintype.BintypeException が発生したエラーを説明
するテキス ト文字列と と もに返されます。
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public void write(BintypeOutputStream byteStream, MFLField 
mflField, String value)throws BintypeException

書き込みメ ソ ッ ドによ り、 文字列値がバイナリ  データ型のデータ表現に
コンバート され、 バイナ リ出力ス ト リームに書き込まれます。

ユーザ定義型によって、 指定されたデータ要素が正常に書き込まれない
場合、 com.bea.wlxt.bintype.BintypeException が発生したエラー
を説明するテキス ト文字列と一緒に返されます。

省略可能なインタフェース ルーチン

データ変換ユーザ定義データ型ユーティ リ テ ィ を使用する と きは、 以下のインタ
フェース  ルーチンを省略できます。

public boolean canBeFieldType()

ユーザ定義データ型をデータ  フ ィールドの型と して使用できる と きは、
true が返されます。

デフォル ト値 : true

public boolean canBeLenFieldType()

ユーザ定義型を  [Length] フ ィールドのデータ型と して使用できる と き
は、 true が返されます。

デフォル ト値 : true

public boolean canBeTagFieldType()

ユーザ定義型を  [Tag] フ ィールドの型と して使用できる と きは、 true が
返されます。

デフォル ト値 : true

public boolean canBeDelimited()

ユーザ定義型が区切られたデータ値をサポートする場合は、 true が返さ
れます。

デフォル ト値 : false

public boolean isFixedSize()

ユーザ定義型が固定サイズ データ値を表わすと き、 true が返されます。
このメ ソ ッ ドから  true が返される こ とは、 データ型に固有の固定サイズ
があるこ と を表します。

デフォル ト値 : true
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public boolean isDateType()

ユーザ定義型が日付データ型を表すと きは、 true が返されます。

デフォル ト値 : false

public boolean isCutoffRequired()

ユーザ定義型が日付データ型で、 2 桁の年を調整するためにカッ ト オフ
値が必要なと きは、 true が返されます。 このメ ソ ッ ドが使用されるの
は、 isDateType() によって true が返される場合だけです。

デフォル ト値 : false

public boolean isCodepageOK()

ユーザ定義型がコード  ページをサポートする と きは、 true が返されま
す。

デフォル ト値 : false

public boolean isValueOK()

ユーザ定義型が初期値属性をサポートする と きは、 true が返されます。

デフォル ト値 : false

public boolean canHaveDecimalPlaces()

ユーザ定義型が小数位のある数字を表すと きは、 true が返されます。

デフォル ト値 : false

public boolean canBePadded()

ユーザ定義型が固定長データ値を埋め込むと きは、 true が返されます。

デフォル ト値 : false

public boolean canBeTrimmed()

ユーザ定義型が先頭と末尾の削除をサポートする と きは、 true が返され
ます。

デフォル ト値 : false

public String getDescriptiontext()

このデータ型の関数を説明するテキス ト を含む文字列が返されます。 こ
のメ ソ ッ ドはドキュ メ ン ト用のユーザ定義型で実装する必要があ り ま
す。

デフォル ト値 : 空の文字列
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public String getTypeName()

データ型名を含む文字列を返します。 この関数は、 ユーザ定義型と と も
に使用され、 その戻り値は MFL ドキュ メ ン ト で使用される型名です。

デフォル ト値 : ユーザ定義型を実装する ク ラスのク ラス名

public String getDisplayName()

データ型名に対する  Display Name を含む文字列を返します。 この値は、
フ ィールドの詳細ウ ィン ド ウの [Type] ド ロ ップダウン リ ス ト に表され
ます。

デフォル ト値 : ユーザ定義型を実装する ク ラスのク ラス名

ユーティ リテ ィ  インタフェース ルーチン

データ変換ユーザ定義データ型ユーティ リ テ ィ を使用する と きは、 以下のユー
ティ リテ ィ  インタフェース  ルーチンを使用できます。

public static byte[ ] getBinaryBytes (String str)

各文字列の下位 8 ビッ ト を採用するこ とによ り  Java 文字列をバイナリ  
バイ ト の配列にコンバート します。 コードページに基づく変換は実行さ
れません。

public static String makeString(byte[ ] b)

バイナリ  バイ トの配列を Java 文字列値に変換します。 コードページに
基づく変換は実行されません。

protected void reverseBytes (byte[ ] data)

バイ ト  オーダーとバイナリ値の配列を反転します。

protected String readTag(InputStream byteStream, MFLField fld) 
throws BinTypeexception

データ  フ ィールド と関連付けられたタグ値を読み込み、 返します。 この
ルーチンによ り、 読み取られたタグ値が fld オブジェ ク トの期待値と比
較され、 一致しなければ Bintypeexception が返されます。 タグ値をサ
ポート しない fld にこのメ ソ ッ ドを呼び出したと きは、 空の文字列が返
されます。

protected int readlength(InputStream byteStream, MFLField fld) 
thorws BintypeException

データ  フ ィールド と関連付けられた長さフ ィールドが読み込まれ、 返さ
れます。 長さフ ィールドをサポート しないフ ィールドで呼び出されたと
きは、 ゼロが返されるだけです。
WebLogic Integration データ変換 B-13



B カスタム データ型の作成
protected void writeTag(BintypeOutputStream byteStream, MFLField 
fld) throws Bintypeexception

fld と関連付けられたタグ フ ィールドを指定された  ByteStream に書き
込みます。 fld でタグ値がサポート されなければ、 このメ ソ ッ ドでは何
も書き込まれません。

protected void writeLength(BintypeOutputStream byteStream, 
MFLField fld, int fldLen) throws BintypeException

fld と関連付けられた長さフ ィールドを指定された byteStream に書き
込みます。 fld で長さフ ィールドがサポート されなければ、 このメ ソ ッ
ドでは何も書き込まれません。

protected byte[ ] readDelimitedField(InputStream byteStream, 
MFLField mflField) throws BintypeException

mflField フ ィールドの区切り記号が 1 つ見つかるまで、 指定された入
力ス ト リームからデータを読み取り ます。 戻り値は、 読み取られたバイ
ナリ  データから区切り記号値を除いたデータです。 mflField が区切り
記号がないものと して定義されている場合、 このメ ソ ッ ドではデータが
読み取られずに null が返されます。

protected String applyPadAndTrim(String value, MFLField fld, 
boolean applyPad, boolean applyTrim) throws BintypeException

fld で定義された埋め込みと削除の機能を  value と して渡されるデータ
に適用します。 applyPad および applyTrim パラ メータによ り、 実行す
るのが埋め込みなのか、 削除なのか、 それと も両方なのかがコン ト ロー
ルされます。 戻り値は、 指定された操作を実行したあとの結果データで
す。 デフォル ト では、 このメ ソ ッ ドはフ ィールドの切り捨てを実行しま
せん。

protected String applyPadTrimAndTruncate(String value, MFLField 
fld, boolean applyPad, boolean applyTrim boolean applyTruncate) 
throws BintypeException

fld で定義された埋め込み、 削除、 切り捨ての機能を  value と して渡さ
れるデータに適用します。 applyPad、 applyTrimおよび 
applyTruncate パラ メータによ り、 実行するのが埋め込みなのか、 削
除なのか、 それと も切り捨てなのかがコン ト ロールされます。 戻り値
は、 指定された操作を実行したあとの結果データです。
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com.bea.wlxt.bintype.BintypeString クラス

com.bea.wlxt.bintype.BintypeString ク ラスは、 以下の必須ルーチン、 省略
可能ルーチンおよびユーティ リ テ ィ  ルーチンで構成されます。

必須インタフェース ルーチン

com.bea.wlxt.bintype.Bintype ク ラス と同じです。

省略可能なインタフェース ルーチン

com.bea.wlxt.bintype.Bintype ク ラス と同じです。

ユーティ リテ ィ  インタフェース ルーチン

com.bea.wlxt.bintype.Bintype ク ラス と同じで、 以下のユーティ リ テ ィ  イン
タフェース ルーチンが加わり ます。

protected String makeString(byte[ ] data, MFLField mflField) throws 
BintypeException

このメ ソ ッ ドでは、 バイナ リ  データの配列が mflField で定義された
コードページに応じて Java String に変換されます。

protected byte[ ] readField(InputStream byteStream, MFLField 
mflField) throws Bintypeexception

このメ ソ ッ ドでは String データ型を表す値がバイナリ入力文字列から読
み取られます。 mflField で定義された長さ /区切り記号の属性すべて
が戻りデータ値の抽出に反映されます。

protected void writeField (BintypeOutputStream byteStream, MFLField 
mflField, String value, String codepage) throws BintypeException

mflField で定義された属性と渡された codepage に応じて、 指定され
た byteStream にデータ値が書き込まれます。 codepageが null と して
渡される と、 デフォル トのシステム  コード  ページが使用されます。

protected String trimBoth (String data, char trimChar)

指定されたデータの両端から特定の文字が取り除かれ、 それによってで
きた文字列が返されます。
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protected String trimLeading (String data, char trimChar)

指定されたデータの先頭から特定の文字が取り除かれ、 それによってで
きた文字列が返されます。

protected String trimTrailing(String data, char trimChar)

指定されたデータの末尾から特定の文字が取り除かれ、 それによってで
きた文字列が返されます。

クラス com.bea.wlxt.bintype.BintypeDate

com.bea.wlxt.bintype.BintypeDate  ク ラスは、 以下の必須ルーチン、 省略
可能ルーチンおよびユーティ リテ ィ  ルーチンで構成されます。

必須インタフェース ルーチン

com.bea.wlxt.bintype.Bintype ク ラス と同じです。

省略可能なインタフェース ルーチン

com.bea.wlxt.bintype.Bintype ク ラス と同じです。

ユーティ リテ ィ  インタフェース ルーチン

com.bea.wlxt.bintype.Bintype ク ラス と同じで、 以下のユーティ リ テ ィ  イン
タフェース  ルーチンが加わり ます。

protected static String readDate(String date, SimpleDateFormat fmt)

fmt フォーマッ ト に応じて文字列パラ メータ日付から日付が解析されま
す。 戻り値は文字列フォーマッ トの有効日付です。

protected static String readDate(String date, SimpleDateFormat fmt, 
MFLField fld, int yearpos

フォーマッ ト  fmt に応じて、 文字列パラ メータ日付から  2 桁の年を含む
日付を解析します。
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protected static String writeDate(String date, SimpleDateFormat 
fmt)

文字列パラ メータ  date からの出力に適する日付文字列を日付フォー
マッ ト  fmt を使用して返します。

protected static String rawDateToString(byte[ ] data, String 
baseType)

指定された基本データ型を使用して、 未加工のバイナリ  フォーマッ トの
日付を  Java String に変換します。

protected static byte[ ] stringDateToRaw(String date, String 
baseType)

指定された基本データ型を使用して、 Java String フォーマッ トの日付を
バイナリ  バイ ト配列に変換します。

com.bea.wlxt.mfl.MFLField クラス

MFLField ク ラスは、 ユーザ定義型のすべての読み取りおよび書き込みメ ソ ッ ド
に渡されます。 MFLField ク ラスには、 読み取りや書き込みが行われるフ ィール
ド用に定義された属性がすべて含まれます。 MFLField はさまざまな メ ソ ッ ドを
提供するため、 これらの属性を照会し、 各値を返すこ とができます。 ユーザ定義
型がサポート していない属性が、 含まれる こ とはあ り ません。 たとえば、 ユーザ
定義型から  false が isValueOK() メ ソ ッ ドに返される場合、そのユーザ定義型は 
MFLField.hasValue() メ ソ ッ ドに true を返した MFLField  オブジェ ク トには 渡
されません。

com.bea.wlxt.mfl.MFLField ク ラスは、 以下の MFLField メ ソ ッ ドをサポート
します。

public String getName()

データ  フ ィールドの名前を返します。

public String getType()

このフ ィールドのデータ型の名前を返します。 この名前は、 ユーザ定義
型の getTypeName() メ ソ ッ ドによ り返されます。

public boolean hasBaseType()

フ ィールドに基本型が定義されている場合、 true が返されます。 このメ
ソ ッ ドでは日付データ型にのみ true が返されます。
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public String getBaseType

このフ ィールドの基本データ型の名前を返します。

public boolean hasDelimRef()

このフ ィールドに区切り記号参照が定義されている場合、 true を返しま
す。

public String getDelimRef()

このフ ィールドに対する区切り記号値を含むフ ィールドのフ ィールド名
を返します。

public boolean hasdelimRefValue()

区切り記号参照フ ィールドに値が含まれる場合、 true を返します。

public boolean hasDefaultValue()

このフ ィールドにデフォル ト値がある場合、 true を返します。

public String getDefaultValue()

このフ ィールドのデフォル ト値を返します。

public boolean hasPad()

このフ ィールドに埋め込み値が定義されている場合、 true を返します。

public String getPad()

このフ ィールドの埋め込み値を返します。

public boolean hasTrimLeading()

このフ ィールドに先頭の削除値が定義されている場合、 true を返しま
す。

public String getTrimLeading()

このフ ィールドの先頭の削除値を返します。

public boolean hasTrimTrailing()

このフ ィールドに末尾の削除値が定義されている場合、 true を返しま
す。

public String getTrimTrailing()

このフ ィールドの末尾の削除値を返します。

public boolean isOptional()

このフ ィールドが省略可能と定義されている場合、 true を返します

public boolean hasCutoff()

このフ ィールドに日付カッ ト オフ値が定義されている場合、 true を返し
ます。

public int getCutoff()

このフ ィールドに定義された日付カッ ト オフ値を返します。
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public boolean hasLength()

このフ ィールドに正確な長さが定義されている場合、 true を返します。

public int getLength()

このフ ィールドに定義された正確な長さを返します。

public boolean hasDelim()

このフ ィールドに区切り記号値が定義されている場合、 true を返しま
す。

public String getDelim()

このフ ィールドに定義された区切り記号値を返します。

public boolean hasValue()

このフ ィールドに初期値が定義されている場合、 true を返します。

public String getValue()

このフ ィールドに定義された初期値を返します。

public boolean hasCodepage()

このフ ィールドにコード  ページが定義されている場合、 true を返しま
す。

public String getCodepage()

このフ ィールドに定義されたコード  ページの名前を返します。

public boolean hasTagField()

このフ ィールドにタグ  フ ィールドが定義されている場合、 true を返しま
す。

public boolean hasLenField()

このフ ィールドに長さフ ィールドが定義されている場合、 true を返しま
す。

public boolean isTagBeforeLength()

フ ィールド  タグ値がある場合にそれが長さフ ィールドの前に出現する
と、 true を返します。

public boolean hasDecimalPlaces()

このフ ィールドに小数位が定義される場合、 true を返します。

public int getDecimalPLaces()

このフ ィールドに定義された小数位の桁数を返します。

public String getPadType() { return(padType); }

このフ ィールドに設定されている埋め込みの種類を返します (先頭また
は末尾）
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public boolean hasTruncateFirst() { return(0 != truncateFirst); }

フ ィールドの先頭で、 切り捨てられる文字の文字数 n が定義されている
場合、 true を返します。

public int getTruncateFirst() { return(truncateFirst); }

定義されている、 このフ ィールドの先頭で切り捨てられる文字数を返し
ます。

public boolean hasTruncateAfter() { return(0 != truncateAfter); }

フ ィールドの末尾で切り捨てられる文字の文字数 n が定義されている場
合、 true を返します。

public int getTruncateAfter() { return(truncateAfter); }

定義されている、 このフ ィールドの末尾で切り捨てられる文字数を返し
ます。
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WebLogic Integration ソフ ト ウェアには、 Format Builder を使用してバイナリ  
データのメ ッセージ  フォーマッ ト定義を作成する基本テクニッ クを例示するこ
とを目的とする  Purchase Order サンプルが含まれます。 Purchase Order サンプル
は DTD、 MFL、 および DATA ファ イルから成り ます。 これらのサンプルは 
WebLogic Integration の Data Integration コンポーネン トのインス トールをテス ト
するのに使用できます。

この章では、 以下の内容について説明します。

� Purchase Order サンプルに含まれるもの

� 前提となる事項

� バイナリから  XML への変換の実行

� XML からバイナ リへの変換の実行
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Purchase Order サンプルに含まれるもの

次の表では、 Purchase Order サンプル アプリ ケーシ ョ ンに付属のファ イルについ
て説明します。 すべてのディ レ ク ト リ名は、 WebLogic Integration サンプル ディ
レク ト リ （SAMPLES_HOME\integration） からの相対パスで示します。 こ こで、

SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform をインス トールした位置にあるサンプル 
ディ レク ト リ を示します。

前提となる事項

Purchase Order サンプルを実行する前に、 必ず、 特定のソフ ト ウェア アプリ ケー
シ ョ ンをインス トールし、 特定のタスクを完了しておいて ください。 詳細につい
ては、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

Format Builder の使い方を把握するには、 WebLogic Integration に付属の Data 
Integration ツールで使用されるデータ  フォーマッ ト 、 すなわちバイナリ  データ、
XML、 および MFL について理解しておく と役に立ちます。 これらの項目につい
てまだよ くわからない場合は、 3-1 ページの 「データ  フォーマッ ト について」 を
参照して ください。

表 C-1  Purchase Order サンプル アプリケーション ファイルのリスト

ディ レク ト リ ファイル 説明

samples\di\po po_01.data バイナリ  フォーマッ トの発注書データ

po_02.data バイナリ  フォーマッ トの追加発注書

データ

po.dtd 発注書文書型定義

po.mfl 事前にビルド された発注書データの

メ ッセージ フォーマッ ト記述
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バイナリから  XML への変換の実行

以下の節では、 サンプルの発注書のフォーマッ ト定義をビルド して、 バイナリ  
データの XML フォーマッ トへの変換をテス トする方法について説明します。

� 変換するデータの分析

� フォーマッ ト定義の作成と変換のテス ト

バイナ リ  データ と  XML との間での変換に必要な情報を提供するフォーマッ ト定
義をビルドできます。 フォーマッ ト定義は、 バイナ リ  データ  ファ イルの内容を
解析するために使用される メ タデータです。

変換するデータの分析

XML との間でバイナリ  データを変換するには、バイナ リ  データの正確な記述を
作成するこ とが必要です。 バイナリ  データ （自己記述型でないデータ） の場合、

以下の要素を指定する必要があ り ます。

� データ  フ ィールド

� 名前、 データ型、 長さ /終了、 省略可能、 繰り返しなどのデータ  フ ィールド
属性

� 関連するフ ィールドのグループ

� 名前、 省略可能、 繰 り返し、 区切りなどのグループ属性

� 階層構造 （フ ィールドのグループや他のグループ）

コード  リ ス ト C-1 は、WebLogic Integration の CD-ROM (およびダウンロード ) 
に収録されている  \samp;es\di\po\po_01.data とい う名前のバイナリ  データ
のサンプルを示します。 この例では、 サンプル データは XYZ Corporation が使
用する専用システムにある架空の発注書から取得されます。 この会社は、 XML 
データを受け取る別のシステムと情報交換したいと考えています。
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コード  リスト  C-1   バイナリ  フォーマッ トのサンプル発注書

1234;88844321;SUP:21Sprockley's Sprockets01/15/2000123 Main St.;
Austin;TX;75222;555 State St.;Austin;TX;75222;PO12345678;
666123;150;Red Sprocket;

発注書 のデータを解析する手順は次のとおりです。

1. データの定義を生成します。 データの定義を生成するには、 印刷された仕様
書または内部資料を使用しなければならない場合があ り ます。 このサンプル
では、 発注書フォーマッ ト を表 C-2 に記述してあ り ます。

表 C-2  発注書マスタ  レコード

カテゴリ フ ィールド

名

データ型 長さ 説明

Basic 
Information

Purchase 
Request 
Number

数値 セ ミ コ ロンで区切る 購買部門によって割り当てられる

発注依頼番号。 この番号は、 発注

のステータスを購買依頼から納

入、 そして支払いまで追跡するた

めに使用される。

Supplier ID 数値 セ ミ コ ロンで区切る 企業のサプライヤ データベースに
定義されている指定サプラ イヤの 
ID。 承認済みサプライヤの指定
は、 バイヤが購買依頼から発注依

頼を作成する と きに行う。

Supplier 
Name

文字 リテラル “SUP” が
前に付く。 この

フ ィールドの後ろに 
2 桁の数字の長さ

フ ィールドが続く

企業のサプライヤ データベースに
定義されている指定サプラ イヤの

名前。 このフ ィールドの前には、

それが存在するこ とを示すリテラ

ルが付く。

Requested 
Delivery Date

日付 
MM/DD/YYYY

10 文字 購買依頼担当者が指定した納期
C-4 WebLogic Integration データ変換



バイナリから  XML への変換の実行
Shipping 
Address

Street 文字 セ ミ コ ロンで区切る 依頼された品目の配送に使用され

る町名

City 文字 セ ミ コ ロンで区切る 依頼された品目の配送に使用され

る市町村名

文字 セ ミ コ ロンで区切る 依頼された品目の配送に使用され

る州

Zip 数値 セ ミ コ ロンで区切る 依頼された品目の配送に使用され

る  ZIP コード

Billing 
Address

Street 文字 セ ミ コ ロンで区切る 請求に使用される住所 （町名）

City 文字 セ ミ コ ロンで区切る 請求に使用される市町村名

State 文字 セ ミ コ ロンで区切る 請求に使用される州

Zip 数値 セ ミ コ ロンで区切る 請求に使用される  ZIP コード

Payment 
Terms

サポー ト される支払い条件は発注書かクレジッ ト  カード。 支払い情報の前に付く リ テ

ラルがタイプを示す。

PO Type 文字 リテラル “PO” PO の支払い条件を示す。

PO Number 数値 セ ミ コ ロンで区切る 発注書番号

Credit Card 
Type

文字 リテラル “CC” クレジッ ト  カードの支払い条件を

示す。

Credit Card 
Number

数値 セ ミ コ ロンで区切る クレジッ ト  カード番号

Credit Card 
Expiration 
Month

数値 セ ミ コ ロンで区切る クレジッ ト  カードの有効期限の月

Credit Card 
Expiration 
Year

数値 セ ミ コ ロンで区切る クレジッ ト  カードの有効期限の年

表 C-2  発注書マスタ  レコード  （続き）

カテゴリ フ ィールド

名

データ型 長さ 説明
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2. フ ィールドを確認します。

フ ィールド とは、 アプ リ ケーシ ョ ンにと って意味のあるバイ ト  シーケンスで
す。 たとえば、 図 C-2 の、 Purchase Request Number、 Supplier ID、 Supplier 
Name などはすべてフ ィールドです。

3. フ ィールド属性を指定します。

フ ィールド属性には、 フ ィールド名、 フ ィールドに格納されるデータの型、
フ ィールドの長さ、 またはフ ィールドの終了を示す区切り記号があ り ます。
たとえば、 [Supplier ID] フ ィールドはセ ミ コロン （;） で区切られ、 フ ィール
ド  データの終了を示しますが、 [Requested Delivery Date] の長さは 10 桁に
決まっています。

4. 階層グループを指定します。

グループはなんらかの関連があるフ ィールド、 コ メン トおよびその他のグ
ループまたは参照の集合です。 表 C-1 のサンプル データでは、 はっき り と区
別されるいくつかのグループ （Shipping Address、 Billing Address、 Payment 
Terms、 および Purchase Items） が定義されています。

5. グループ属性を指定します。

階層グループの属性を定義する必要があ り ます。 グループ属性には、 グルー
プの名前、 グループが省略可能、 繰り返し、 区切りのいずれであるか、 別の
グループへの参照と して定義されているかど うかが含まれます。 たとえば、
Shipping Address と  Billing Address の両方で同じフ ィールド （Street、

City, State、 Zip） を定義する必要があるので、 Shipping_Address グルー
プの Address グループを定義して、 Billing_Address グループから、
Address グループへの参照を設定できます。

Purchase 
Items

以下のフ ィールドでは、 購入する品目を指定する。 この情報は、 同じ購買依頼に含まれ

る品目ご とに繰り返すこ とが可能。 少な く と も  1 品目が必要。

Part Number 数値 セ ミ コ ロンで区切る 依頼品目のサプライヤ部品番号

Quantity 数値 セ ミ コ ロンで区切る 依頼数量。 ゼロ よ り大きい数が必

要。

Description 文字 セ ミ コ ロンで区切る 依頼された品目の説明

表 C-2  発注書マスタ  レコード  （続き）

カテゴリ フ ィールド

名

データ型 長さ 説明
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上記の手順を完了したら、 図 C-1 のサンプルに示すよ うに、 データをスプレッ
ドシー トに入力できます。 このスプレ ッ ドシー トは、 発注書のメ ッセージ定義を
作成する際にガイ ド と して役立てるこ とができます。

図 C-1   発注書データの分析
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フォーマッ ト定義の作成と変換のテスト

この節では、表 C-1 で説明したバイナリ  データを  XML に変換するために、 メ ッ
セージ  フォーマッ ト を作成するプロセスを順を追って説明します。 発注書の
メ ッセージ フォーマッ ト を正し く作成するために、 作成したファ イルを製品 
CD-ROM に収録されている  \samples\di\po\po.mfl ファ イルと比較する こ と
ができます。

手順 1. Format Builder の呼び出しと メ ッセージ フォーマッ
トの作成

Format Builder を呼び出してメ ッセージ  フォーマッ ト を作成する手順は次のとお
りです。

1. [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7． 0 ｜WebLogic 
Integration 7． 0 ｜ Format Builder] を選択します。 Format Builder のメ イン  
ウ ィ ン ド ウが表示されます。

2. [File｜ New] を選択します。

新しいメ ッセージ フォーマッ ト  ルート  ノードが作成され、 ナビゲーシ ョ ン 
ツ リーに表示されます。

3. [Name/XML Root] フ ィールドに 「PurchaseRequest」 と入力します。

4. [Apply] をク リ ッ ク します。

メ ッセージ フォーマッ ト  ルート  ノードの名前が更新されます。

手順 2. 基本情報フ ィールドの作成

発注書の基本識別情報を取り出すために必要なフ ィールドを作成する手順は次の
とおりです。

1. [PR_Number] フ ィールドを作成するには、 [Insert｜ Field｜ As Child] を選択
します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーに新しいフ ィールドが追加されます。 詳細ウ ィ ンド ウ
に、 デフォル トのフ ィールド  プロパティが表示されます。

2. 次の表の説明に従ってフ ィールドのプロパテ ィを定義します。
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注意 : これらの値は、 図 C-1 で示した発注書の生データを分析した結果決め
られました。

3. [Apply] をク リ ッ ク します。

フ ィールドのプロパティが更新されます。

注意 : [PR_Number] フ ィールド と  [Supplier_ID] フ ィールドの違いは名前だ
けなので、 [Supplier_ID] フ ィールドの作成には、 Format Builder の
複製機能を使用できます。

4. [PR_Number] フ ィールドを右ク リ ッ ク します。

5. シ ョー ト カッ ト  メニューから  [Duplicate] を選択します。

複製されたフ ィールド （NewPR_Number） が兄弟と して追加され、 ナビゲー

シ ョ ン ツ リーで選択されます。

6. [Name] フ ィールドに 「Supplier_ID」 と入力し、 [Apply] をク リ ッ ク して更
新します。

対象となるセク

ション

実行する手順

[Field Description] [Name] フ ィールドに  「PR_Number」 と入力する。

[Type] ド ロ ップダウン  リ ス ト から、 [Numeric] を選択す

る。

Field 
Occurrence[Field 
Occurrence]

[Once] オプシ ョ ン  ボタンが選択されている こ とを確認す

る。

[Field 
Attributes:][Termin
ation]

[Delimiter] オプシ ョ ン  ボタンを選択する。

[Delimiter] タブの [Value] フ ィールドにセ ミ コ ロン （;）

を入力する。

[Field 
Attributes:][Code 
Page]

[Code Page] ド ロ ップダウン  リ ス ト から目的のコード  ペー

ジを選択する。 コード  ページは、 各フ ィールドのバイナ

リ  データの文字エンコーディングを指定する。
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7. メ ッセージ フォーマッ ト  ドキュ メ ン トに対して行った変更を保存する手順
は次のとおりです。

a. [File｜ Save As] を選択して、 [Save As] ダイアログ ボッ クスを表示しま
す。

b. samples/di/po ディ レク ト リに移動します。

c. 任意のファ イル名を入力します。 たとえば、 「my_po.mfl」 と入力します。

注意 : 拡張子を指定しない場合、 Format Builder によ り、 自動的に
.mfl 拡張子がメ ッセージ  フォーマッ ト  ファ イルに割り当てら
れます。

d. [Save As] をク リ ッ ク します。

8. [Supplier_Name] フ ィールドを追加するには、 [Insert ｜ Field｜ As Sibling] 
を選択します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーに新しいフ ィールドが追加されます。 詳細ウ ィ ンド ウ
に、 デフォル トのフ ィールド  プロパティが表示されます。

9. 次の表の説明に従って、 [Supplier_Name] フ ィールドのプロパティ を定義し
ます。

対象となるセク

ション

実行する手順

[Field Description] [Name] フ ィールドに 「Supplier_Name」 と入力する。

[Optional] チェ ッ ク  ボッ クスをチェッ クする。

[Type] ド ロ ップダウン  リ ス ト から、 [String] を選択す
る。

[Field Occurrence] [Once] オプシ ョ ン  ボタンが選択されている こ と を確認す
る。

[Field Attributes:] [Field is Tagged] チェ ッ クボッ クスをチェ ッ クする。

[Field is Tagged] フ ィールドに次を入力する。
SUP:
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10. [Apply] をク リ ッ ク します。

フ ィールドのプロパティが更新されます。

注意 : ナビゲーシ ョ ン ツ リーでフ ィールド  アイコンの周囲が点線のボッ ク
スで表示される場合、 そのフ ィールドは、 省略可能です。

11. [Requested_Delivery_Date] フ ィールドを追加するには、 [Insert｜ Field ｜
As Sibling] を選択します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーに新しいフ ィールドが追加されます。 詳細ウ ィ ンドウ
に、 デフォル ト のフ ィールド  プロパテ ィが表示されます。

12.次の表の説明に従って、 [Requested_Delivery_Date] フ ィールドのプロパ
ティ を定義します。

[Field 
Attributes:][Termin
ation]

[Embedded Length] オプシ ョ ン  ボタンを選択する。

[Description] タブの  [Type] ド ロ ップダウン  リ ス ト で、
[Numeric] を選択する。

[Length] オプシ ョ ン  ボタンが選択されている こ と を確認
し、 [Length] テキス ト  ボッ クスに 「2」 と入力する。

対象となるセク

ション

実行する手順

[Field Description] [Name] フ ィールドに 「Requested_Delivery_Date」 と

入力する。

[Type] ド ロ ップダウン  リ ス ト から  [Date:MM/DD/YYYY] 
を選択する。

[Field Occurrence] [Once] オプシ ョ ン  ボタンが選択されている こ とを確認す
る。

[Field Attributes:] [Data Base Type] ド ロ ップダウン  リ ス ト で [String] が選択
されている こ と を確認する。

対象となるセク

ション

実行する手順
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注意 : フ ィールドの詳細ウ ィ ンドウの内容は、 [Type] 設定によって決ま り ま
す。 ド ロ ップダウン リ ス ト からデータ型を選択する と、 長さは指定
しな く ても決定されます。 このため、 [Field Attributes:] の 
[Termination] プロパティは表示されません。

13. [Apply] をク リ ッ ク します。

フ ィールドのプロパテ ィが更新されます。

14. [File｜ Save] を選択して、 変更を保存します。

手順 3. Shipping Address グループと Billing Address グ
ループの作成

Shipping Address グループと  Billing Address グループを作成する手順は次のとお
りです。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで任意のフ ィールドを選択し、 [Insert ｜ Group｜ As 
Sibling] を選択します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーに新しいグループが追加されます。 詳細ウ ィ ンドウ
に、 デフォル トのグループ プロパテ ィが表示されます。

2. 次の表の説明に従って、 [Shipping_Address] グループのプロパティ を定義
します。

注意 : これらの値は 表 C-1 で示す発注書の生データを分析した結果決めら
れました。

対象となるセク

ション

実行する手順

[Group Description] [Name] フ ィールドに 「Shipping_Address」 と入力す

る。

[Group Occurrence] [Once] オプシ ョ ン  ボタンが選択されている こ とを確認
する。

[Group Attributes] [Group Delimiter] について  [None] オプシ ョ ンが選択さ
れている こ と を確認する。
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3. [Apply] をク リ ッ ク します。

グループのプロパテ ィが更新されます。

注意 : [_Shipping_Address] グループと  [Billing_Address] グループの違
いは名前だけなので、 [Billing_Address] のフ ィールドは、 Format 
Builder の複製機能を使用して作成できます。

4. [Shipping_Address] グループを右ク リ ッ ク します。

5. シ ョー ト カッ ト  メニューから  [Duplicate] を選択します。

複製されたグループ （NewShipping_Address） が兄弟と して追加され、 ナビ

ゲーシ ョ ン ツ リーで選択されます。

6. [Name] フ ィールドに 「Billing_Address」 と入力し、 [Apply] をク リ ッ ク し
て更新します。

[Shipping_Address] グループと  [Billing_Address ] グループは、 同じ属性
の同じフ ィールドを含むので、 [Shipping_Address] グループで [Address] 
グループを定義して、 [Billing_Address ] グループでは [Address] グルー
プを参照と して設定できます。

7. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [Shipping_Address] グループを選択し、 [Insert ｜
Group ｜ As Child] を選択します。

8. 図 C-1 のデータを使用して、 [Address] グループを作成し、 [Apply] をク リ ッ
ク してグループのプロパティ を更新します。

9. 手順 2. 基本情報フ ィールドの作成、 で説明する手順と図 C-1 のデータに従
い、 [Street]、 [City]、 [State_]、 および [Zip] の各フ ィールドを  [Address] 
グループの子と して作成します。

注意 : [Street] フ ィールドを作成すれば、 [Duplicate] ボタンを使用して 
[City] フ ィールド と  [State] フ ィールドを作成できます。

10. [Address] グループへの参照を作成するには、 [Shipping_Address] の下の 
[Address] グループを右ク リ ッ ク して、 シ ョート カッ ト  メニューから  [Copy] 
を選択します。

[Address] グループのプロパティ （子フ ィールドを含む） がコピーされ、 ク

リ ップボードに置かれます。
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11. [Billing_Address] グループを右ク リ ッ ク して、 シ ョー ト カッ ト  メニューか
ら  [Paste As Reference] を選択します。

[Billing_Address] グループのすぐ後に、 [Address] 参照が貼り付けられま

す。 アイ コンの矢印は、 グループが参照グループである こ と を示します。

12. [Address] グループ参照を  [Billing_Address] グループの子にするには、
[Address] グループ参照を選択してから  [Edit｜ Demote] を選択します。

[Address] 参照は、 [Billing_Address] グループの子になり ます。

13. [File｜ Save] を選択して、 変更を保存します。

手順 4. 残りの項目の作成

必要に応じて、 フ ィールドおよびグループの作成または複製のプロセスを繰り返
し、 発注書メ ッセージ  フォーマッ ト  ドキュ メン ト を完成させます。 図 C-1 で示
す発注書生データの分析を利用して各項目に入力する必要がある値を決定しま
す。 サポート情報と して、 \samples\di\po\po.mfl ファ イルを参照して くださ
い。

必要な項目の入力を終える と、 ナビゲーシ ョ ン ツ リーは図 C-2 のよ うになるは
ずです。
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図 C-2   完成した Purchase Order サンプルのナビゲーシ ョン ツリー

手順 5. 完成したメ ッセージ フォーマッ トの保存

[File ｜ Save] を選択して、 完成したメ ッセージ フォーマッ ト を保存します。
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完成した MFL ドキュ メ ン トが保存されます。 現在設定されている  Format 
Builder オプシ ョ ンによっては、 MFL ドキュ メ ン ト で取り込まれたコンテンツ  モ
デルを記述する  DTD や XML スキーマも保存されます。

Format Builder を以下の方法で設定する と、作成したメ ッセージ フォーマッ ト  ド
キュ メ ン トの DTD や XML スキーマを自動的に生成できます。

1. [Tools｜ Options] を選択し、 [Format Builder Options] ダイアログ ボッ クスを
表示します。

2. ダイアログ ボッ クスの下部の [XML Content Model] セクシ ョ ンで、 必要に応
じて、 [Auto-generate DTD] や [Auto-generate Schema] をチェ ッ ク します。

3. [OK] をク リ ッ クする とオプシ ョ ンが更新されます。

これで、 メ ッセージ フォーマッ ト  ドキュ メ ン ト を保存する と必ず、 Format 
Builder によって、 各メ ッセージ フォーマッ ト  ドキュ メ ン トの指定したファ イル
が生成されます。

手順 6. メ ッセージ フォーマッ トのテスト

メ ッセージ フォーマッ ト を使用してデータを変換する前に、 メ ッセージ  フォー
マッ ト をテス ト してエラーがないかど うかを確認する手順は次のとおりです。

1. [Tools｜ Test] を選択し、 [Format Tester] ダイアログ  ボッ クスを表示します。

2. [File｜ Open Binary] を選択して、 [開く ] ダイアログ ボッ クスを表示しま
す。

3. samples/di/po ディ レク ト リに移動します。

4. ファ イルを選択し、 [開 く ] をク リ ッ ク します。

[ バイナリ ] ウ ィン ド ウにバイナリ  データが表示されます。

5. [Translate｜ Binary To XML] をク リ ッ ク します。

アクテ ィブな MFL ドキュ メ ン ト を基にして、 PO_01.DATA ファ イルの内容が 
XML に変換されます。 [XML] ウ ィ ンド ウに XML 出力が表示されます。

注意 : 各変換手順の説明を表示するには、 [Display｜ Debug] を選択し、
[Debug] ウ ィ ン ドウを開きます。 次に、 [Translate｜ Binary To XML] 
を選択します。 プロセスの各手順でメ ッセージが表示されます。
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6. 変換されたデータが正しければ、 [File｜ Save XML] を選択します。

7. [ ファ イル名 ] フ ィールドに 「PO.XML」 とい う名前をタイプし、 次に、 [保存
] をク リ ッ ク して XML 出力を保存します。

XML からバイナリへの変換の実行

Format Builder を使用してメ ッセージ定義を作成して、 XML データのバイナリ

への変換をテス トする こ と もできます。 この操作を実行するのに必要な手順は、
バイナ リ  データを  XML に変換する場合と基本的に同じです。 XML データをバ
イナ リに変換するためには、 最初にバイナリ  フォーマッ トの MFL 記述を作成し
ます。 Purchase Order サンプル ファ イルを、 プロセスのテス トに使用する手順は
次のとおりです

1. Format Builder メニューで [File｜ Open] を選択します。

2. 発注書のメ ッセージ  フォーマッ ト  ドキュ メ ン ト を選択します。

3. [開 く ] をク リ ッ ク します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーに、 メ ッセージ  フォーマッ ト  ドキュ メン ト が表示さ
れます。

4. [Tools ｜ Test] を選択し、 [Format Tester] ダイアログ ボッ クスを表示します。

5. Format Tester メニューで [File｜ Open XML] を選択します。

6. samples\di\po ディ レ ク ト リに移動します。

7. po.xml ファ イルを選択し、 [開く ] をク リ ッ ク します。 右ペインに XML 
データ  ページが表示されます。

8. [Translate ｜ XML to Binary] を選択します。

XML データが変換され、 右ペインに発注書データがバイナリ  フォーマッ ト
で表示されます。

注意 : 各変換手順の説明を表示するには、 [Display ｜ Debug] を選択し、
[Debug] ウ ィン ド ウを開きます。 次に、 [Translate ｜ XML to Binary] 
を選択します。 プロセスの各手順でメ ッセージが表示されます。
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9. 変換されたデータが正しければ、 [File｜ Save Binary] を選択します。

10. [ ファ イル名 ] フ ィールドに名前 （た とえば、 test_po.data） をタ イプし、

次に、 [保存 ] をク リ ッ ク して バイナリ出力を保存します。
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